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　―――大陸暦一五四八年二月二日の昼過ぎ・パルナム城




「ふふふ、ついに完成したぞ」

　よく晴れていて冬にしてはそこそこ暖かかったこの日。カーテンが閉められて多少薄暗くなった室内で、俺は目の前にある物を見て頰が緩むのを抑えられなかった。なにせ忙しい政務の合間を縫って、ちまちまと製作していたこれがついに完成したからだ。

　フハハハ！　これこそ究極の最終兵器と言っても過言ではないだろう。

　もう誰にも負ける気がしない。

　と、そんな感じで一人でテンションを上げていたら、

「……なにをニヤニヤしてるの？」

　ベッドに腰掛けたリーシアに呆あきれたように言われた。

　ここはリーシアの部屋だ。以前来たときと家具の配置などは変わっていないものの、俺とリーシアの子供であるシアンとカズハ用のベビーベッドが新たに設置されていた。まだ生まれて一ヶ月少ししか経たっていないため、子供たちはリーシアの傍そばで暮らしている。

　俺は完成した物を脇に置くと、椅子に逆向きに座り背もたれに肘と顎を乗せながらリーシアと子供たちを見た。いまは子供たちにおっぱいを与える時間だ。

　伸びた髪をうなじの後ろで結び、出会ったときと同じ髪型に戻ったリーシアは、肩をはだけさせて、穏やかな表情で我が子を見つめながらおっぱいを与えている。その姿はまるで聖母子画から抜け出してきたんじゃないかと思うほど神々しく美しかった。

　すでにシアンには与え終わっていて、いまはカズハの番というわけだ。シアンはというとお腹なかがいっぱいになって眠くなったのかベッドの上で目を閉じている。

「だって、ついにこれが完成したんだぞ？」

　俺はリーシアに脇に置いてあった物を持ち上げて見せた。

「どう？　可愛かわいくできたと思わない？」

　そう言って見せたのは二着のベビー服だった。

　フード付きのそのベビー服は二着とも俺の手縫いで製作したものだ。

　双子が産まれると聞いた瞬間から構想を開始し、産まれてからサイズを測って製作したという自信作だった。ちなみに製作中もずっとニヤニヤしていたらしく、それを見かけた他の婚約者たちにドン引きされたものだ。

　リーシアはそのベビー服の異様な仕上がり具合を見て、はあ～と溜ため息いきを吐ついた。

「可愛いとは思うけど、ほぼ着ぐるみじゃない。なんの生物を模したものなの？」

「マチャピンとズック」

「聞いたこともないんだけど？」

「そりゃあ俺のいた世界の架空生物だからな」

　マチャピンとズックは昔観みた子供向け番組の看板キャラクターだった。

　水色と茶色のゆるーい風貌のキャラで、よくよく見ると可愛いのかどうか疑問になるような見た目をしているものの、妙に愛あい嬌きようがあってグッズ展開も多くされていた。双子のベビー服を用意しようと思い立ったとき、まっさきに思い浮かんだのがマチャピンとズックの着ぐるみっぽくしたら可愛いんじゃないかということだった。

「モデルはネッシーと山男だったかな」

「わけがわからないということだけはわかったわ。……随分とこだわって作ったみたいだけど、赤ちゃんなんだからすぐ汚しちゃうわよ？」

「着替え用にもう二着分作るつもりだけど？」

「その熱意を政務のほうに向けなさいよ。ハクヤが泣くわよ？」

「だが断る」

「まったくもう……っと」

　授乳が終わったのか、リーシアはカズハを引き離すと背中をトントンと叩たたいてゲップをさせた。そしてカズハをベビーベッドまで運びシアンの寝ている隣に寝かせると、カズハはすぐに目を閉じてムニャムニャと眠り始めた。

　一人だとぐずることの多いカズハだけど、シアンと一緒ならすんなり眠ってくれる。双子だから自分の半身が傍にいると安心するのだろうか？

　俺とリーシアは並んで眠る子供たちを覗のぞき込んだ。

　お腹いっぱいの穏やかな表情で眠る子供たち。見ているだけでこっちも幸せな気分になる。たんとおっぱい飲んで寝んねして、無事に健やかに育ってほしいものだ。

「またニヤニヤしてるわよ、ソーマ」

　相当緩みきった顔をしていたのかリーシアにそう苦笑されたけど、これはもう仕方ないだろう。リーシアだって似たような顔をしているし。

「だって、俺たちの子供たちメチャクチャ可愛いじゃないか」

「もう親バカなの？……まあ同感だけど」

「いやもうホント、幸せだわ」

「そうストレートに言われると……なんだか照れくさいわね」

　リーシアが照れたように笑う。ああ、本当に愛いとおしい。

「幸せだよ。こんな家族たちに囲まれて」

「ふふ、まだ結婚前だけどね」

「あっ、結婚と言えば……ようやく婚礼の日取りが決まったよ」

　リーシアの妊娠や東方諸国連合への遠征などによって延び延びになっていた、俺たちの婚礼の儀の日取りがようやく決まったのだ。大陸暦一五四八年（今年）の四月一日。この日に俺の戴冠式と、俺とリーシアたちの結婚式が執り行われることとなった。

　そう話すとリーシアは感慨深そうに溜息を吐いた。

「二ヶ月後、ついにソーマは暫定国王じゃなく真の国王になるのね」

「ああ。そしてリーシアたちも妃きさき候補ではなく妃になる」

「ソーマがこの世界に来てほぼ丸二年ってところかしら。なんだかいろいろなことがありすぎて、二年しか経ってないって信じられないわね」

「そうだな……召喚された当初の自分はいまの状況を想像できなかっただろうな」

　婚約者が五人もいて、すでに子供まで産まれているしな。

　なんだかものすごく遠いところまで来たような気分だ。

「ふふふ、そう言えばソーマ。会ったばかりのころは『数年後には王様なんてやめてるだろうからな。婚約も破棄でいい』……とか言ってたわね」

　ああ……言ってたな。いまとなっては遠い昔のことのように思える。

「あまり蒸し返さないでくれよ。いまさら破棄されても困るし」

「当たり前でしょ。でも、そのときの私は『私が家族になればソーマをこの国に留とどめておけるかしら。婚約者として既成事実を作っちゃえば』……とか考えていたのよね」

「えっ、そうだったのか？」

　そんな前から俺との結婚を覚悟してたのか。リーシアは自慢げに笑った。

「実際こうして既成事実も作って家族になったんだから、大したものだと思わない？」

「……ホント、リーシアには敵かなわないな」

　俺はそう言うとリーシアに軽くキスをした。

　以前は恥ずかしかったけど、最近では自然とキスできるようになった。リーシアも満更じゃなさそうな顔をしている。キスの後で俺はポリポリと頰を搔かいた。

「あはは……でも、結婚については問題も出てきたんだよなぁ」

「？　どういうこと？」

「俺の戴冠式、リーシアたちとの婚礼の儀に加えて、子供たちのお披露目も加わったことでロロアたちが張り切ってるみたいなんだ」

　どうもこの王都まるごと全部をあげて祝うような特大イベントにしたいらしい。お祭り好きの彼女らしい発想にリーシアも苦笑していた。

「ロロアらしいとは思うけど……大変そうね。具体的には？」

「当初計画していたのは、俺たち以外に希望する配下の結婚式も一緒に挙げてしまうってことだったんだ。ちょうどアークス家とマグナ家に結婚予定がいたからな」

　近この衛え騎士団長ルドウィンは超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャと、ハルはカエデとルビィの二人と近いうちに結婚する予定だった。その結婚式も王城側が取り仕切ることによって、王都の各地で結婚式が行われるようなイベントにしようと計画していたのだ。

「他にも配下でこの機に結婚したいって者たちを集めてたんだけど……イベントが大きくなりすぎたことで、結婚式を挙げるカップルの数が足りないらしい。できれば俺の直臣クラスが結婚式を挙げてくれたほうが都合が良いらしい」

「でも結婚ってそう簡単な事じゃないでしょ？」

　リーシアに窘たしなめるように言われて、俺は頷うなずくしかなかった。

「まあな。でも、結ばれそうでまだ結ばれてないカップルとかが何人かいるから、そいつらの動向次第かなとも思ってる」

「誰のこと？」

「ポンチョのところとか、ジンジャーのところとか」

「ああ……」

　リーシアも納得したように頷いた。

　あそこらへんはいつ結婚してもおかしくないような状況なのにもかかわらず、当事者が不器用すぎるのか、まったくといっていいほど進展が見られなかった。

（ポンチョはとくに早めに身を固めてほしいんだけどなぁ……）

　いい加減、王城に持ち込まれる縁談話の多さで政務に支障が出てきているし。もちろん本人たちの意思が大事だということはわかっているのだけどさ。

　本当にどうにかならないものだろうか……。
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　―――大陸暦一五四八年一月半ば・マグナ領ランデル




　王国の西側にある『ランデル』は元陸軍大将ゲオルグ・カーマインの公領の中心都市であり、いまはハルバートの父であるグレイヴ・マグナのものとなっている。

　さきの戦争の際には禁軍と陸軍が衝突した場所でもある。もっとも、戦闘らしい戦闘は近くに築かれた砦とりでで行われ、城壁がわずかに空爆されたのみだったため、都市部に被害はなく一年以上経ったいまではすっかり元の落ち着きを取り戻していた。

　そんなランデルの城下にマグナ家の邸宅があった。

　この都市の統治者はグレイヴであり、本来ならばゲオルグの居城であったランデル城を住居とすればいいのだが、ゲオルグの真意を知っているグレイヴは彼かの御仁の城に自分が住まうことを良しとせず、城下の屋敷に住んで城には政務のためだけに登っていた。

　そんなマグナ家の邸宅に今日、ハルバートがカエデとルビィを連れて帰ってきた。

　東方諸国連合へと援軍に赴いた将兵たちには、その慰労もかねて順番に長期の休暇が与えられていたのだ。ハルバートたちの帰宅もその休暇を利用してのことだった。

「おお、よくぞ無事に帰ってきた。カエデちゃん、それにルビィ殿も」

　そんな三人をグレイヴが両手を広げて出迎えた。

　カエデが『ちゃん』付けでルビィが『殿』付けなのは付き合いの長さによる違いだった。ハルバートと幼なじみであるカエデのことは幼い頃から知っているのに対し、新参のルビィに対しては若干遠慮がちになっているのだろう。

　そんなグレイヴに二人は少し困ったように笑いながら軽くハグをした。

「お久しぶりなのです。グレイヴおじ様」

「ただいま戻りました、義と父う様さま。私のことは呼び捨てで構わないのですが」

「おお、そうか。それではルビィと呼ばせてもらおう」

　普段は厳いかつい顔のグレイヴだが、いまは顔がほころんでいた。

「戦場で立てる幾多の手柄も、こんな美しく聡そう明めいな二人を我が家の嫁に招き入れた快挙には及ぶまい。手の掛かる息子であったが二人を娶めとったことは称賛に値する」

「ふふ、オーバーなのですよ。おじ様」

「……照れてしまいます」

　将来の義娘二人にデレデレの父親の姿に、ハルバートは溜息を吐いた。

「俺も帰ってきてるんだが？」

「ん？　おう、ハルよ。東方諸国連合でも大活躍したそうではないか。親としては鼻が高いが、あまり浮かれて義娘むすめたちを危険にさらすような真ま似ねをするでないぞ」

「……わかってるよ」

　グレイヴの説教じみた言葉に、ハルバートは素直にそう答えた。

　そんなハルバートの態度をグレイヴは訝いぶかしく思った。なにやらいつにも増してテンションが低いように思えたのだ。いつもならば「いつまでも子供扱いすんじゃねぇ」と反発しがちなのに、今日はやけに素直にこちらの話を聞いたからだ。

「どうかしたのか？」

「……べつになんともねぇよ。悪いが、疲れたから部屋で休ませてもらうわ」

　そう言うとハルバートは自分の荷物を持ち、自分の部屋のほうへと歩き去って行った。そんなハルバートの背中をカエデとルビィが心配そうに見ていたことに気付いたグレイヴは、空気を変えるべくゴホンと一つ咳せき払ばらいをした。

「さあさあ、二人ともこっちへ来ておくれ。妻が結婚式の衣装合わせをしてほしいと首を長くして待っておるでな」

「……わかりましたなのです。行きましょう、ルビィ」

「わかったわ」

　そしてグレイヴは二人を妻の待つ衣装部屋へと案内した。ただ二人を部屋に通して入り口の扉を閉めるとき、チラリとハルバートの去って行ったほうを見ていた。





◇　◇　◇






　一方そのころ。ハルバートはというと自分の部屋で休んでなどはおらず、部屋の窓から外に抜け出すと、愛用の二本の槍やりを持って邸宅の中庭にある林の中にいた。

　冷たい冬の空気の中でハルバートは深く息を吐くと、その槍を振るい始めた。刃の部分が風を切る音と、二本の槍を繫つなぐ細い鎖の擦れる音が林に響いた。

　受け、突き、薙なぐ……その動きは見えないなにかと戦っているかのようだった。

　おそらく、頭の中では特定の誰かを想像しているのだろう。

　しかし一心不乱に槍を振るうその姿は、まるで無理に迷いを振り払おうとしているだけのように見えた。槍を振るうハルバートの心に去来する思いは一つ。

（俺は……こんなことをしていていいのか？）

　そんなことばかりを考えていた。

　与えられた休暇、婚約者を伴っての実家への帰宅、間近に迫ったカエデやルビィとの結婚式の準備……そんな戦いから離れた日常がハルバートを焦らせていた。

（こんなことしていていいのか……こんなことで、あいつに勝てるのか？）

　だんだんと槍の振るい方が粗くなってきた。

　制御できる以上の力で我武者羅に振るっているために軸足も安定せず、左右に振られていた。段々と息も上がってきている。思い通りの動きにならないことがさらなる苛いら立だちを生み、ハルバートは槍を地面に叩たたき付けるようにして突き刺した。

「はあ……はあ……」

　肩で息をするハルバート。そんなハルバートに近づく影があった。

「……まったく。なっておらんな」

「っ!?」

　ハルバートが振り返ると、近くにあった木の陰からグレイヴが見ていた。

「なんだ親おや父じか……」

「そのような無茶苦茶な型では鍛錬にもならんだろう。ただの憂さ晴らしだ」

「ぐっ……」

　自覚はあるのかハルバートはなにも言い返せなかった。そんな息子の様子にグレイヴは溜ため息いきを一つ吐つくと、歩み寄ってその肩をポンと叩いた。

「東方諸国連合で誰ぞに負けたのか？」

「なっ!?　俺はまだ負けたわけじゃねぇ！　負けたわけじゃねぇ……けど……勝てねぇかもしれねぇヤツに会ったんだ」

　反射的に強く言い返したハルバートだったが、言葉からはどんどん力が抜けていき、しまいにはその場に力なく座り込んだ。グレイヴは眉をひそめた。

「いつも無駄に自信満々だったお前をそこまで打ちのめす存在がいたのか？」

「……フウガ・ハーン。桁違いの強さと圧倒的なカリスマ性を持っていて、その活躍を見ていたら思わず引き摺ずられそうになったんだ」

　ハルバートの脳裏にこびりついて離れないのは、あの日見たフウガの幻影だった。

「あいつの燃えるような生き様に憧れて、一瞬命を失うのが怖くなくなった。後でそんな自分の考えに数倍恐怖したけどな。でも……俺はあのとき武人として自分の命を使い潰したいって思ったんだ。カエデやルビィのことさえも忘れてな」

「………」

　自分のために命を惜しまないテムズボック騎兵隊を率いて、たとえ道半ばで死んでも悔いが無いかのように、戦場を縦横無尽に駆け回るフウガの雄姿。ハルバートもその姿に魅了されて、踏みとどまりはしたものの引き摺られそうになった。

「この世界に自分より強いヤツはいねぇだなんて自うぬ惚ぼれていたわけじゃない。ソーマのところにいるダークエルフなんか、俺とカエデとカルラ嬢が束で掛かっても圧倒するくらい強かったしな。上には上がいるもんだ」

「アイーシャ殿と呼ばぬか。第二正妃となられる御お方かたぞ」

「そのアイーシャ……殿はソーマを裏切ることはないだろう。だから俺たちがこの国に所属しているかぎり、その刃が俺たちに向けられることはない。だけど……フウガはよその国の人間だ。それに大陸に武名を轟とどろかせることを望んでいる。アイツがその野心を抱き続けるかぎり、いずれはソーマと……この国と衝突することになる」

　そしてそのときにフウガと対たい峙じするのは自分とルビィだろうと考えていた。フウガは飛虎ドゥルガに乗って飛んでくるため、飛獣を持たないアイーシャでは分が悪い。かといってあのドゥルガという飛獣は生半可な飛竜ワイバーンなどでは相手にならないほど強力だ。

　結局、まともに相手ができるのは自分と赤竜ルビィのコンビしかいないのだ。

「俺はアイツに勝てるようにならなきゃいけないんだ。そうでなければ、国や、カエデやルビィのことを守れねぇ。そう思うと……どうしても焦っちまうんだ。俺はこんなことをしていていいのか、もっと強くならないと永遠にアイツに勝てねぇぞ、って」

　結婚して伴侶を得れば、それだけ守るべきものが増える。

　ましてやハルバートの場合は一気に二人と結婚するのだからその責任も倍だ。

（ホント、ソーマはよくこの重圧に耐えてるよな。素直に凄すごいと思うわ）

　あっちは国王で、しかも一気に五人と結婚するのだ。

　さらにはリーシア姫との間に子供が一気に二人も産まれたと聞く。守るべきものの数でいったらハルバートの比ではなかった。腕っ節なら大人と赤子ぐらいの差があるハルバートとソーマだったが、精神面の強さはその真逆と言っていいだろう。

「もうすぐカエデとルビィと結婚するんだって考えると……余計にこのままでいいのかって焦っちまうんだ。俺は……嫁さんたちを守れるのかって」

「……なるほどな」

　腕を組み、黙って聞いていたグレイヴは意外にもニヤリと笑った。

「ひよっこだったお前にも、ようやく家を継ぐ者としての自覚が芽生えたようだ」

「茶化すなよ。俺は真面目に話してるんだぞ？」

　ハルバートは睨にらんだが、グレイヴは静かに首を横に振った。

「茶化してなどおらんわ。そもそも、お前の感じているそれは結婚前になれば誰もが感じることだ。お前の抱く不安にフウガとやらはさほど関係しておらんと思うぞ？」

「はぁ？　フウガが……関係ない？」

「要因にはなっておるのかもしれんがな。だがお前の不安の根本はあの二人と結婚し、家長としてこれから家族を守っていけるかどうかだ。そんなものは、強敵と対峙することのない市井の夫でさえ抱えているものだ。なにも特別なことではないわ」

　そう言ってグレイヴに笑い飛ばされ、ハルバートは目から鱗うろこの気分だった。

　ハルバート自身はフウガのことを恐れているのだと思っていたのだが、実はその恐れの大部分は家族を持つことへの不安だとグレイヴは言っているのだ。もしそうだとしたら、そういった不安がフウガの幻影という形で現れたことになる。

「親父にも経験があるのか？」

「うむ……まあ、そうだな」

　バツが悪そうにそっぽを向くグレイヴの姿を見て、ハルバートは啞あ然ぜんとした。厳つい顔のグレイヴでさえ結婚前は自分と同じように狼ろう狽ばいしていたのだ。

　グレイヴは一つ咳払いをするとハルバートに言った。

「オホン……しかし根本ではないとはいえ、そのフウガという男を危険視しているのは事実なのだろう？　そこまで不安ならばこんなところで身にならない鍛錬をするよりも、どこか集中できる場所で本気の鍛錬をしてきたらどうだ？」

「本気の鍛錬？」

「二人を伴侶とする前に、あえて一人になって自分を見つめ直すのもよかろう。幸い、ソーマ陛下が交通網を整備してくださったおかげで王国内の移動はグッと楽になった。二人のことは我が家で預かっておくから、休暇中に行きたい場所に行き、いろいろな人と話し、思う存分己を鍛えるがよかろう」

　一人で鍛える。その提案はハルバートには魅力的に聞こえた。どのみちここでは集中はできそうにない。だったらこれを機に自分を見つめ直すというのもいいだろう。

「でも、いいんだろうか？　カエデとルビィは怒るんじゃ……」

「たとえそうだとしても、キチンと自分の口から伝えることだな。なーに、あの二人ならいい顔はしないまでも、信じて送り出してくれるだろうさ」

「そうだな……」

「だがくれぐれもあの娘たちが悲しむようなことはするな。独身最後の時間だからといって花街を練り歩いたりしたら、わしと妻で鉄拳制裁を喰くらわしてくれるからな」

　なにやら切羽詰まったような剣幕でグレイヴがそんなことを言い出した。

「そんな気は毛頭ないが……もしかして親父はやったのか？」

　ハルバートがそう尋ねると、グレイヴは冷や汗をかきながら肩にポンと手を置いた。

「若気の至りで許されぬこともあるということを憶おぼえておけ。とくにこれから伴侶となる者を怒らせたなら、その後の夫婦関係は完全に掌握されると思ったほうがいい」

「………」

　母親が穏やかな人であるにもかかわらず、マグナ家がカカア天下になっているのはこれが原因なのだろうか。自分の家の家庭事情の理由を垣かい間ま見みた気がしたハルバートは『俺も気を付けよう』と自分を戒めるのだった。

　屋敷へと帰ったハルバートはグレイヴに言われたとおり、しばらく一人で鍛錬をしたいということをカエデとルビィに打ち明けた。すると二人は、

「まあハルがそうしたいというのなら仕方ないのです」

「気が済んだらさっさと帰ってきなさいよ」

　……と苦笑しながらも承諾してくれた。最近のハルバートのらしくない様子を二人も心配していたようだ。ハルバートは二人の優しさに感謝しきりだった。

　こうしてハルバートはグレイヴから軍馬を借り、一人旅立つこととなった。







　ランデルから南へ馬を走らせること二日。

　やがて深そうな森が見えてきた。ダークエルフの自治領でもある『神護の森』だ。

　ハルバートがこの森に来るのは三度目だった。一度目は災害救助のために、二度目はアイーシャの親御さんに結婚の挨拶に来たソーマの護衛としてこの森を訪れていた。

　ハルバートが見張りとして森の入り口に立っていたダークエルフの戦士に集落に行きたい旨を伝えたところ、すでに顔が知れ渡っているためかあっさりと通してくれた。

　伝書クイで長おさには来訪を伝えてくれるとのことだったので、ハルバートは見張りの戦士に礼を言うと馬を森の中へと進めた。

　馬上で揺られながらハルバートは考えを巡らせていた。

（あのときは本当に大変だったな。まさに地獄って感じだった……）

　フウガを見たときの感覚はあのときの災害現場に似ている気がした。

　人知の及ばないなにか途方もなく大きな力が働いていて、そんな力の前には自分は羽虫も同然なんじゃないかと思ってしまうあの感覚。

　この森はハルバートが初めて自身の無力感を痛感した場所だった。

　だからこそ、自分を見つめ直す場所としてまず訪れたのだ。

（俺はあのときから変わったんだろうか。カエデの下で竜挺兵ドラトルーパーを率いる立場にはなった。ルビィという頼もしいパートナー兼騎獣を手に入れた。トルギス共和国の職人タルの造った凄い武器も手に入れた。だけど肝心の俺は……）

　そんなことを考えていると不意に開けた場所に出た。

　背の高い木が多く昼なお薄暗い神護の森の中で、そこだけは高い木も無く頭上には空が広がっていた。そこは土砂災害の発生現場だった。地滑りで背の高い木は軒並み薙ぎ倒されたためにここだけ拓ひらけていたのだ。

　ハルバートは馬から下りてその光景を見つめた。

　あのときは地面を覆っていた土砂で焦げ茶色だった地面はすっかり緑に覆われていて、ハルバートと同じくらいの背丈の若い木も生えてきていた。

　すると背後に人の気配を感じてハルバートが振り返ると、ダークエルフの青年が微笑ほほえみながら立っていた。

「これはハルバート殿。ソーマ殿が来られたとき以来ですかな」

　青年はアイーシャの父にして神護の森の長のボーダン・ウドガルドだった。

「お久しぶりです、ボーダン殿。急に来てしまってすみません」

　そう恐縮したハルバートだったが、ボーダンは両手を広げて歓迎の意を示した。

「なんの、恩人たる貴方あなたならばいつでも大歓迎です。スールやヴェルザがいたら喜んだでしょうに」

「二人はいまは留守なんですか？」

「ええ。なんでも大事な用があるとかで数日前から森を離れています」

「そうですか……それはちょっと残念です」

　災害の時に助けたことで、自分に懐いていた十二歳くらいのダークエルフの少女ヴェルザ。せっかく神護の森に来たのだし顔を見せるのもいいかと思っていたのだが、不在なのではしょうがない。するとボーダンはハルバートに尋ねた。

「それでハルバート殿はどうして神護の森に来られたのですか？」

「……いまは修行中なんです。自分を見つめ直して鍛えるために」

「修行……ですか？　たしかハルバート殿は近々結婚なさるのではありませんでしたかな？　娘と陛下の婚礼の儀と時を同じくして」

「まあ……そうなんですけど……」

「ふむ、なにか事情がおありのようだ。よろしければお聞かせくださいませんか？」

　ボーダンに真摯に尋ねられて、ハルバートは今回旅立つに至った経緯を説明した。フウガのことを話すとボーダンは難しい顔をして唸うなった。

「あのアイーシャに自分より強いと言わしめる武人がいるのですか。まったく……世界は広いですね」

　アイーシャの強さを誰よりも知っているボーダンは、そんなアイーシャが恐れた存在がいると聞いてもにわかには信じられなかった。しかしハルバートの思い詰めたような表情からそれが事実だと知ると戦慄を覚えた。ハルバートは溜ため息いき交じりに言った。

「俺は……あの男に恐怖を感じています。いつかあの男が敵になったとき、俺は勝てるのだろうか。これから妻となるカエデやルビィを守れるのかって。そう思うと考えすぎてしまって、このまま二人と結婚してしまってもいいのかさえも不安になるんです」

「ふむ……」

　話を聞いたボーダンは少し考え込むような仕草を見せた。沈黙の時間が気まずく、なにか言ってくれないかとハルバートが待っていると、ボーダンはポツリと呟つぶやいた。

「それは弱さですね」

「っ!?」

　自分が弱いとハッキリ突きつけられてハルバートは息を吞のんだ。そんなハルバートの様子を見て、ボーダンは自分の言葉足らずに気付いて慌てて訂正した。

「ああ、これは否定的な意味で言ったのではありません。人は誰しも多かれ少なかれ弱さを持っているものです。大事なのはそれと向き合えるかどうかです」

「弱さと向き合う、ですか？」

「貴方はそれができている。あとはその弱さの本質を見つめることができるかどうか。『弱さは決して弱さのみにあらず』。神護の森の戦士たちに受け継がれてきた言葉です」

　そう言うとボーダンはしゃがみ込むと、地面のこけに手を這はわせた。

「あの災害では草や木は土砂になぎ倒されました。草や木は土砂に対して弱かったと言えるでしょう。そしてまた我々の力も微々たるものでした」

「………」

「しかし見てください。いまはその土砂を草木が覆ってしまっています。草木は簡単に倒されますが、それを補い余るほどの強さを持っています。災害の数日後には芽吹き、数ヶ月後には緑一色となり、一年ほどが経過したいまは新たな木々も育ってきています。弱いと思っているものの中にも強さがある。それは人も同じです」

　ボーダンは立ち上がるとハルバートと真っ直すぐに向き合った。

「恐怖を抱く心には無茶を冒さぬ慎重さがあり、逃げ出したくなる心には自身の安全を確保する周到さがある。だからこそ、恐れを否定するなと神護の森では伝えています」

「恐れを否定するな……」

　フウガを恐れることも大事なことなのだろうか。

　警戒心を持つことはたしかに大事かもしれない。しかし、それでいざフウガの前に立ったとき、俺はちゃんと戦えるだろうか。恐れているフウガに勝って、この国を、家族を守れるだろうか。思考を巡らせるハルバートを見てボーダンはクスリと笑った。

「恐れる心について知りたいなら、貴方の身近に適任者がいるではないですか。その人に話を聞いてみたらいかがですか？」

「？　誰のことです？」

「いるでしょう？　この国でもっとも大きな恐怖を抱き、またこの国で一番臆病であらねばならない人物が。王都パルナムに」

　そう言われてハルバートにもピンときた。

　たしかにアイツはいつも様々なものに怯おびえなければならない立場にある。怯えて、備えて、そして弱いながらもどうにかこうにかその恐怖を乗り越えてきたやつだ。一応友人ってことになってるし、話を聞いてみるのも悪くないだろう。

　ハルバートがそう思っていると、ボーダンはなぜか背負っていた弓を構えた。

「ボーダン殿？」

「ふふ、まあそれはそれとして、この森には修行に来られたのでしょう？　どうですか？　この国で最強と言われる娘の父と戦闘訓練をしてみるというのは？」

　そんな風に言われてしまったら武闘派のハルバートは黙っていられなかった。ハルバートは背負っていた愛用の二本の槍やりを構えながらニヤリと笑った。

「いいですね。頭を使うよりもよっぽど俺に向いています」

「頭を使うことを放棄してはなりません。この戦いの中でも常に考え続けなさい」

「はい！」

　最終的には教官と訓練生のようなやりとりをしながら、二人は戦い始めた。ボーダンと戦闘訓練を行ったハルバートは神護の森をあとにし、馬を北北東へと走らせた。







　辿たどり着いたのはハルバートにとってもなじみ深い王都パルナム。

　ハルバートは王都に辿り着くとすぐ王城へと向かった。

　衛え士じたちにも顔が売れているし、またソーマからも許可されているため、急な来訪にもかかわらず簡単なチェックだけで国王の政務室へと案内された。

　ハルバートがノックをすると『どうぞ～』と気の抜けた声が聞こえてきた。

　入室すると政務机に積まれた書類の山の向こう側に、暫定国王ソーマの姿があった。

　そばには官僚たちや黒衣の宰相ハクヤの姿もある。書類仕事に疲れたのかややゲンナリした表情のソーマはハルバートに気付くと首をかしげた。

「ハル？　珍しいな。お前がここまで来るなんて」

「いや、ちょっとお前と話がしたかったんだが……忙しいなら出直すけど」

　さすがに政務の邪魔はできない。するとソーマは大きく伸びをした。

「んー、ちょうど休憩しようと思っていたところだしいいよ。ハクヤ、それに他のみんなも少し休もう」

「承知いたしました」

　ハクヤは一礼すると政務室から出て行った。官僚たちも退出していき、部屋にはソーマとハルバートの二人だけが残される形になった。

「それで？　話があって来たんだろう？」

　ソーマに促されてハルバートは観念したように言った。

「……東方諸国連合から帰ってきてからずっとフウガのことを考えていた」

「へぇ～。衆道にでも目覚めたのか？」

「バカ言うな。……真面目な話だ」

　ハルバートが恨めしそうに見ると、ソーマは肩をすくめた。

「冗談さ。俺だってアイツのことは考えている。まあ産まれたばかりの我が子たちとリーシアたち、そして目の前に積まれた仕事の次くらいにだけど」

「結構下じゃねぇか」

「フウガがどうかしたのか？」

　ハルバートは見み栄えを張りたくなる気持ちを抑えて素直に話した。

「もし今後フウガと戦うことになったら、アイツの相手をするのは俺なんだよな？」

「……そうだな。フウガと飛虎ドゥルガのコンビの相手がまともにできるのは、多分、ハルとルビィだけだろう。ナデンの契約者がアイーシャだったら心強かったんだけど、俺じゃあ相手にもならないしな。他の飛竜ワイバーン騎兵隊も足止めはできそうにないし」

　ソーマは椅子の背にもたれ腕組みをしながら言った。

「正直、フウガとドゥルガで突撃をかけられただけで兵士たちが逃げだしそうな気がして不安だ。『りょ、呂りよ布ふだー！』状態になられても困るし」

「りょりょふだ？　なんだそれ？」

「……いや、こっちの話だ。ともかく、そういった事態を避けるためには、こっちにもフウガの威容に負けない心のよりどころとなるような英雄の存在が求められる。『魏ぎに張ちよう遼りようあらば呉ごに甘かん寧ねいあり』みたいな感じでさ」

「ちょうりょう？　かんねい？」

「……三国志ネタが通じないのって結構不便だな」

　そんなわけのわからないことを言っていたソーマだが真面目な顔で言った。

「俺としても『赤鬼のハル』には期待している。兵士や国民たちがフウガを恐れるときに『うちにだって赤鬼のハルがいる』と心の支えになってもらえるような人材になってもらいたい。俺にはどうしたって戦場方面での華はないからな」

「華？　魅力とかカリスマ性ってことか？」

「ああ。フウガにあって俺にはない華を、ハルや家臣たちが補ってくれると非常に助かる。国民たちがフウガの持つ雰囲気に引き摺ずられないようにな」

「っ……」

　ハルバートはクッと口を引き結んだ。

　期待が重い。自分がどうにかしなくてはいけないと思っていたところに、国民たちの期待まで背負わされるというのだから。勝てるかどうかわからない相手に絶対に勝つことを期待される。それもすべての国民からだ。それはとてつもない重荷だ。

（たのむから……俺にそんなものを背負わせないでくれ……）

　するとソーマは立ち上がるとハルバートの肩にポンと手を置いた。

「だから、ハルバート、頼む」

　そんなハルバートの心中など気付くはずもなく、ソーマは言った。

「もしもフウガが突撃をかけてきたら、一分ぐらい足止めしてくれないか？」

「…………は？」

　ハルバートは目をパチクリとさせていた。

「……たった一分だけでいいのか？」

「そりゃあ五分や十分、あわよくばそれ以上や、もしもできることなら勝っちゃってくれたりなんかしちゃったりすると非常にありがたいんだけど、そこまで高望みもできないだろう？　勝負に時の運はあったとしても絶対はないだろうし」

「そりゃあ……まあな」

　混乱するハルバートにソーマは頭をガシガシと搔かきながら言った。

「いくらフウガとドゥルガのコンビでも国防空軍全部を相手にはできないだろう。一騎打ちで倒せるヤツがいなくても、ひたすら囲んで叩たたけばさすがに根負けするはずだ」

「囲んで叩くって……えっ、そんなやり方でいいのか？」

「勝ち方にこだわれるような相手じゃないだろう。問題なのはそういった状況が作れるかどうかだ。前の戦争でもガイウスの突撃を止められず危うい場面があったしな。うちの虎の子である『ススムくんマークⅤ・ライト（マクスウェル式推進器・軽量型）』装備の飛竜ワイバーン騎兵はヒット＆アウェイは強いけど足止め向きじゃない。だから囲んで戦うために、まずフウガを足止めする役をハルとルビィには頑張ってほしいんだ」

「………」

　ハルバートは呆あつ気けにとられていた。フウガに対して同じ脅威を感じていたのに、ソーマは自分とはまったく違う方法を考えていたからだ。

　ハルバートはフウガに勝てる一人の者が必要になると思っていたのだが、ソーマはハルバートも含めた多くの者が協力することで勝つ方法を考えていたのだ。弱いが故に手段を選ばず生き残る道を探っている。ハルバートは目から鱗うろこが落ちた気がした。

「俺が、必ずしもフウガに勝つ必要はないのか？」

「言ったろ。勝ってくれたらそれに越したことはないって。だけど無理はするな。フウガと対を成す英雄だと国民に思わせるためには生き残ることが最優先だ。英雄は国民の心の支えだからな。だから泥臭かろうとルビィと共にしぶとく生き残ってくれ」

「……簡単に言ってくれるぜ」

　フウガの前に立って生き残る。それは生半可なことではない。

　ただフウガに勝てと言われるよりは気が楽だ。それだけで……今日ここに来てよかったと思えた。ハルバートは小さく笑うと手をヒラヒラと振った。

「話を聞いてもらってありがとな。じゃあ俺は行くわ」

「んー、もういいのか？　というか、お前も結婚式が近いんだろ？　こんなところでフラフラしていていいのか？」

　そう尋ねるソーマにハルバートは笑いながら、

「独身最後の修行旅中さ。どこかの王様のためにも、フウガ相手に五分はもたせられるよう強くならないといけないからな」

　と、少しだけ嫌みっぽく言ったのだった。





◇　◇　◇






　ハルバートが自分を見つめ直すために修行の旅をしていたころ。

　彼の旅立ちを見送ったカエデとルビィの二人は、ランデルにあるマグナ家の邸宅に滞在していた。与えられた長期休暇は一月ほどあるため、二人は軍旅の垢あかを落とすようにのんびりとした時間を過ごしていた。そして今日はマグナ家のドレスルームにて、ルビィが結婚式で着るためのウェディングドレスの試着が行われていた。

「ど、どうかしら？」

　ルビィが身につけているのは純白のドレスだった。

　シンプルだが清せい楚そな色合いのドレスに、ルビィの燃えるような赤い髪が映えていてとても綺き麗れいだった。人の姿に変身する竜ドラゴンの衣服は鱗を変化させた物であり、その色合いは本人の体表の色から変えることはできない。ルビィなら赤、ナデンなら黒といった具合だ。だからいまルビィが純白のドレスを着ているのは、一度鱗の衣服を消した裸の状態から改めて用意されたドレスを着たということだった。

　この方法ならば竜族もお洒落しやれを楽しむことができる。ただ身体からだと一緒に変化する鱗の衣服と違い、普通の衣類は竜ドラゴンに変身しようものならビリビリに破れてしまうので普段は着ないのだ。もっとも変身したくなったら脱げばいいだけの話なのだが。

　ルビィは姿見の前でくるりと回ると感嘆の溜ため息いきを漏らした。

「素敵なドレス……」

「ふふ、本当によく似合ってるわ」

　そんなルビィのドレス姿を見て、ハルバートの母であるエルバが頰に手を当てながら言った。その横にはカエデもにこやかに微笑ほほえみながら立っていた。

「とてもよく似合っているのです、ルビィ」

「ありがとう、カエデ」

　照れくさそうに微笑むルビィに、エルバは満足そうに頷うなずいた。

「髪の色が近いからか、こうして見ると実の娘のようね。小ちっちゃいころから知ってるカエデちゃんがうちにお嫁に来てくれるだけで十分ありがたかったのに、ルビィちゃんまで来てくれるなんて……あの子は本当に果報者だわ」

「そ、そんなことないです」

「あるわよ。まったく……あの子ったらこんな可愛かわいいお嫁さんたちをほったらかしにして旅に出ちゃうんだから。グレイヴあの人もグレイヴあの人です。焚たきつけて送り出すなんて。帰ってきたら二人とも、ハルバートにたっぷりとワガママを言いなさい。私が許可します」

「あはは……そうするのですよ」

　カエデは苦笑しながらそう答えた。

　ちなみにハルバートが旅立ったあと、グレイヴはことの顚てん末まつを知ったエルバにこっぴどく怒られていた。悩みを聞くのはいい、だけど旅立たせるのはやり過ぎだ、残された二人が可哀かわいそうでしょう、もっと女心を云うん々ぬんかんぬん。カエデとルビィが「自分たちも納得の上だから」と取りなしたことよって、一応エルバの怒りは沈静化したものの、グレイヴは罰としてしばらく義娘たちとの接触を禁じられていた。

　これが男親には相当ショックだったようで、グレイヴはシクシクと自室に引き籠もっていた。カエデの苦笑はそのことを思い出したからだった。

　エルバはルビィが着ているウェディングドレスの袖を摘つまみながら目を細めた。

「……このドレスはね。私がマグナ家に嫁ぐときに着たものなのよ」

「えっ、そうだったんですか!?」

「うふふ、そうよ。うちには娘がいなかったから次に日の目を見るのはいつなのかしらと思っていたけど、貴女あなたに着てもらえてドレスも喜んでいると思うわ」

「そ、そんな大事な物を私が着ちゃっていいんですか!?　わ、私なんかより第一夫人になるカエデが着たほうがいいんじゃ!?」

　驚いたルビィがカエデを見ると、カエデは苦笑しながら言った。

「フォキシア家にはフォキシア家で、こういった婚礼に着るべき装束があるのですよ。家自体はすでに兄様が継いでるのですが、女性が着るべき伝統的な衣装があるのです。うちはもともとは九く頭ず龍りゆう諸島連合から流れてきた家系なので」

　フォキシア家の花嫁衣装は白しろ無む垢く・色打掛・引き振袖という、ちょうどソーマの世界の結婚和装とよく似た物だった。フォキシア家ではカエデにはこの伝統的な衣装を着てもらいたいと思っているので、エルバのドレスは着ることができなかったのだ。

「だからドレスはルビィに譲るのですよ」

「そう……でもそっちも素敵な着物みたいね」

　その装束の特徴を聞いたルビィは感心したように言った。

「ふふ、綺麗なのですよ。でもエルバおば様のドレスも素敵なのです。そっちも着てみたかったのですよ」

「あら、だったら両方着てみればいいじゃない」

　エルバは名案を思いついたとばかりにポンと手を叩いた。

「二人の身長は同じくらいだし、披露宴の途中でお色直しのときに入れ替えたらどうかしら？　私がフォキシア家のほうにもちゃんと許可をとるわ」

「それはとても素敵だと思うのですが……最近、ルビィのほうがちょっと胸が大きくなった気がするのですよ」

「そ、そんな目で見るのはやめてよ」

　カエデにジーッと胸元を見られて、ルビィは慌てて腕で隠した。

　元々の人間形態は中性的だった竜ドラゴンは、伴侶となる騎士の性別に合わせてそれに見合う性別に変化していく。ルビィはどんどん女性らしい体つきになっていくし、騎士が女性だったパイの身体は男性のものへと変化していった。もっともソーマと契約したナデンは相変わらずちんちくりんのままなので、その変化にも個体差はあるようだが。

　羨ましそうにルビィの胸元を見るカエデに、エルバは苦笑しながら言った。

「そこはまあ、詰め物で頑張るしかないわね」

「世の中は不公平なのですよ」

「カエデのボリュームで嘆いてるのをナデンが聞いたら発狂しそうね……」

　三人がそんなことを話しているそのときだった。

　ノックと共に使用人の一人が部屋に入ってきて、

「奥様たちにお会いしたいという方々が来られています」

　と、三人に伝えた。なんでもカエデたちにも会いたいとのことだったのでこの部屋に通すように言うと、青年と十二歳ほどの少女のダークエルフの二人組がやってきた。

「あれ？　貴方あなたたちはたしか……」

　ルビィがそう言うと、ダークエルフの少女がペコリと頭を下げた。

「お久しぶりです、ルビィ様。それとはじめまして奥様。私は神護の森の戦士スールの娘でヴェルザと申します」

「ああ、貴女がヴェルザさんなのですね。ハルから聞いていますよ。たしかあの災害のときにハルが助け出した女の子だとか」

　エルバがそう言うとヴェルザは元気よく返事をした。

「はい！　その節は本当にありがとうございました」

「うふふ、元気が良くて可愛らしい娘さんね」

「それで、今日はどうしてここに来たの？　スール殿の用事？」

「あーいえ、私はただの娘の付き添いでして……」

　ルビィに尋ねられてスールは苦笑しながら首を横に振った。

　するとヴェルザはジーッとカエデの顔を見ていた。

「狐きつね耳……もしかして貴女様がハル様の第一夫人となられるカエデ様ですか？」

「え？　あっ、はい。そうなのです、が？　どうして私の名前を？」

「以前、ハル様とルビィ様が神護の森に来たときに特徴を聞いていましたので。そうですか……貴女様がカエデ様なのですね」

　するとヴェルザはいきなりカエデの前に膝を突くと頭を下げた。

「今日はお願いがあって参りました！」

「お、お願い!?　わ、私になのですか!?」

「はい！　私……私は……」

　ヴェルザは覚悟を決めたように顔をあげると、真っ直すぐにカエデの顔を見て言った。

「ハル様にお仕えしたいんです！　どうかマグナ家の家臣に加えてください！」







　とりあえず落ち着いて話し合おうということで、五人はルビィが着替え終わるのを待ってから応接間へと移動し、お茶を飲みながらヴェルザの話を聞くことにした。

　ヴェルザは胸に手をやりながら語り出した。

「私はハル様にこの命を救っていただきました。この恩義に報いたいと思い、私はハル様に忠誠を誓いたいのです。ダークエルフ族は一度忠誠を誓った相手に対しては、命尽き果てるそのときまで傍らにてお守りするのが誇りとされています。だからどうか、私のことをそばに置いてほしいのです」

「そういえば……アイーシャ殿がそんなことを言っていましたのです」

　カエデはソーマの第二正妃候補のことを思い出していた。

　たしかアイーシャがソーマの押しかけ護衛になった切っ掛けも忠誠を誓ったからだったはずだ。本気の目をしているヴェルザにカエデとルビィはたじたじになり、エルバに至っては「あらあらまあまあ」「若いって良いわね」とにこやかに笑って見ていた。

　カエデは冷や汗を流しながら尋ねた。

「でも、それならばハルに直接言ったらどうなのです？」

「この前、神護の森に来られたときにそれとなく伝えました。しかし、ハル様は子供の戯ざれ言ごとだと思って信じてくださらず『大きくなったらなー』と言われるだけでした」

（（　あの鈍感男！　））

　カエデとルビィは内心で同じ事を思った。

　ヴェルザの言葉の端から透けて見えるほのかな恋慕。二人は女の子の本気の度合いをまったく理解していない婚約者に頭が痛くなった。ヴェルザはさらに畳みかけた。

「もうすぐハル様は結婚なさるのでしょう？　ですから、その前に、奥方となられる方々には私の思いを知ってほしかったのです。そしてお許しが欲しいのです。私がもっと大きくなった暁には、ハル様の傍そばにいてよいと」

　真っ直ぐにカエデの目を見つめるヴェルザ。その本気さは目を見ればわかった。

　ルビィはエルバのほうを見たけど、彼女はにこやかな笑顔のままなにも言わなかった。どうやらカエデとルビィの意思に任せるつもりのようだ。

　一方のカエデはヴェルザを見定めるようにジーッと見つめていた。わずかな沈黙の時間が流れ、その空気に耐えられなくなったルビィが「あーもう！」と頭を抱えた。

「なんなのよ、この空気は。……カエデはどう思う？」

「………」

　するとカエデはヴェルザの目を見つめたままゆっくりと尋ねた。

「貴女はマグナ家の家臣としてハルに仕えたいと言いましたですが、本当にそれだけで満足なのですか？」

「それは……っ」

　ヴェルザはとっさに言葉が出てこなかった。

　その間もカエデはヴェルザから視線を逸そらそうとはしなかった。これはとても誤魔化せないと思ったヴェルザは、正直に自分の気持ちを伝えることにした。

「……いいえ。それは最低限、これだけは叶かなえたいという望みです。もしハル様にまったくその気がないというのなら家臣としてでも傍にいたかったのです。でも……本当は……できることならば……」

　ヴェルザは声と勇気を絞り出すようにして言った。

「できることなら私はハル様の妻になりたいです。妻として傍でお支えしたいです」

「……やっぱり、そういう話になるのですね」

　カエデは溜ため息いきを吐ついた。話を聞いていてこうなるだろうとは予想していた。

　この子にとって自分を土砂の中から助け出してくれたハルバートは白馬の王子様なのだろう。多分、普段の三倍増しくらいに格好良く見えたはずだ。

　もし自分が逆の立場だったとしても惚ほれてしまうだろう、とカエデは思った。

（まったくもう、なのです。ハルってば、たまに格好良いところを見せたら女の子をその気にさせちゃうのですから）

　ここにいない婚約者に内心で文句を言いつつカエデは頭を働かせていた。

　ダークエルフが一度忠誠を誓ったら、死が二人を分かつまで相手につくすことをアイーシャを通して知っていた。ここで自分が拒否したとしてもヴェルザの恋心は逆に燃え上がるのではないだろうか。それに最近まで排他的であったため交友関係の少ないダークエルフ族との繫つながりを持つことは、マグナ家にとっては悪い話ではない。

　マグナ家に嫁ぎ第一夫人となるカエデには断りづらい話だった。

（……最終的にはハルが決めることとはいえ、いざ迎えるとなった場合は受け入れなければならないのです。複雑な気持ちですけど……でも、そうなると受け入れるにたる人物になってもらう必要があるのです）

　カエデは腹を決めるとヴェルザに言った。

「ヴェルザさん」

「は、はい！」

「いま何歳なのですか？」

「十二歳です」

「そうなのですね……でしたら、私から一つ条件を出させてほしいのです」

「……なんでしょうか？」

　恐る恐る尋ねるヴェルザ。そんなヴェルザにカエデは告げた。

「『春から王都パルナムの学校に通い、無事に卒業すること』なのです」

「が、学校……ですか？」

　目をパチクリとさせるヴェルザに、カエデは至極真面目な顔で言った。

「貴女はハルの役に立ちたいのですよね？　ダークエルフ族が武勇に優れていることは知っています。武術の素養は高いと思うのです。ですが、ハルはルビィに乗って最前線に飛んでいくことでしょう。これは生半可な者ではついて行くこともできず、共に戦うことが足手まといになる場合も考えられるのです」

「………」

「だからこそ、重要になってくるのは後方からの支援です。伴侶となるからには学問を修め、戦場の外からハルを支えられる人物になってもらいたいと思うのです」

「ハル様を支える……そのための学校なのですね？」

　ヴェルザの問いかけにカエデはコクリと頷うなずいた。

「最終的にはハルの判断に任せますが、もし貴女あなたが王都の王立アカデミーか士官学校のどちらかを卒業したのなら、私は貴女の意思を尊重するのです」

「……カエデちゃん、それでいいのかしら？」

　黙って見ていたエルバに尋ねられ、カエデは「仕方がないのです」と肩をすくめた。

「いまの王国では有能な人材が引く手あまたの状態です。どちらの学校も卒業するまでには通常最短でも四年はかかります。彼女が学問を修得し、四年間同じ気持ちを持ち続けたのならば迎え入れない理由はありません」

「本当に……ハルにはもったいない奥さんね。カエデちゃんは」

　エルバにニッコリと微笑ほほえまれて、カエデはなにやらむず痒がゆいやらで苦笑した。カエデの条件を聞いて思案顔になっていたヴェルザは、やがてしっかりと頷いた。

「わかりました。王都でしっかり学び、四年後にはマグナ家に相応ふさわしい淑女となってハル様の前に立ちたいと思います。そのときにはどうか、よろしくお願いします」

　ヴェルザはカエデ、エルバ、ルビィの三人に深々と頭を下げた。そして早く入学の手続きをしましょうと、スールを引っ張るようにして帰って行った。

　二人を見送った後で、ルビィはカエデに尋ねた。

「四年あれば心変わりもするだろう、とか考えてる？」

「アイーシャさんの様子を見るかぎり……多分、無理だと思うのです。そのときは覚悟を決めて温かく迎えてあげましょう」

「そうね……でも、こういう話をハル抜きでしちゃってよかったのかな？」

「無闇やたらと格好付けるハルの自業自得なのです。でも……考えてみれば、あの子は部下にもなりたがっていましたね。ということは、もしあの子がハルに嫁いできた場合、ハルは上司と同僚（騎獣）と部下にお嫁さんを抱えることになるのです」

「それは……肩身が狭そうね。少し気の毒かも」

　ルビィがそう言うと、カエデは楽しそうに笑った。

「それぐらい我慢させるのですよ。こうなったらハルがこの先どんなに出世してもこれ以上惚れる女の子がでないように、上司と同僚と部下でガッチリ固めるのです」

「その話、乗ったわ」

　ガッチリと握手をする将来の第一夫人と第二夫人。そんな二人の様子を、エルバは「あの子も罪作りねー」と相変わらずのニコニコ顔で眺めていた。
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「あっくしょい！」

　カエデとルビィがヴェルザと面会していたころ。

　ハルバートは空の上でクシャミをしていた。王都パルナムでソーマに会ったハルバートはさらに東に向かっていた。ちょうど王城から島型空母『ヒリュウ』が停泊している島へと向かう部隊があったので、馬は王城に預けて便乗させてもらったのだ。

　ソーマと話したことでフウガへの恐怖はだいぶ軽くなっていた。

（でも、だからといって無警戒ではいられない。俺はカエデやルビィを守っていかなければいけないんだからな）

　そう考えたハルバートは気持ちも新たに自分を見つめ直す旅を続けた。

　そして自分を鍛えるのにどこが一番適当かと考えたら、やはり自身が隊長を務める『竜挺兵ドラトルーパー』の本拠地となっている『ヒリュウ』だろうと思ったのだ。『ヒリュウ』に着いたハルバートはすぐに訓練中の竜挺兵ドラトルーパーの隊員たちのもとへと向かった。

「ん？　隊長？」

「カエデ嬢たちと休暇中ではなかったのですか？」

「結婚の準備をするとか言ってませんでしたっけ？」

　休暇中は婚約者と実家に帰っているはずのハルバートがひょっこり現れたものだから、隊員たちは狐につままれたような顔をしていた。隊員たちの不思議そうな視線に苦笑しながら、ハルバートは手にしていた槍やりを肩に担ぎながら軽いノリで言った。

「いやあ実家に帰っても暇だったんで、ちょっと身体からだを動かしに来たんだ」

「身体を動かしにって、ランデルは王国の西側じゃないですかい。この島は東の端っこですぜ？　身体を動かすだけのためにどんだけ遠出してるんです？」

　ハルバートの苦しい言い分はさすがに通じなかったようだ。中には、

「はは～ん。さては隊長、結婚にびびって逃げてきやしたね。気持ちはわかりやすが、ダメですぜ隊長。いまのうちから嫁さんたちを粗略に扱ってたら、一生、そのことを持ち出されて頭が上がらなくなりやすぜ？」

　と、訳知り顔でウンウンと頷いている無精髭ひげを生やした中年隊員もいた。

　実体験なのかもしれないが、当たらずとも遠からずといったところだろう。ハルバートは苦笑しながら鞘さやの付いた槍の穂先の側面で、その中年隊員の胸を軽く小突いた。

「心配しなくてもカエデたちの許可はもらってるよ。それよりお前ら。俺やカエデがいないからって訓練サボってないだろうな？　東方諸国連合での戦いから解放されたからって、いつまでも気を抜いてたら承知しないぞ」

「……あまく見ないでくださいよ、隊長」

　するとハルバートより年下の隊員が真面目な顔でそう言った。彼は竜挺兵ドラトルーパーの中では一番の新入りで歳としも十八と若く、東方諸国連合への援軍が初陣だった。

「ラスタでの戦いでは『自分たちがどういう状況下で投入される部隊なのか』を再認識させられました。遥はるか上空から劣勢に立たされている味方の下へと降下し、敵の渦の中で奮戦し活路を切り開く。あの戦いを経験した者なら、訓練に手を抜くなんてことはありえませんよ」

「……そうだったな」

　ラスタでの戦いはそれだけギリギリの戦いだった。

　圧倒的な敵の数に対して味方は少なく、先遣部隊として派遣された竜挺兵ドラトルーパーは精鋭ぞろいにもかかわらず劣勢を強いられた。もし飛竜ワイバーン騎兵隊が空爆用の火薬樽だるを持ってこなかったらと考えるとゾッとする。ハルバートは隊員たちに向かって素直に頭を下げた。

「すまない。さっきの言葉は忘れてくれ」

「あ、いえ！　自分のほうこそ差し出がましいことを言いました！」

「ハハハ、坊やも言うようになったじゃねぇか。一夜の経験（夜戦）をして男が上がったんじゃねぇか？」

「ちょっ、下品な言い方はやめてくださいよ！」

　新人隊員が中年隊員に肩を組まれてからかわれ、他の隊員たちも笑っていた。和やかな隊員たちの空気にハルバートの口元も緩んだ。ソーマはハルバートが必ずしもフウガに勝つ必要はないと言っていた。それは個人の武勇に頼るのではなく、部隊として、軍として、国としてフウガを凌りよう駕がせんとしているということだ。

　自分にはこの頼もしい仲間たちがいる。一人で戦うことはない。

　ハルバートは自分の迷いが晴れてきているのを感じた。そして、二本の槍をクロスさせながら滑らせて音を鳴らすと、隊員たちに向かって言った。

「さあ、せっかく来たんだ。無駄話はそこまでにして、訓練をすっぞ！」

「「「　了解っ！　」」」

　こうしてハルバートは竜挺兵ドラトルーパーの隊員たちと汗を流したのだった。

　およそ二時間後。

　訓練を終えたハルバートは手押しポンプ式の井戸（と言っても空母の上なので繫がっているのは貯水タンクなのだが）の前で上半身裸になって頭から水を被かぶった。

　逞たくましい身体に搔かいた訓練の汗を洗い流して一息吐いたとき、近くを通りかかった人物に声を掛けられた。

「貴公は……竜挺兵ドラトルーパー隊のハルバート隊長か？」

「え？」

　不意に尋ねられてハルバートが振り返ると、そこに立っていたのはこの島型空母『ヒリュウ』の艦長であるカストールだった。竜挺兵ドラトルーパー隊は陸戦兵科であり厳密にはカストールとは所属が違うのだが、この『ヒリュウ』に乗船している間は実質的なトップは艦長のカストールということになっている。ハルバートは慌てて敬礼した。

「あっ、失礼しました。艦長キヤプテン！」

「そう硬くなる必要はない。貴公は休暇だと聞いていたのだが？」

「は、はい。そうなんですけど、その……色々ありまして……」

　みんなに同じ事を指摘され、そろそろ説明するのに疲れてきたハルバートはアハハと笑って誤魔化した。その様子からあまり触れられたくないことなのだろうかと察したカストールは「ふむ……」と少し考えるような仕草をしたあとでハルバートに言った。

「つまり、いまは暇なんだな？」

「えっ？　ええ、まあ」

　ハルバートがそう答えると、カストールはニヤリと笑った。

「だったらこれから付き合ってくれないか？」







「副長たちも休暇に入っていてな。暇だったんだ」

　カストールはハルバートを『ヒリュウ』の艦長室とは別にある私室に連れてくると、ハルバートを応接用のソファーに座らせて、自身は棚から葡ぶ萄どう酒しゆのボトルとグラス、それとつまみのクラッカーとナッツを出してテーブルの上に置いた。

　どうやら付き合うというのは飲みに付き合うということだったようだ。

　カストールは向かいのソファーに座りながら尋ねた。

「ハルバート隊長は……ハルバートでいいか。ハルバートは酒はどうなんだ？　強いか、弱いか」

「えっ、あっ、普通だと思いますが」

　ハルバートがそう答えると、カストールは満足そうに頷いた。

「そうか。まあ普通が一番だよな。うちの義母殿はウワバミすぎて、付き合わされると翌朝が辛つらすぎるんだ」

「は、はあ……そうなんですか」

　カストールにグラスに葡萄酒を注がれながらハルバートは目を白黒とさせていた。

　なぜ自分は元三公の一人にして、現『ヒリュウ』艦長のカストールと一緒に飲もうとしているのだろうか。

（俺とこの人では立場が……って、そんなこと言ったらソーマ相手に友達づきあいしていることのほうが問題か）

　マグナ家も決して小さな家ではないのだが、それにつけてもどういうわけかこの国のお偉方と縁のあるハルバートだった。カエデなどはそれで頭を抱えているのだが。

　思い返してみれば王都パルナムの歌声喫茶『ローレライ』でカエデと言い争っているところを、ソーマたちに見られたのが運の尽き（？）だったのだろう。

　するとカストールはグラスを傾けながら言った。

「こういうときは実家に帰れるヤツらが羨ましくなるぜ。自業自得なんだが……俺は紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうに帰るわけにもいかないからな。アクセラとカルルに迷惑がかかる」

　それなりの理由があったとはいえ、結果的にソーマに反旗を翻すことになったカストールは家名を剝奪されてエクセル預かりの身分になり、紅竜城邑と家名の継承を許された幼い息子のカルルやその補佐として実質的な経営を担っている妻アクセラに会いに行くことは禁じられていた。カストールにしてもその措置は当然だと思ってはいるものの、妻子に会えないことを寂しく思う気持ちはあった。

　そんなカストールの悲哀は、一度は出世欲に取り憑つかれて元陸軍大将ゲオルグの側に付こうと考えていたハルバートにとっても他ひ人と事ごとではなかった。そんな家族と離れて暮らすカストールに、ハルバートはどうしても聞いてみたくなった。

「艦長は……結婚するときどう思いましたか？　新しい家族を持つときに」

「ん？　どうしたんだ、急に」

「いえ、自分ももうすぐ結婚するものですから」

「あー、そういやそうだったな。たしかキツネ耳の娘と赤竜の娘だったか。はは～ん……それなのにこんなところにいるってことは結婚にビビったのか？」

　カストールにニヤニヤ顔で言われ、図星な部分もあったハルバートは苦笑しながら肯定も否定もしなかった。カストールはケラケラと笑い出した。

「いいねぇ若々しくて。俺もアクセラと結婚するときには似たようなことを思ったわ」

「えっ、艦長もですか？」

「なにも考えてないとでも思ったか？」

　カストールは茶化すように言うと酒をグイッと呷あおった。

「まあ、あんまり考えるのは得意なほうじゃなかったし、そう思い悩むようなタイプでもなかったんだが……あのときばかりは馬鹿なりに色々考えちまったな。俺にアクセラや産まれてくる子供たちを守ることができるのかってな」

「………」

　カストールが自分と同じようなことを考えていたことにハルバートは驚いた。もしかしたらいつの時代でも、世の男性が結婚前に考えることは同じなのかもしれない。

「それで、結婚してどうだったんですか？」

　ハルバートが身を乗り出すようにして尋ねると、カストールはグラスの葡萄酒を一気に飲み干すとバツが悪そうに笑った。

「そうやって意気込んで結婚してみると……まあ、すぐに自分が思い違いをしていたことに気付かされたな」

「思い違い？」

「自分が守りたかった女は、思っていたよりも柔軟で強したたかだってことさ。下手したら自分以上にな。守るつもりが守られているなんてこともしょっちゅうだ」

　そう言うとカストールは空になったグラスにまた酒を注ぎ込んだ。

「考えてもみろ。自分の信念を貫くためとはいえ、俺はバルガス家をバラバラにしちまった。だがアクセラはウォルター公のもとに帰すときも『アナタのしたいようにしてください』と言って俺のすることを支持してくれた。そして戦後はカルルとバルガス家を守ってくれている。そして縁が切れているというのに、いまでも妻として逐一近況報告の手紙をくれている。本当に……アイツは強いよ」

「………」

「お前はどうなんだ、ハルバート。お前の守りたいヤツは、お前が守ってやらなければいけないと気負わなきゃいけないほど弱いのか？」

　そう尋ねられて、ハルバートは瞑めい目もくして二人の婚約者のことを考えた。

　カエデは幼おさな馴な染じみで、昔は引っ込み思案ですぐにハルバートの陰に隠れるような女の子だった。ハルバートはそんな彼女を守ってやらねばと思っていた。

　だけどいつのまにやら立場が逆転して上司になり、彼女の指揮の下で戦うようになっていた。それに自分が間違ったほうに行こうとしていたら、ちゃんと諫いさめて止めてくれる芯の強さもあった。局面によってはまだまだハルバートが守ってやらなきゃと思うこともあるが、決して守られてばかりの女の子ではない。

　一方のルビィはというと、可愛かわいい女の子であると同時に強力な赤竜だ。

　赤竜状態のルビィと喧けん嘩かにでもなろうものなら、離れた位置から炎攻撃で一方的に真っ黒焦げにされることだろう。文句なしに強い女の子だ。ただ精神的には弱い面があることは知っている。出会ったときの傷ついた瞳は忘れてはいない。カエデが弱いだけでなく強さもある女の子なら、ルビィは強いだけでなく弱さもある女の子だった。

　そんな二人のことを思い浮かべて、ハルバートは気付いた。

（あれ？　どっちも一方的に守られる女の子じゃない？）

　思い返してみれば、自分が守らなければならないと気負うほど二人はか弱いだけの女の子ではなかった。むしろ自分がこうやって思い悩んでいるときには、結婚前の忙しい時期にもかかわらず「もう、しかたないんだから」と送り出してくれた。

　これでは守られているのはハルバートのほうだ。

（思い違いか……そのとおりだな）

　ハルバートはここですべての胸のつかえが下りた気がした。

　フウガへの不安はソーマと話すことでやわらぎ、二人を守れるのかという不安はカストールと話すことで自分の思い違いだと気付かされた。自分がここまで思い悩んできたことは、自分一人で思い悩む必要もなかったらしい。ハルバートは苦笑した。

「……艦長」

「なんだ？」

「結婚って……奥さんを持つっていいものですか？」

　ハルバートにそう尋ねられて、カストールは少し照れくさそうに笑った。

「そりゃあ良いもんさ。ちょっと口うるさく感じるときもあるけどな。さっき言ったアクセラからの手紙にも『飲み過ぎてないか』だの『ちゃんと身だしなみはしっかりしているのか』だのとしつこく書かれてるからな。お前はお袋かと言いたくなる」

「いいじゃないですか。愛されてるってことでしょう？」

「そりゃあわかるが、何度も聞かされるのは気が滅め入いってくるんだ。まあ、そういうお小言を聞かないで済むのが家に帰れない利点とも言えるのかもしれねぇな」

　カストールがそう言って笑っていた……そのときだった。

　コンコンコンッ

　不意に部屋の扉がノックされた。

「ん？　今日は誰も来ないはずなんだが」

　カストールは首をかしげながら「入れ」と声を掛けたのだが、シーンとして誰も入ってくる気配がなかった。カストールが怪け訝げんに思いながら立ち上がり、扉を開けると、

「っ!?」

　バタンッと音が鳴るほどの速さで扉を閉めた。扉の向こうになにか見たのか、カストールはなにやら冷や汗をダラダラと流していた。

「あの、来客ではなかったのですか？」

　怪訝に思ったハルバートが尋ねたが、カストールは答えなかった。一体どうしたんだろうと思っていると、今度は扉のほうが勝手に開いた。すると、

「もう。急に閉めるだなんて酷ひどいじゃないですか」

　そう言いながら一人の女性が入ってきた。

　角と尻尾が生えている青髪の美女。ハルバートは一瞬ウォルター公かと思ったが、よくよく見るとおかしな点がある。まずウォルター公の角といえば小さめの鹿角だが、彼女は額に一本の角がある。また彼女の背にはウォルター公にはない竜ドラゴンの翼があった。

　するとそんな彼女を見て、ようやくカストールは声を絞り出した。

「ア、アクセラ!?　どうしてお前がここに!?」

　青髪の美女はエクセルの娘にしてカストールの妻だったアクセラだった。

　彼女はエクセルの二番目の夫である半竜人ドラゴニユート（この人物は病気のために、半竜人ドラゴニユートとしては若くして亡くなったらしい）との間に産まれた娘だった。そのためエクセルに似た容姿でありながら半竜人ドラゴニユートとしての特徴を持っていた。

　アクセラはカストールに貼り付けたような笑顔で言った。

「あら？　妻が夫を訪ねてきたらおかしいのですか？」

「あっ、いや、連座を避けて縁は切ってあるからもう妻じゃないんじゃ？」

「お裁きは受けたのでしょう？　だったら復縁しても問題ないじゃないですか」

「そういう問題じゃ……というか、俺はお前やカルルとの接触を禁じられてるんだが!?」

　しどろもどろでそう言うカストールに、アクセラはクスクスと笑った。

「ええ、貴方あなたからの接触は。ですが私から貴方を訪ねるぶんには問題ありません」

「はぁ!?　そうなのか!?」

「ほら、貴方はこの前、見事九く頭ず龍りゆう諸島の船を拿だ捕ほなされたのでしょう。これで九頭龍諸島の情勢が判明するかもしれないと、ソーマ陛下はたいそうお喜びになって、その功を以もつて私から貴方を訪ねることをお許しになられたのです」

「そ、そうだったのか……会えて嬉うれしいよ、アクセラ」

　そう言って取り繕つくろおうとするカストールだったが、アクセラはすぐにテーブルの上のボトルと飲みかけの葡萄酒の入ったグラスに気が付いた。途端にアクセラは目を細めると、カストールの顔を至近距離で見つめた。

「まだ日も高い時間からお酒ですか？　不摂生は慎み、身体からだには気を付けるようにとあれほど手紙に書いたではないですか？」

「あ、あれは……部下との親睦を深めるためにだな」

「部下との親睦。そう言えば母様からの手紙にありましたね。貴方が部下と一緒に女性と一緒にお酒が飲める店に行っているようだと。あれはどういうことなんでしょうか？」

「あれも……その……断り切れなくて」

　アクセラの視線に耐えられなくて目を逸そらそうとするカストールだったが、アクセラの手に顔を挟まれグイッと正面を向かされた。

「私の目を見て答えてください。やましいことはしていませんよね？」

「してないしてない！……そりゃ少しくらいは鼻の下を伸ばすくらいはしたかもしれないけど、お前に知られて後ろめたいことは絶対にしてない！」

「……噓うそではないようですね」

　アクセラはなんとか納得した様子でカストールを解放……するかと思ったら、思いっきりカストールの顔を引き寄せて口づけをした。

　カストールも最初はビックリしていたようだが、やがてアクセラの腰に手を回して抱き寄せた。そばで見させられていたハルバートの顔が真っ赤になるくらい熱い口づけだった。

　やがて顔を離すとアクセラは柔らかな笑みを浮かべながら言った。

「また会えて嬉しいです。カストール」

「……俺もだ。アクセラ」

　カストールも自然と笑顔になっていた。ほんわかとした空気が二人を包んでいる。

　そんな二人の様子を呆あつ気けにとられた顔で見ていたハルバートは我に返ると、自分がお邪魔虫になっていることに気が付いた。ハルバートは壁際をズリズリと這はうようにして扉まで移動すると、二人の雰囲気を邪魔しないように外へ出て扉をそっと閉めた。

『さあ、折角来たのですから部屋のお掃除をしましょうか？　洗濯物はたまってないですか？　ばっちぃと部下に嫌われますよ？』

『お、おい。机はあんまりいじるなって！　洗濯物はちゃんと出すから！』

　扉の向こうからそんな夫婦の会話が聞こえてきた。これはもう二人水入らずにしてあげるべきだろう。ハルバートは扉から離れて艦内の廊下を歩き出した。

（二人を見てたら、なんだか俺もカエデとルビィに会いたくなっちまった）

　歩く速度はだんだんと速くなり、いつしか駆けだしていた。

　ハルバートにもう迷いはなかった。

（帰ろう！　二人のところに）

　ハルバートは旅を終え、愛する者たちが待つランデルへと帰って行った。
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　―――大陸暦一五四八年二月三日・パルナム城




　まだまだ寒いこの日、城下で様々な分野を学問として研究している『ジンジャーの専門学校』の校長ジンジャー・カミュは登城し、国王のソーマと面会していた。

　つい先日オープンした『音楽学科』から上がってきた、とある研究についての報告をするためだった。政務室でソーマに資料を提出したジンジャーは応接ソファーで緊張しながら、ソーマがその資料を読み終わるのを待っていた。

　二人だけの室内にペラペラと紙をめくる音だけが響いた。

　やがてその研究資料を食い入るように見ていたソーマは、ジンジャーにいくつか質問を投げかけた。ジンジャーが答えるとソーマは「う～ん」と唸うなった。

「なるほど、興味深いな。着眼点はおもしろいと思うけど……俺には有用な研究なのかどうか判断できない。歌手のジュナさんや魔法の専門家の意見も聞きたいな」

「そうですね。そのほうがいいと思います」

「だから近日中に、その〝労歌研〟とやらの会長とやらも連れてもう一度来てもらえるか？　こちらも判断できそうな人材を集めておく」

「承知しました」

　ジンジャーは立ち上がるとペコリと頭を下げた。

　この場で即答はもらえなかったけど、まずは一歩前進だ。これで専門学校の研究者に良い報告を持って帰ることができる。ジンジャーがホッと胸をなで下ろしていると、ソーマは書類をまとめて脇に置きながら言った。

「ところで、話は変わるんだが……ジンジャー」

「は、はい。なんでしょうか？」

「お前、サンドリアと結婚する予定はないのか？」

　一瞬、ジンジャーはなにを言われたのかわからずに呆ぼう然ぜんとしてしまった。そしてソーマの言葉が理解できるにつれて顔に血が上り、ボッと赤くなった。

「うぇっ!?　なんですか急に!?」

「あーいや、四月に俺の戴冠式と婚礼の儀を執り行うだろう？　その際に希望する家臣の結婚式も同日に行って、王都中で結婚式が執り行われるように企画しているんだ。その結婚式を挙げる家臣を募集しているんだよ」

「え、ええ……話には聞いています」

「ジンジャーたちと初めて会ったとき『貴女あなたを手放したくない』だの『ジンジャー様のそばに置いてください』だの言っていたから、すぐにでも結婚話が持ち上がると思っていたんだけど……それ以降、なんの進展も聞こえてこないからな。結婚する気があるのかどうか聞きたかったんだ」

　疑問顔でそう言うソーマ。ジンジャーは言葉に窮していた。

　正直に言えばジンジャーだってサンドリアと結婚したいと思っている。

　奴隷商時代には主人と奴隷という立場を超えて一緒に奴隷たちを教育したり、優遇してくれる奴隷の引き取り手を探したりした。そしてサンドリアが奴隷から解放されて、ジンジャーが『専門学校』の前身である『訓練所』の所長に任命されてからも、変わらずサンドリアはジンジャーを支え続けてくれた。

　二人の絆きずなは深まっていると思う。自分がサンドリアを想おもうくらいはサンドリアも自分を想ってくれていると、ジンジャーは自うぬ惚ぼれではなく感じていた。

「実は前に……僕と結婚してほしいと言ったことがあるんです」

　ジンジャーがそう言うと、ソーマは目を丸くしていた。

「なんだプロポーズはしたんだな。で、返事はどうだったんだ？」

「〝いまはお断りさせていただきます〟……でした」

「えっ、断られたのか!?　あっでも〝いまは〟か。……〝いまは〟？」

　いまは、ということはまったくその気がないわけではないのだろう。

　あとで、ならば受ける余地があるとも取れる言い方だ。サンドリアの真意がわからず首を捻ひねるソーマに、ジンジャーは困ったように苦笑しながら言った。

「サンさんが言うには『第一夫人にはなれない』ということらしいです」

　結婚を申し込んだジンジャーに、サンドリアは少し困惑した顔でこう言った。

『そのお言葉はとても嬉しいです。私もジンジャー様をお慕いしております。ですが、私は元奴隷であり、家族との縁も切れています。ソーマ陛下の直臣として今後出世が予想されるカミュ家のことを考えれば、有力な家のご息女を妻に迎えるべきです。私はそのあとに妾めかけとしてそばに置いていただくだけで構いません』

　……と、あくまでもカミュ家のことを想ってプロポーズを断ったようだ。

　ジンジャーのことが好きだからこそ足あし枷かせになりたくないという思い。それは純粋すぎるほどの好意からくる思いであるため否定もしづらい。妾でいいからそばに置いてほしいということは、ある意味プロポーズを受けてもらったとも言えるわけだし。

　ジンジャーは頭を抱えていた。

「正直、困っています。想いはちゃんと受け取ってもらえたのに、理想とは違う受け取り方をされてしまって……サンさんも第二夫人としてなら結婚を受けてくれると思うんですけど、サンさんと結婚するためにべつの誰かと政略結婚するというのは、サンさんにも他のお相手にも失礼ですし」

「まあ貴族社会じゃ割とありそうだけどな。サンドリアの考えもいまの時代を考えると妥当な意見と言えなくもないけど……ジンジャーとしては複雑だろうな」

　ソーマも顎の下に手をやりながら思案顔になった。

　リーシアたちとはまず婚約してから絆を深めていくという変則的な恋愛しかしていないソーマだが、それでもお互いを想い合った上で結婚するのは間違いない。想い合いながらもすれ違うジンジャーとサンドリアを見ていると放っておけなかった。

「家格が心配なら、一度サンドリアをどこかの家の養女にするのはどうだ？　カミュ家と縁を結びたい家は多いだろうし、王家が口利きすればすんなりまとまると思うけど」

「……いえ、そういう問題ではないんだと思います」

　ジンジャーは静かに首を横に振った。

「多分、サンさんにとって『家族に売られた奴隷』だということがコンプレックスになっているんです。こんな自分は僕には相応ふさわしくないと自分を卑下しているんです」

「なるほどね……そのコンプレックスを解消しないかぎり、一歩も前に進めなくなっているのか」

　だとすると問題解決は難しい。コンプレックスは自分の中の問題であり、他人が外からどんなに働きかけても最終的な解決はその人自身にしかできない。

　結局はサンドリアが自分で折り合いを付けるしかないのだ。ソーマは手を頭の後ろで組んで、う～んと椅子の背にもたれながら考え込んでから、ジンジャーに尋ねた。

「その『家族に売られた』って部分、具体的に聞いているか？」

「はい。なんでも元は商家の娘だったのですが、父親が悪人に騙だまされて借金を背負ってしまい、父は家族と店を護まもるためにサンさんを奴隷商に売ったんだとか。サンさんの口ぶりでは苦渋の決断だったようで、父親に対する不平不満は一切聞かれませんでした」

「酷ひどい話だ。それはこの国で起こったことか？　その悪人を摘発したいんだが」

「いえ、どうやらサンさんは外国から売られてきた奴隷らしいんです」

　ジンジャーは力なく小さく溜ため息いきを吐ついた。

「その悪人はその地方の有力者と繫つながっているそうで、泣き寝入りするしかなかったのだとか。この国で起こったことならば陛下に摘発していただいて、サンさんの名誉を回復できるようお願いできたでしょうが、他国のこととなるとどうしようもありませんよね」

「そうだな……友好を結んでいるような国でも無いかぎり難しいな。有力者と結びついているなら余計に内政干渉だと言われそうだし。ちなみにその国というのは？」

「グラン・ケイオス帝国です。さすがにどうにもなりませんよね？」

「………」

　サンドリアの出身地がグラン・ケイオス帝国だと聞いて、ソーマは思った。

（……あれ？　これ、案外簡単になんとかできるんじゃ？）

　マリアかジャンヌに状況を説明して、その悪人とやらを有力者ごと摘発してもらえれば万事解決できる気がする。彼女たちなら自分のあずかり知らぬところで国民が泣かされているとわかれば、必ずその悪人に正義の鉄てつ槌ついを下してくれるはずだ。

　難しいと思っていたことが、肩すかしを食うくらい簡単なもののように思えた。

　しかしジンジャーの表情は沈んだままだった。

（ああ、そうか。帝国と友好を結んでいることをジンジャーは知らないか）

　帝国との秘密同盟は秘密ゆえにその存在を知る者は国内でもかぎられていた。

　その同盟を知らないジンジャーからしてみれば、王国と帝国との間に太いラインがあることなど想像もできないだろう。その気になればすぐにでもソーマとマリアが直接会談を行うことだってできるというのに。

　ソーマは沈んだ顔のジンジャーにそのことを言おうとして……やめた。

（たしかに俺からマリアに要請すれば上う手まく取り計らってくれるだろう。だけどそれでいいんだろうか？　俺が前面に立つよりも、サンドリアのことを一番想っているジンジャーが率先して動くべきだろう。上手くいくことが期待できる状況ならば尚なおのこと）

　そしてソーマは二人のために頭を働かせた。ジンジャーの交友関係、帝国とのラインなどへと考えが及んだとき、あることを思いついた。

「なあジンジャー」

「あ、はい。なんでしょうか？」

「お前、もしかして帝国とラインを持っているんじゃないか？」

　ソーマにそう言われて、ジンジャーはブンブンと慌てて首を振った。

「そ、そんなわけないです！　僕は王国から出たこともないんですよ!?」

「お前自身はそうかもしれない。でも、いま帝国にお前の知っているヤツがいる」

「知っている人？　誰のことです？」

「ピルトリー・サラセン。憶おぼえがないか？」

「ピルトリー殿……ああ、アンズさんとシホさんをお嫁に連れて行った貴族様ですか、って、まさかあのピルトリー殿が帝国にいるんですか!?」

　ピルトリー・サラセン。

　サラセン家の当主でもある熱血漢の好青年で、ジンジャーが奴隷商だったときにアンズとシホの美人奴隷姉妹を奴隷から解放した上で妻に迎えた人物だ。アンズとシホのシンデレラストーリーの王子様役だったのでジンジャーも憶えていた。

（そういえばピルトリー殿は帝国に行くと言っていたっけ。すっかり忘れてました）

　あんぐりと口を開けたジンジャーに、ソーマは笑いながら言った。

「ピルトリーにはいま帝国との交渉窓口として向こうに常駐してもらっている。ピルトリーなら帝国上層部に顔が利くかもしれないから、頼んでみてはどうだろう？　妻二人との縁を結んだお前の頼みなら、あの熱血漢が断ることもないだろう」

「そ、そうですね！　是非お願いしたいです！　僕は帝国に向かえばいいんでしょうか？」

「いや、連絡を取るだけなら城の中でもできる。明日の正午に連絡を取れるようにしておくから、また登城してきてくれるか？」

「もちろんです！　よろしくお願いします！」

　ジンジャーは深々と頭を下げると、興奮冷めやらぬ表情のまま帰って行った。

　そんな彼を苦笑しながら見送ったソーマは大きく伸びをすると立ち上がった。

「さてと、二人の結婚式ができるように下準備といこうか」

　前面に出るつもりはないがお膳立てぐらいはしてあげよう。

　ソーマはそんなことを思いながら『玉音の間』へと向かうのだった。







　―――翌日。

『なんと、そういうことでしたら是非とも協力させてください』

　簡易受信機越しのピルトリーがそう言って胸をドンと叩たたいた。

　ここはパルナム城内にある玉音放送の宝珠がある『玉音の間』で、いまジンジャーは帝国にいるピルトリーと玉音放送を通じて話をしていた。

　脇ではソーマとアイーシャがそんな二人の様子を眺めていた。

　国王であるソーマが同席することによって、国宝である宝珠の私的利用だと指摘されないように配慮したのだ。ジンジャーがサンドリアの件について相談して協力を求めると、ピルトリーは即座に快諾した。

『ジンジャー殿は私と我が妻アンズとシホを巡り合わせてくださった、言うなればキューピッドのような御お方かたです。どうして協力を惜しみましょうや』

「キューピッドって……僕はただの奴隷商だったんですけど……」

『それだけ我々は感謝しているのですよ。二人ともそれぞれに子供ができて、サラセン家はますます安泰となりました。またサンドリア殿には妻たち二人も大変お世話になったとか。この恩義に報いるためにも必ずや、サンドリア殿の家族の件を帝国上層部の方々の耳に入れて解決するように促して見せましょう』

　熱血漢らしくハッキリと請け合ってくれたピルトリーに、ジンジャーは頭を下げた。

「ありがとうございます！」

　ジンジャーの顔には笑みが浮かんでいた。

　まだすべて上手くいくと決まったわけではないが、とりあえず解決の糸口はできた。これも奴隷商だったころに築き上げた人の縁のおかげだった。好きになれない仕事だったけど途中で投げ出さないで良かったと、ジンジャーは心からそう思った。

「話はまとまったみたいだな」

　それまで黙って見ていたソーマが宝珠のほうへと歩み寄ってきた。

「ピルトリー。俺からも頼む。ジンジャーに協力してやってくれ」

『はっ。承知いたしました、陛下』

　ピルトリーはソーマに対して敬礼しながら答えた。

　ソーマは頷うなずくとジンジャーの肩にポンと手を置いた。

「あとはピルトリーが上手くやってくれるだろう。事態が動いたら連絡するから、そのときはサンドリアと一緒にまた登城してくれ」

「はい！　なにからなにまでありがとうございます！」

「配下の不安を取り除くのも上司の仕事さ。さあ、あとはこちらでやっておくからもう帰ってもいいぞ」

　ソーマがそう言うと、ジンジャーは何度もお礼を言い、ペコペコと頭を下げながら部屋を出て行った。ジンジャーの気配が遠ざかっていったのをアイーシャに確認してから、部屋に残ったソーマは玉音放送の宝珠に向かって話しかけた。

「……というわけですので、よろしくお願いできますか？」

『もちろんですわ』

　聞こえてきたのは女性の声だった。

　ピルトリーが脇によると、代わりに現れたのはグラン・ケイオス帝国の女皇マリア・ユーフォリアだった。彼女もまた玉音放送に映らない位置からさっきまでの会話を聞いていたのだった。マリアは困ったような顔で頰に手を当てた。

『我が国でそのようなことが起きていたことを、他国の人々に教えられて知るなんて……この国を預かる者としてお恥ずかしいかぎりです』

　申し訳なさそうに言うマリアに、ソーマは静かに首を振った。

「君主といえども国の隅々にまで目が届くわけではありません。おそらく、こういったことは我が国でも起きていることでしょう。我々が気付いていないだけで」

『……そうですね。どんな人であろうとも、大なり小なり善悪の面を持っているもの。その中で悪事を働く人間は出てきてしまうものです。女皇や国王の権力があっても、それらを未然に防ぐことは難しいですね』

「未然に防ごうとするなら徹底的な相互監視社会をつくるしかないでしょう。ですが、そうやって厳しく取り締まりすぎれば、かえって国内に不満や不信の種を蒔まくことになります。現状は……発覚した事案に厳しく対処するしかないですね」

『ええ。ですから、今回の件は私にお任せください』

「マリア殿が請け合ってくださるなら頼もしいです。よろしくお願いします」

　そうしてソーマとマリアはしっかりと頷きあった。







　―――それから凡およそ一週間後。

　この日、ジンジャーとサンドリアに王城から登城するようにとの通達があった。

　普段は王城に用事があるときはジンジャーのみが登城し、サンドリアは留守番をしていたのだが、今日はサンドリアも一緒に登城するようにとのお達しだった。

　元奴隷である自分には相応しくない場所であるとサンドリアは断ろうとしたのだが、王城からの通達であることと、ジンジャーの、

「大丈夫。僕が付いていますから一緒に行きましょう」

　という後押しもあり渋々ながら登城することを了承した。

　衛え士じたちの守る城の正門を通り抜けて、立派な城が眼前にそびえ立っているのを見たサンドリアは、場違いな気がして落ち着かない気分になり、隣を歩くジンジャーの袖を摑つかんだ。そんなサンドリアの様子にジンジャーはクスリと笑った。

「いつものサンさんらしくないですね。普段は誰に対しても堂々としているのに」

「……ジンジャー様って意外と意地悪なんですね」

　サンドリアは拗すねた子供のような顔で言った。

「こう言った場所は私には場違いすぎて気後れしてしまうんです」

「弱気なサンさんも可愛かわいいと思いま……痛っ」

「本当に意地悪です」

　サンドリアはムスッとした表情でジンジャーの腕を抓つねった。

　恥ずかしいのか頰が赤くなっている。そういうところが可愛いと思うんだけどなぁ、と思いながらジンジャーはそんなサンドリアを横目で見ていた。

　二人で城内に入るとすぐに案内役だという半竜人ドラゴニユートの侍従メイドが現れて、二人を先導して歩き出した。廊下を歩き錘おもり式のエレベーターに乗ると、サンドリアはジンジャーに尋ねた。

「あの、ジンジャー様？　今日は私も一緒に来るようにとのことでしたが、ジンジャー様は呼び出された理由をご存じなのでしょうか？」

「ええ、まあ。多分、準備ができたってことなのでしょう」

「準備……ですか？」

　ジンジャーは頷くと、ジッと上のほうを見上げた。

「僕にできたことはここまでです。あとはサンさん次第でしょうね」

「？」

　サンドリアが首を傾かしげているとエレベーターは止まり、三人はまた廊下を歩き出した。

　やがて辿たどり着いたのは『玉音の間』の前だった。

「どうぞ中へお入りください。皆様中でお待ちです」

　半竜人ドラゴニユートの侍従メイドはそう言って一礼すると踵きびすを返して去っていった。二人は言われるままに部屋に入ると、ドデカい玉音放送の宝珠が出迎えた。

「大きい……あれが玉音放送の宝珠ですか」

　サンドリアが部屋の中心にある巨大な浮かぶ宝珠に目を奪われていると、

「来ましたね」

　部屋の中にいた人物に声を掛けられた。

　そこにいたのは全身黒ずくめの装束を着た背の高い男。

　この国の宰相ハクヤ・クオンミンだった。ハクヤは二人に一礼すると、

「陛下は戴冠式及び婚礼の儀の準備で手が離せない状況ですので、今回は私が代わりに見届けさせていただきます」

　……と、そう言った。

（見届ける？　なにをでしょうか？）

　サンドリアがそんなことを考えていると、宝珠の隣に置かれた全身を見る鏡のようなものが光り出し、像を結んである人物を映し出した。

　それは白銀の鎧よろいを着たいかにも姫将軍といった姿をした美しい少女の姿だった。サンドリアは急に現れた少女に驚き、ジンジャーの袖を摑んだ。

　これは玉音放送の簡易受信機なのだが、一般的な国民はその存在は知っていても実物を見たことがないのがほとんどだった。サンドリアが驚くのも無理はないだろう。

　その少女は三人に向かって会釈をした。

『こんにちはハクヤ殿。それと、ジンジャー殿とサンドリア殿でしたか。お初にお目に掛かります。私はグラン・ケイオス帝国女皇マリア・ユーフォリアの妹で、ジャンヌ・ユーフォリアという者です』

　いきなり西の超大国を治める女皇の妹なる人物の登場に、サンドリアは一瞬なにが起こっているのか理解できなかった。

（ジャンヌ様……ああ、たしかにジャンヌ様です）

　サンドリアにはその美しい容姿に見覚えがあった。

　サンドリアはグラン・ケイオス帝国の生まれであり、一度だけではあるがその姿を見たことがあったのだ。幼い頃、まだ先代の皇帝陛下が存命だったころに、皇帝陛下の家族が玉音放送に映し出されたのを観衆の中で家族で観みたことがあった。

　あのときから美しい女の子だとは思っていたのだけど、ここまで美しく凜り々りしく成長していたのかとサンドリアは驚いた。

　するとそんなジャンヌがサンドリアを見つめながら言った。

『今回は多忙な姉上に代わり、私がこちら側を取り仕切ることになりました。そして、サンドリア殿』

「は……はい。なんでしょうか」

　急に呼びかけられて面食らっているサンドリアに、ジャンヌは深々と頭を下げた。

『ここに居られない姉上に代わり、私は貴女あなたにお詫わびしなければなりません』

「えっ……」

『貴女が奴隷落ちした経緯は聞いています。貴女のお父上が詐欺師に騙だまされて借金を背負い、店と家族を守るために貴女を売らねばならなかったと』

　ジャンヌの口から語られる自分の境遇。

　どうして女皇陛下の妹君であるジャンヌがそんなことを知っているのだろうかとサンドリアは思った。そして、ハッと気付いてジンジャーのほうを見ると、ジンジャーは真面目な顔でコクリと頷いた。するとジャンヌはもう一度頭を下げた。

『またその詐欺師はその地方の有力貴族と繫つながっており、被害者は泣き寝入りするしかなかったという。このような横暴を許してしまうとは帝国の上に立つ者として失格です。我々の監督不行き届きのために貴女にも、他の方々にも迷惑を掛けてしまったこと、姉上も心苦しく思っております。申し訳ありませんでした』

「そ、そんな……マリア様やジャンヌ様がお謝りになる必要なんて……」

　ジャンヌに頭を下げられてサンドリアは頭が混乱していた。

　この状況がどういう状況なのかを誰かに説明してほしかった。自分の境遇はもうすでに受け入れてしまったというのに、いまになってそのことについて謝られている。しかも女皇様の妹君という殿てん上じようの御お方かたにだ。混乱するサンドリアにジャンヌは言った。

『また、いまさらではありますが、その詐欺師と癒着していた貴族についてはすでにこちらで拘束し余罪を追及中です。悪事を働いた者たちについてはこちらの法に基づいて厳格に処理させていただきます』

「は、はあ……」

『貴族に関しては家名断絶と私有財産の没収が確定しております。この没収した財産により全額とはいかないかもしれませんが、被害者の方々への補償もさせていただきます』

　自分が奴隷として売られることになった元凶を作った者たちが裁かれる。

　そのことをサンドリアはどこか遠い世界のことのように感じていた。元凶たちに対して恨みもあった。家族に売られて奴隷落ちした悲しみもあった。

　しかし、それはもう遠い過去のことだと思っていた。なぜなら……。

　サンドリアは画面を見ているジンジャーを熱い眼まな差ざしで見つめた。

（ジンジャー様に出会えたから……）

　王国へと売られてきて、自分の境遇を哀れに思ってくれたジンジャーの祖父に引き取られて奴隷としては大事にされた。

　そして祖父の死後、サンドリアはジンジャーと出会うことができた。

　それからはもうトントン拍子で素晴らしいことの連続だった。

　ジンジャーが優しい人で、自分たちを大事に扱ってくれた。

　そんなジンジャーが現国王のソーマ陛下によって新設された『ジンジャーの訓練所』の所長として大だい抜ばつ擢てきされた。ジンジャーはずっと一緒にいたいと言ってサンドリアを奴隷から解放してくれた。そして二人で仲良く今日まで訓練所を営んできたのだ。

　奴隷落ちしたことは不幸だったかもしれない。だけどいまのサンドリアは十分に幸福だった。この胸はジンジャーへの思いで満ち足りている。

　そのことをジャンヌから謝罪を受けたことでサンドリアは再確認した。

『そして……貴女に会ってほしい人物がいます』

　すると、ジャンヌが一人の人物を招き寄せた。

　サンドリアと同じアライグマの耳と尻尾を持った獣人族の中年男性だった。沈痛な面持ちで画面に立ったその男性を見て、サンドリアは目を大きく見開いて呟つぶやいた。

「お父さん……」

『サンドリア……』

　お互いのことを呼び合ったあと、しばらく無言の時間が続いた。

　父は奴隷として売ってしまった娘に対して罪悪感で言葉が出なくなり、娘はそんな父に対してなんと声を掛けていいかわからなかったからだ。

　ただ言葉もなくジッと見つめ合う二人。

　そんな凍った時間を動かすように、ジンジャーはサンドリアの腰をポンと押した。

「ジンジャー様？」

「サンさんが思っていることを、そのまま言葉にすればいいんです。そのために用意した時間なんですから」

「………」

　ジンジャーにそう促され、サンドリアは意を決したように一歩前に出た。

「あの……家族のみんなは元気ですか？　お母さんや、弟妹たちは」

『っ！　あ、ああ、元気にしている。店も、お前のおかげで首の皮一枚だが繫がることができた。そのせいでお前には大変な苦労をかけてしまった……すまなかったな……』

　謝罪した父親は頭を下げるのではなく真上を向いた。

　下を向いたら涙が落ちてしまいそうだったからだ。苦労を掛けた娘に対して、泣いて許しを請うのは卑ひ怯きようだと思ったからだ。

　サンドリアもそれがわかっていて、その頰には涙が伝っていた。

『本当に……すまなかった……！』

「……わかっています。お父さんは家族だけでなく、従業員やその家族を守らねばならない立場でしたから。私が売られなければ、他の誰かが売られていたでしょうし」

　そしてサンドリアは泣いたままニッコリと笑った。

「私は、この国に来て、ジンジャー様と出会えて幸せです。これからもっともっと幸せになると思います。だからもう、自分を責めないでください」

　自分は幸せだ。奴隷だったかどうかなんて関係ない。いまこのとき、ジンジャーの傍らにいられることが幸福なのだ。この幸せを遠く離れた父にも伝えたかった。

『サンドリア……』

　サンドリアの父は後ろを向いて目頭を拭うと、ジンジャーに深々と頭を下げた。

『ジンジャー殿。娘を犠牲にした私にはこんなことを言う資格などないことは重々承知しております。ですが、恥を忍んで言わせてください。どうか……娘を幸せにしてあげてください』

「……はい。もちろんです、お義と父うさん」

　ジンジャーはしっかりと頷うなずいた。そしてジンジャーはサンドリアの頰に手を当てると、反対の手でその滲にじんだ涙を拭ってあげた。

「サンさん、もっともっと幸せになるって言いましたよね？」

「……はい」

「僕はいま十分に幸せです。これ以上幸せになるとしたらもう、サンさんをお嫁さんにもらって、子供を作って、家族を増やすしかないと思うんですけど……どうですか？」

「……ふふ、そうですね。そうなったらもっともっと幸せだと思います」

「僕の求婚を受けてくれますか？」

　そう尋ねるジンジャー。

　持てる人脈を駆使して自分のためにここまでしてくれたジンジャーに、サンドリアは胸が一杯になった。ジンジャーは涙だけでなく、サンドリアが抱えていた悲しみそのものを拭い去ってくれたのだ。

　すでにサンドリアを縛っていた『奴隷であったことへの負い目』という鎖はない。

　サンドリアは飛びつくように、ジンジャーに抱きついた。

「はい、旦那様。私をもっともっと幸せにしてください」

　それはこれ以上無いほどに、自分の気持ちに素直な言葉だった。
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「……な、なんなの？　これ」

　私の名前はナデン・デラール。

　星竜連峰出身の龍で、この国の王様であるソーマの第二側妃候補よ。もっとも王国民からは朝の天気予報を発表する『お天気お嬢ちゃん』としてのほうが有名なんだけどね。

　そんな私は今日リーシア、アイーシャ、ジュナ、ロロアといった他の婚約者たちと一緒に、王城内の一室に集められていた。部屋の中には教壇と教卓が一つずつと、それと向かい合うように机が五つ設置されている。

　そして教卓の後ろにある黒板にはこういう意味の言葉がデカデカと書かれていた。

『第二回・花嫁育成講座』

　……なんなの？　花嫁育成講座って。

　婚約者たちだけが集められたということは多分、この花嫁講座とやらをこれから受けさせられるってことなんだろうけど、一体なにをやらされるんだろう。というか……。

（まず第二回ってなに!?　知らない間にもう第一回目をやったの!?）

　いつの間にこんな講座が開かれていたのだろうか。もしかして私がこの国にくる前の話なのかな？　呆ぼう然ぜんとして立ち尽くしていると肩にポンと手を置かれた。

「うわっ……ってロロア？」

　振り返ると婚約者たちの中では一番見た目年齢が近いロロアが、キョトンとした顔で立っていた。

「どないしてん、ナデっち？　こんなところに突っ立って」

「いや、これが一体どういう状況なのかを吞のみ込めなくて……」

「どういうって……ああ、そういえばナデっちは今回が初めてやったっけ」

　なにやら納得顔でウンウンと頷くロロア。

　聞いた話によればロロアも他三人の婚約者たちに比べれば加入は遅かったらしいのだけど、口ぶりから察するに第一回は経験していると言うことなのだろうか。

　するとロロアは悪戯いたずらっ子のように笑った。

「ムフフ、覚悟しとってな。この講座はかなり衝撃的やし」

「しょ、衝撃的？」

「いろんなことが知れるで～。ダーリンのあ～んなこととか、こ～んなこととか♪」

「ソーマの？」

　この花嫁講座とやらでソーマの一体なにがわかるというのだろうか。

　ロロアの悪～い顔から察するに、結構際どめの〝ネタ〟のような気がする。き、気になる……私はニヤニヤ顔のロロアにもっと詳しく話を聞こうとしたのだけど、

「ニャハハ……（ぽすっ）アイタッ！」

　突如振ってきたチョップがロロアの頭を軽く叩たたいた。

　ロロアの背後にはリーシアが呆あきれた顔で立っていた。

　音からしても大して痛くはなかっただろうに、頭を手で押さえて大げさにリアクションをとっているロロアに、リーシアは溜ため息いきを吐つきながら言った。

「もう、ロロアったら初めてのナデンになにを吹き込んでるのよ」

「いやいやシア姉。うちの言ったことに噓うそはないやろ？」

「だからって言い方ってものがあるでしょう？　なにヤラシイ感じを出してるのよ」

「そうですよ、ロロアさん。そう言いたくなる気持ちもわかりますけどね」

　すでに席に着いていたジュナがそう言って苦笑いをしていた。

　苦笑さえ美しく見えるなんて……やっぱりジュナって狡ずるいと思う。大人びていて、どこまでも女性らしい仕草で、しかもボンキュッボン。人間形態は十四歳くらいで野性的で寸ずん胴どう体型な自分とは真逆のスペックにコンプレックスを感じてしまう。

　最近はルビィともスタイルで差が開いてきているし。

　ああ、神様はどうして（主に胸囲的な意味で）富める者と貧しい者とを生み出してしまったのか……って、私の立場からするとその神様ってティアマト様なのよね。あの神々しい〝お母様〟にとってはスタイル差なんて些さ細さいなのかも。

「あっ、来られたようですよ」

　するともう一人のボンキュッボン……じゃなかった、アイーシャが言った。リーシアとロロアも席に着いたので、私も空いていた左端の席に座った。

　部屋の扉が開かれ、私のと似た形の尻尾が生えている青髪の美女が入ってきた。なぜか今日は博士帽を被かぶり眼鏡を着けているその美女は、東方諸国連合のラスタニア王国で一緒に戦った国防軍総大将のエクセル・ウォルターだった。

　五百年生きているというのに二十代中盤にしか見えない容姿端麗な女性で、尚なお且かつボンキュッボン。正直、私はこの人が苦手だった。ラスタニア王国では背中の上でソーマとイチャイチャされた（エクセルが一方的にからかってただけなのだけど）記憶があるため、良い印象がないのだ。この人が関わってるとなると自然と警戒してしまう。

　そんなエクセルは教壇に立ち、教卓に荷物を置くと私たちを見回して言った。

「……全員揃そろっているようですね。それでは、二度目となる『花嫁育成講座』をはじめましょうか」

　エクセルはチラリと私を見るとニッコリと微笑ほほえんだ。

「まずはナデンさんが今回初参加ということなので、改めてこの講座の概要についてお話ししましょう。この講座は、現国王であるソーマ陛下のもとへと嫁ぎ、王妃となる貴女あなたたちに夫婦円満・家庭円満になるための極意を伝授しようという講座です。妻としての在り方、殿方の心理、夫の立て方といった精神的なものから、夫婦生活を円滑にするための夜の〝オツトメ〟についてまで学んでもらいます」

「ああ、そういう企画なのね……って夜の〝オツトメ〟!?」

　夜のオツトメって……そ、そういうことよね。

　ドラゴンは子孫繁栄のために騎士と共に戦う契約を結ぶもの。

　だからそれなりの知識はちゃんとあるんだけど……それをこの場でみんなと一緒に学べって言うの!?　ソーマと〝する〟ときのことを!?

「えっ、本当にやるの？」

　からかわれているのかと思って周囲を見渡して見ると、リーシアたちはみんな恥ずかしそうに顔を背けたり苦笑いしたりしていた。……どうやら本当に学ぶみたいだ。

　するとエクセルは真面目な顔で私に言った。

「お世継ぎ作りは国家にとっても一大事です。ここで不手際があって夫婦間に溝ができれば、そこに付け込もうとする輩やからが出てくるかもしれません。ですから、恥ずかしいかもしれませんがこの講義は必ず受けてもらいます」

「うぅ……わかったわ……」

　理路整然と言われてしまうと反論の余地がなかった。国王に嫁ぐのだからそれくらいの覚悟は必要なのだろう。私が抵抗をやめるとエクセルはクスリと笑った。

「ふふ、まあそう難しく考えることはありませんわ。陛下ともっとラブラブになる方法を学ぶんだと思えば良いのです。ねぇ、リーシア姫？」

「えっ、私!?」

　急に話を振られてリーシアがビックリした声を上げた。

「リーシア姫は一足早く陛下と結ばれ、すでにシアンくんとカズハちゃんという二人の子供も産まれました。これでこの国の王族不足もいくらかは解消されることでしょう。はい皆さん、リーシア姫に拍手～♪」

　パチパチパチパチ……。

「ちょっ、みんなも恥ずかしいからやめてぇ！」

　みんなから祝福と羨望の感情が入り交じった拍手をされて、リーシアは恥ずかしさのあまり顔を真っ赤にしていた。まあ晒さらし者の気分だろうね。

　ちなみにいま話に出たシアンとカズハだけど、今日はソーマとカルラが面倒を見ているそうだ。するとエクセルは顔を手で覆ったリーシアに尋ねた。

「それで、リーシア姫？　陛下と行為に及ぶ際、この講義は役に立ちましたか？」

「役には……立ったと思う。とても」

　リーシアはこの講義の有用性を認めた。や、役に立ったんだ。

　どんな風に役に立ったのか気になるところだけど、さすがにそれは残りの婚約者四人がかりで問い詰めても教えてくれないでしょうね。

　エクセルは満足そうに頷くとパンと手を叩いた。

「さて、これでこの講義の有用性がわかったことでしょう。ここでしっかりと学んでいって実践してくださいね。さて、講義に入る前にまずは……ナデンさん」

「は、はい」

　いきなり私の名前が呼ばれた。

　エクセルは持って来た荷物の中から一冊の白いノートを取り出すと、私に差し出してきた。ノートの表紙には『極秘』とか『門外不出』といった怪しげな文字が躍っていた。

　私がノートを訝いぶかしげに見ていると、エクセルはクスリと笑いながら言った。

「このノートには私が陛下をお酒で酔わせて聞き出した、陛下の貴女たちに対する噓偽りのない評価が記されています。もちろん、ナデンさんのことをどう思っているのかも」

「なっ!?」

　私はノートをマジマジと見た。

　このノートにソーマが私のことをどう思っているのかが書かれているってこと!?

　というか、サラッと言っていたけど、お酒で酔わせて聞き出すって結構えげつないことよね？　周囲を見回すと、みんな訳知り顔でコクコクと頷うなずいていた。

（ま、まあ、これもソーマと国のためだから）ｂｙリーシア

（こうでもしないと陛下の本音は聞けませんからなぁ）ｂｙアイーシャ

（はしたないことだとはわかっているのですが……）ｂｙジュナ

（まあ、背に腹はかえられんちゅうこっちゃ）ｂｙロロア

　……なんだろう。みんなの心の声（言い訳）が聞こえた気がした。

「あら、ナデンさんはこのノートは要りませんか？」

「……要るわ」

　要るか要らないかと聞かれたら……要るに決まっている。私だってソーマにどう思われているかは気になるもの。だから……ゴメンね、ソーマ。

　エクセルは自分用の白いノートを手に取り話を続けた。

「この白いノートに書いてあるリーシア姫たちの評価は前回のままですが、ここに新たにナデンさんの評価が加わりました。相手が自分をどう思っているかを知ることは、夫婦生活においてとても大事なことです。それではまずナデンさんのことを陛下がどう思っているかを発表しましょう」

「えっ、この場で読み上げるの？」

「みんな前回経験済みですよ。リーシア姫たちへの評価はあとで読むといいでしょう」

「……わ、わかったわ」

　みんなも公表されたというのなら我慢するしかない。自分のを公表されるのは恥ずかしいけど、私もソーマがみんなをどう評価したのかは気になるし。

　エクセルはノートの内容を読み始めた。

「それではナデンさんへの評価です。ソーマ陛下曰いわく、

『ナデンは見た目は小さいけどしっかりしている女の子だ。リーシアの出産のときに狼ろう狽ばいしていた俺をちゃんと叱ったりもしてくれたしな。戦場に出るときのパートナーとしてだけでなく、私生活でも本当に頼りにしている。ナデンは龍だからその気になれば自分一人でも生きていけるし、自由にどこへでも行ける。そういう自由で自立した彼女の姿は、俺が前にいた世界の女性像に近しいものがある。懐かしい感じがするんだ』

　……だそうです」

「……うぅ～」

　これは、恥ずかしいわね。みんなの前でソーマに褒められて、嬉うれしいんだけど顔から火が出そうだった。リーシアやジュナは微笑ましそうに、アイーシャやロロアは「いいなぁ」って顔でこっちを見ているし。エクセルは話を続けた。

「そしてナデンさんに対してなにか思うところはないか、という質問に対してはこう答えています。『朝、馬乗りになって起こすのは勘弁してほしい。そんな行動も可愛かわいいんだけど、毛布に引きずり込んで抱きしめて二度寝したくなるから』だそうです」

「さっさと起きないソーマが悪いんでしょ！……それに引きずり込みたいなら引きずり込んでくれても私はべつにゴニョゴニョ」

　恥ずかしいことを口走りそうになって、後半は尻すぼみになってしまった。そんな私の反応を見て、ロロアが「ええなぁ」と背もたれに大きくもたれながら言った。

「馬乗りになって起こすとかうちもやってみたいわ。うちの体重くらいまでならいけるんちゃうかな？」

「そ、それって私たちのことを、お、重いと言っているのですか？」

　アイーシャが焦ったように言った。まあ、見た目からしても高身長で適度に筋肉もあって、隠れグラマーなアイーシャがこの中では一番……なのだろう。

　太っているわけではないけどね。ロロアはペロッと舌を出した。

「スタイルええ組に対して初めて優位に立てた気がするわ。なあ、ナデっち」

「……否定はできないわね」

　小さいからこそできることもある。もちろん大きくないとできないこともまたあるんだろうけど、それはないものねだりだろう。リーシア、アイーシャ、ジュナの羨ましそうな顔を見て、私は少しだけ自分に自信が持てた気がした。

　するとエクセルがパンパンと手を叩いた。

「はいはい。そこまでになさい。いまは講義中ですよ」

「「「「「　はい　」」」」」

「そんなに他人をうらやまなくても、陛下はちゃんとそれぞれを見ています。そのことは肝に銘じてくださいね。さあ、ナデンさんへの評価も発表したことですし、ここからは夫婦の営みについての授業を始めましょう」

　そしてエクセルによる『花嫁講座』が始まった。

　その内容は……口にすることも憚はばかられるような際どいものも多かったけど、その……とても勉強になったとは思う。授業後に渡されるという、ソーマが私たちとしたい【自主規制】が記されているという〝黒いノート〟の存在について聞かされてからは、さらに授業への意識が高まったし。

　……ただ、一点だけ気になったことがあった。エクセルの講義のこの部分だ。

「夫婦間にとってキスというものは互いの絆きずなを確かめ合う大事なものです。やたらとしてしまったら特別感がなくなってしまいますが、ちゃんとここぞというときにはするように心がけてください。上手にせがむことも憶おぼえましょう」

　結構生々しい話で私はドキドキしながら聞いていたのだけど、他のみんなは……。

「子供が生まれてからは自然とできるようになったわね」

「してほしい感じを出せば、してくれますな」

「私は……お酒の力がないと無理ですね」

「うちは自分からしてまうな～」

　と、案外簡単に受け入れていた。……というか、ちょっと待って。

（噓うそ!?　もしかしてソーマとキスしたことないのって私だけ!?）

　エクセルの講義が終わり、例の黒いノートを受け取ったあとで私は他の婚約者四人に詳しい話を聞くことにした。そのためにまず自分がまだソーマとキスしたことがないことを伝えると、四人は一様に驚いた顔をしていた。

「はあ!?　ナデっちってばまだしたことなかったん!?」

　ロロアが目を丸くして言ったけど、信じられないのはこっちのほうだ。

「私からしてみればみんな普通にしてるってことのほうが不思議よ。子供まで産んだリーシアはべつにしても、アイーシャやジュナやロロアはいつしたのよ？」

「私はナデンさんと合流した星竜連峰との国境線近くの町でですね。リーシア様のご厚意で一晩陛下と一緒に添い寝させていただいたときです。……うふ」

　アイーシャはそのときのことを思い出したのか締まりの無い顔になっていた。

　ああ……あのときね。

　ティアマト様にも事情があったとはいえ、ソーマと引き離されて憔しよう悴すいしていたアイーシャを気遣って、リーシアが二人きりになるよう取り計らったときにしていたんだ。

　リーシアに遠慮して直接的な行為には及んでいなかったという話だったけど、ちゃっかり美お味いしいことはしていたわけね。侮れないわ。

「私は……トルギス共和国でしたね。ノーブルベップの温泉宿で陛下がのぼせたのを介抱しているときに……その……隙だらけだったものですからつい……」

　ジュナが恥ずかしそうにモジモジしながら言った。種族として寒さに弱い私は寒冷なトルギス共和国へは同行できなかった。その陰でそんなイベントが行われていたなんて……なんだか悔しい。厚着をしてでもついて行くべきだったかな。

「うちはヴァンで開かれた『慰霊祭』のときやんな。アミドニアの人々の前でやった演説で『ロロア姫を生涯を懸けて守る』って言われて、感極まってガチッとやったったわ」

　ロロアが自慢するように胸を反らしながらそう言った。……ガチッ？

「なんか擬音がおかしくない？　そこはチュッとかじゃないの？」

「いや～感極まったら勢い余ってもうて、思いっきし歯と歯があたってもうたんや」

　失敗失敗、とか言いながらもロロアは楽しそうに笑っていた。

　失敗だという経験も、ロロアの中ではすでに甘酸っぱい思い出に昇華してしまっているのだろう。まったくもって妬ましくも羨ましい。

　するとリーシアが申し訳なさそうに言った。

「ごめんなさい、ナデン。まったく気付かなくて。本来なら第一正妃の私が、妃きさきたちに明らかな不平等感を与えないように調整するべきだったのに」

「リーシアのせいじゃないわよ。……ソーマが私には一回もしてくれてないってだけで」

「多分ですが、その一回もしていないということが原因なのだと思います」

　ジュナが思案顔になりながら言った。どういうこと？

「女性にとってファーストキスというのは思い出に残るものです。陛下もそれがわかっているから慎重になっているのだと思います」

「ああ、たしかに一回したあとは割と抵抗なくしてくれるようになりましたね。さすがに人目はばかることなく、いつでもどこででもというわけではないですが」

　アイーシャも同意していた。

　つまりソーマは私にとってもファーストキスは大事だろうと気を遣って、機をうかがっている内に機を逸し続けているということなのだろうか。う～ん……大事に思ってくれているのは嬉しいんだけど、なんだかモヤモヤしてしまう。

　ロロアとリーシアもうんうんと頷いていた。

「ダーリンも結構奥手やしなぁ」

「そうね……私と婚約してからも、しばらくは手を出そうともしなかったもの。ルナリア正教皇国の聖女がソーマに精神的な揺さぶりを掛けなかったら、結婚前に手を出すこともなかったでしょうね。子供ができるのももっと遅くなってたと思うわ」

「なんや、そう聞くとルナリアの聖女様々やな」

　ロロアがおちゃらけた感じで言ったので、みんな苦笑いしていた。

　たしかに聖女を送りつけて王国の優位に立とうとした正教皇国が、結果としてソーマとリーシアに一線を越えさせて王国の後継者誕生に一役買ったのだとしたら皮肉な話ね……って、いまはそんなことはどうでもいいのよ。

「うぅ……私はどうすればいいのよ」

「ナデンさんは言い方はあれですけど、陛下の移動手段にもなってますよね？　観天望気のときなど二人きりになる時間も多いのではないですか？」

　アイーシャにそう言われたけど、私は首を横に振るしかなかった。

「そういうときって龍の状態でソーマを背中に乗せてるのよ？　首をぐーっと伸ばしてキスしようとしても、頭の大きさが違いすぎて鼻先で触れることしかできないわ」

「それも……そうですね」

「ま、まあ、今後二人きりになったとき、ナデンの好きなタイミングでやっちゃっていいと思うわ。ソーマもまさか拒んだりはしないでしょうし」

　リーシアがフォローするようにお墨付きを出してくれた。

　……そうね。ソーマが気を遣ってしてくれないなら、こちらからやるしかない！　待っていても獲物が向こうから来てくれることはない。狩りに行かなくては。

「私、頑張ってみるわ」

　星竜連峰で動物相手に狩りをしていたころの気持ちでそう宣言したら、みんな若干引いていた。目が大型肉食動物のそれになっていたそうだ。

　ソーマに引かれても困るし、少しは加減しなくちゃダメね。







　そして数日後。そのチャンスはやってきた。

　今日は一週間の天気を調べるために、ソーマと王国各地を飛び回る日だった。

「それじゃあ行こうか、ナデン」

『合点承知』

　龍の姿になった私はソーマを背中に乗せて空を泳いでいく。

　そして決まった地点で上空に留とどまり、私が龍りゆう髭しを風にたなびかせて観天望気を行い、ソーマがその結果を紙に記していくといういつもの作業を繰り返していった。

（………）

　そんないつもの作業中も、私はどこでソーマにキスしようかと考えていた。

　どこかの山頂に立ってしようか、どこか綺き麗れいな湖の畔ほとりに降りたってしようか、はたまたどこかの小島に降りたってしようか……。

　眼下を流れる地表の景色を見ながら私はそんなことを悶もん々もんと考えていた。

　すると相当浮ついていたのか、ソーマにも不審がられた。

「どうしたんだ？　なんか今日は上の空じゃないか？」

『……そりゃあここは上空だもの』

「おっ、うまいことを言ったな」

　ソーマは感心したように笑ってくれた。……どうにか誤魔化せたようね。

　気を取り直して作業を再開し、そしてここが最後の地点だった。

『……六日後は晴れ、七日後も晴れね』

「よし完了っと。これで全部回り終えたな……ふぁ～」

　私が教えた一週間の天気を記録し終えたソーマは眠たそうに欠伸あくびをすると、目がシバシバするのか眉間を押さえていた。

『大丈夫？　なんだかいつにも増して眠そうね』

「ああ……シアンは寝付きがいいんだけど、カズハは夜泣きが酷ひどくてな。リーシアやカルラと交代交代で見てたせいで寝不足気味なんだ」

『王様なんだから侍従メイドたちに任せちゃってもいいんじゃないの？　それでソーマが倒れちゃったら国の一大事になっちゃうじゃない』

「そうなんだけど……リーシアは乳母に任せず自分で面倒を見たがっているからな。リーシアにだけ苦労を掛けるわけにはいかないし、俺自身、父親として育児に参加したいと思っている。眠いけど……まあ、いまは子供の顔を見られるだけで幸せだしな」

『………』

　そう言って笑うソーマを見て、私は胸の奥からなんだかモヤモヤとした感情がわき上がってくるのを感じ、なんだかいたたまれない気分になった。

　子供の顔を見るだけで幸せ……それは親としてとても正しいことだと思う。だけどソーマはシアンとカズハの父親であるのと同時に、私の騎士、私の王、私の伴侶となる存在でもあるのだ。リーシアとの家族がくれる幸せだけで満足してほしくなかった。

　……わかってる。これは嫉妬だ。

　ソーマにはシアンやカズハだけでなく、私のこともちゃんと見てほしい。本来ならばこういう気持ちは胸の奥に静めて出さないのが美徳なのかもしれない。でも、たとえそれが美徳であったとしても……この暗い気持ちは抱え込んじゃいけない気がする。

　リーシアやその子供たちを邪険に思いたくないから。

　私が私らしくなくなり、ソーマに愛される私でいられなくなる気がするから。

　だからソーマにはこの気持ちを真っ直すぐに受け止めてもらおう。

『シアンやカズハは可愛かわいいと思うけど、子供たちだけを見られるのは淋さびしいわ』

「え？」

　キョトンとするソーマに私は顔をぐーっと近づけながら言った。

『私のこともちゃんと見ててよね』

「あっ……ゴメン。そんなつもりじゃなかったんだけど……」

　ソーマは私の嫉妬心を受け止めて謝罪すると、私の鼻先を撫なでてくれた。

「そうだよな。子供たちのことは自分の命よりも大事だと感じるけど、だからといってナデンとの時間を疎おろそかにしていいわけじゃないよな。ナデンだけじゃなく、リーシアや、アイーシャや、ジュナさんや、ロロアとの時間も」

『そうよ。ソーマは家族みんなを幸せにする責任があるんだから。もしも誰かを泣かすようなことがあったら……』

「あったら？」

『ふふっ、こうしちゃうわ』

　私は人の姿へと変わった。まだ空高くにいるというのにだ。急に小さくなっていく私を見てソーマが驚きの声を上げた。

「ちょっと待てナデン!?　こんな場所で変身を解いたら！」

「危ないから手を離さないで、ソーマ」

　私は人のものになった手でソーマの手をしっかりと摑つかんだ。

　そして完全に人の姿に変わると、私たちは重力に引かれて下へと落ちていった。ソーマは地表に背中を向けた状態で、私はそんなソーマの右手を右手でとった状態での落下だった。段々と加速していき身体からだの周りを空気が流れていくのを感じる。私にとってはなんてこともない高さと速さだったけど、ソーマにとってはとんでもない体験のようだ。

「×Ｏ＄＆あ＃!!」

　ソーマは声にならない声を上げて、握った私の手を空いてるほうの手でペチペチと叩たたいた。多分「降参降参！」という意思表示なのだろう。私はそんなソーマの手に手を重ねるとグッと顔を近づけて、風の音に負けないよう大声で言った。

「大丈夫ー！　私が付いてるからー！」

「急に、スカイダイビング、させられて、平気でいられるかー！」

「ハルバートとかには散々やらせてるんでしょうにー！」

「すまんハル！　今度、竜挺兵ドラトルーパーの給料上げるように言っておくわー！」

　そんなことを話しているうちにソーマも段々とこの状況になれてきたようだ。

　いや、開き直ったというべきなのかな。私と手と手を繫つないで輪っかを作りながら、地表を見る余裕もできてきたようだ。

「慣れって怖いな。だんだん楽しくなってきた」

「そりゃあ私の背中に乗っていつも空を飛んでるんだもの」

「頼むから地上に着く前には龍の姿に戻ってくれよ」

「合点。でも、いまは人の姿でしかできないことをしましょう」

　ソーマをグッと引き寄せると、身体からだが回転して景色が逆さまになった。

　加速し、地面へと真っ逆さまに落ちていく私たち。そして、
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　私は驚き慌てるソーマに顔を近づけて唇と唇を重ね合わせた。

　さすがにこの体勢では長く密着させていることはできないので軽い感じのものに終わってしまったけど、ソーマは真っ赤になりながら目を見開いていた。

「い、いまここでするか!?」

「だって聞いたらまだしてないのって私だけっていうじゃないの」

「だからって……むぐっ」

　またグッと引き寄せて唇を重ねた。そんなことを繰り返しているうちに地上が近くなったので、私は龍の姿になってソーマを背中に乗せた。やっと自由落下から解放されてぐったりした表情のソーマに、私は笑いをかみ殺しながら尋ねた。

『それで、どう？　私とのファーストキスの感想は』

「……キスは地に足を着けてしたいと思った。いろんな意味で」

『あはははは！』

　神妙な顔で上う手まいことを言うソーマに私は笑ってしまった。

『ふふ。二度と空でキスしたくないなら、これからはちゃんと適度にしてよね？』

「……肝に銘じておく」

　これできっと、私にとっても、ソーマにとっても、忘れようにも忘れられない思い出になったはず。ふふっ、リーシアたちに伝えたらどんな顔をするかな。

　龍の姿になった私は鼻歌交じりで舞い上がるのだった。
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　―――大陸暦一五四八年二月十五日・ジーニャのダンジョン工房




　この日、俺はアイーシャと共に王都近くにあるジーニャのダンジョン工房へと訪れていた。フリードニア王国、グラン・ケイオス帝国、トルギス共和国の三国で共同開発中である『穿孔機ドリル』の開発状況を視察するためだった。

　今日は実際に穿孔機を回してみて、テストをするのだそうだ。

　この穿孔機には王国からは超科オーバー・サイ学者エンテイストのジーニャとハイエルフのメルーラ、帝国からは女皇マリアと妹将軍ジャンヌの妹トリル・ユーフォリア、共和国からは鍛冶職人のタルが関わっている。その四人に加えて、この場にはジーニャの婚約者兼お目付役のルドウィンと、タルの同胞であるクーとレポリナもいた。

　ちなみにこの穿孔機開発でリーダーを張っているのはトリルだった。

　穿孔機の開発の発起人はトリルだし、帝国で研究していた実績もあるため、ジーニャなども今回は彼女を補佐する側に回っていた。俺はトリルに話しかけた。

「さてと……トリル殿」

「トリルでいいのですわ。帝国の姫と言っても厄介払いされた身ですもの」

「それじゃあトリル。試験と解説をはじめてくれ」

「ハイですわ。危険かもしれませんので、この試作穿孔機こと『突貫くん十二号機』の前後には出ないでくださいまし」

「その名称にもいくつかツッコミたいんだけどなぁ」

　名前が適当すぎることとか、十一号機まではどうなったのかとか……。

　そんなトリルが指さした試作穿孔機は誰もが想像する円えん錐すい形けいではなく、地下鉄工事などに用いられるシールドマシンのような判子型のドリルを装備していた。円錐形のほうがロマンがあるけど、こっちのほうが実用的なのだろう。

　聞けばこの形状を提案したのはタルだそうな。

「円錐形では先端部が脆もろくて掘っているうちに欠けてしまう。欠けて先端部分が平らになれば貫通力が落ちるので、最初から面にしていくつもの刃で削り取る仕様にした」

「ウキャキャ。けったいな形だと思ったけど、ちゃんと意味があるんだな」

　タルの解説を聞いたクーが感心したように言った。

「そうだ。こいつを小型化してオイラの棍こんに取り付けられねぇかな？」

「そんなことをするくらいなら尖とがった槍やり先でもくっつけたほうが早い。武器に大事なのは瞬時に貫通できる瞬発力だから。対してこの穿孔機は堅い物を持続的に削るために、持久力を重視した形状をしている。武器には向かない」

「ふ～ん……見た目が円筒形だから、先っぽに仕込んどけば棍だと思い込んでいた相手をビックリさせられると思ったんだけどなぁ。ウキキッ、残念だぜ」

　クーは肩をすくめていたけど、口で言うほど残念そうでもなかった。ノリで生きてるところがあるので、ただ思いついたことを口にしただけなのだろう。

　俺たちは試作穿孔機の側面から少し離れた場所へと移動した。トリルは帝国にいたころはいろんな物を壊したという話だし、離れていても若干不安だ。

「陛下。どうぞ私の後ろに」

　アイーシャが背負った大剣の柄つかに手を掛けながら穿孔機と俺の間に立った。

　壊れて破片が飛んでくるようなときには切り伏せるつもりなのだろう。ジーニャもトリルも前科があるので、お言葉に甘えてアイーシャの後ろに避難した。

「それでは始めさせていただきますわ」

　そう言うとトリルが手を上げた。

　白衣を着た研究員の一人が、なにやらスイッチのようなものを入れた。

　ブン、イー、イーイー、イイイイ、イイイイイイイイ……!!

　奇音をあげながら穿孔機の先端部分が回転しだした。

　最初はゆっくりだったけど、段々とその回転速度が増していって、すぐに先端部分に鏤ちりばめられた無数の刃が見えなくなるほどの高速回転になった。

　そのまま大体一分くらいが経たっただろうか。

「……安定しているように見えるな」

　俺がそう言うとトリルはどうだとばかりにタユンと背丈のわりに大きな胸を反らした。

「ええ。これもジーニャお姉様のおかげですわ」

　そう言ってトリルはジーニャの左腕に抱きついた。年下ではあるけどトリルのほうが豊満なので、抱きつかれたジーニャは柔肉に埋うまっていた。

「一番の課題が装置への貯蓄された魔力の安定的な供給方法だったのですが、ジーニャお姉様が提供してくださった魔力備蓄装置のおかげで万事解決しました。ああ、マクスウェル家の技術はなんと素晴らしいのでしょう。ビバ、マクスウェル家ですわ！」

「暑苦しい。あとドリル髪が頭に乗っかっている」

　頰ずりされた上に、トリルの特徴的な巻いたサイドテールが自身の頭の上に乗っかっていたので、ジーニャが若干鬱陶しそうにしていた。

　しかしトリルはジーニャにじゃれつくのをやめなかった。

「ああ、私が男でしたら絶対ジーニャお姉様をお嫁にもらいますのに」

　……なんか凄すごいこと言っているな。

　王国が誇る超科オーバー・サイ学者エンテイストの一族であるマクスウェル家の大ファンってことだけど、もはやファンというよりも崇拝に近い感じになっている。さすがにジーニャを嫁にと言われて、婚約者のルドウィンも黙ってはいられなかったようだ。

「おやめくださいトリル殿。ジーニャは私の婚約者です」

　ルドウィンがジーニャの手を引いて二人を引き剝がした。
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　ジーニャはようやく解放されたとばかりにルドウィンの背後に隠れた。そんなルドウィンに対してトリルは不満そうに頰を膨らませた。

「ルドウィン殿はジーニャお姉様とは幼おさな馴な染じみとのことですけど、お姉様の開発する物の素晴らしさを理解できていないですわ。私なら、お姉様の考えをちゃんとくみ取ることができますのに」

「……たしかに、私の頭ではジーニャの凄さを理解することは難しいです。ですが私には長くジーニャと一緒にいたという自負があります」

　根が真面目なルドウィンはトリルに真っ向から反論した。

「貴女あなたがジーニャの凄さがわかるというのなら、私はジーニャのダメなところをわかっています。出不精だし、研究以外のことには無関心で一般常識には疎く、世間体も気にしない。女の子なのに身だしなみに気を遣わず、洗濯物は貯ためるし、ほっといたら食事をするのも忘れて倒れてたりする。結婚生活に不安がないとは言えません」

「ルゥ兄。いくらボクでもそこまで言われるとちょっと傷つくよ？」

　ジーニャが不満そうに口を尖らせていたけど……ルドウィンってば本当に苦労してきたんだな。さすがにこのダメさ加減にはトリルもひるんでいたようだった。

「そ、それでもお姉様の技術の素晴らしさのほうが勝っていますわ！」

「貴女はその素晴らしさを理解できるのでしょう。ですが、私にはおぼろげにしか理解できていません。それでも、理解できないままダメダメな部分を見せつけられても、私はジーニャにそばにいてほしいと思っています。妻になってほしいと」

「ルゥ兄……」

　ルドウィンのマントをギュッと摑つかんだジーニャが、頰を染めながら蕩とろけた表情をしていた。いつも飄ひよう々ひようとしている彼女には珍しい表情だった。さすがにあそこまで真剣な言葉でいかに愛しているかを語られたらあんな表情にもなるか。

　それがトリルにはおもしろくないようで、ルドウィンと視線の火花を散らせていた。

　……というか、なんで三角関係みたいな感じになっているんだ？　しかも男一人に女二人なのに、中心がジーニャという珍妙な三角関係だし。

　まあ帝国との友好関係を考えても、これ以上うちの国防軍副大将と駐フリードニア王国大使の仲が険悪になられても困るので釘くぎを刺しておこうかな。

　俺は少しだけ王様モードになり、怖い雰囲気を出しながらトリルに言った。

「トリル殿。うちの家臣の婚約についてとやかく言うようなら……」

「な、なにをする気ですの？」

「いまのトリルの言動を包み隠さずマリア殿及びジャンヌ殿に報告するぞ。ジャンヌ殿からも『トリルが帝国の恥を晒さらすようなら教えてください。首に縄を付けてでも連れ帰しますので』と言われているからな」

「そ、それだけは嫌ですわ！」

　今度はトリルが大柄のルドウィンの後ろに隠れた。自然と先に隠れていたジーニャとの距離が近くなり、ジーニャが迷惑そうにしていた。

「折角、ジーニャお姉様の薫陶を受けられるというのに、帝国へ連れ戻されるなんてまっぴらゴメンですわ！　どうかそれだけは勘弁してくださいな！」

「だったら、うちの家臣の結婚に波風たてるようなことは慎んでくれ」

「了解しました、ですわ！」

　多少睨にらみを利かせると、トリルがビッと敬礼した。

　やれやれ。そんな俺たちのやりとりをクーがニヤニヤと楽しそうに見ていた。

「……なんだよ」

「いやあ、兄貴も言うときは言うんだなって」

「いま王城は俺の戴冠式と婚礼の儀の準備でてんやわんやなんだ。しかも俺の婚礼の儀に合わせて、王都の各地で家臣の結婚を執り行う計画も進んでいる。その結婚するカップルも不足気味だしな。これでルドウィンとジーニャの結婚に水を差されたんじゃたまったもんじゃない。まーた仕事が増えることになる」

「……それってだいぶ私怨じゃないのか？」

「否定はしないよ」

　ただでさえ最近は忙しくて自分の時間が持てていないからな。本当ならシアンとカズハの育児にももっと関わりたいのに。ああ、育児休業制度が欲しい！

　そんなことを思っていると、クーがなにやら思案顔になっていた。

「結婚式ねぇ……」

　……なにか企たくらんでるような感じだけど、まあ、いまは放っておいてもいいだろう。

　いまはそんなことよりも目の前の『突貫くん』こと穿孔機だ。

　俺たちがバカな話をしている間にもキチンと回り続けている。

　そして待機していた土系統の魔導士が、あらかじめ用意してあった巨大な岩盤を『突貫くん』の前に運ぶと、『突貫くん』のほうを前へと進めた。

　いまは土系魔導士の重力操作の魔法で突貫くんを動かしているけど、実際にはライノサウルスのような大型の動物に後ろから押してもらって進むことになるようだ。

　そして岩盤に先端部分を接触させた『突貫くん』は、そのままガリガリと回転を続けて岩盤を削りだした。岩盤に接触しても回転を止めないパワーは凄い。ただ削る速度はだいぶ遅く感じられた。着実に掘り進んではいるものの、その進み具合はゾウガメの歩行速度かと思うほどノッソリとしたものだった。

「まずまず……って感じかな。もう少し早く掘り進められないものか？」

「そこが今後の課題でしょうね」

　研究チームでありながら若干蚊帳の外におかれていたメルーラが言った。

「現時点では掘り進む速度はこれが限界でしょう。削る速度を上げないまま進む速度を上げると装置が潰れてしまいます。だから、もっと術式を改良するなりして軸の回転速度を上げる必要があるでしょうね」

「できそうなのか？」

「時間はまだかかりそうだけどね。でも、やってみせるわよ」

　術式の専門家であるメルーラが請け合ってくれるなら任せて大丈夫だろう。

　幸い、ちゃんと安定した回転はできているみたいだしな。

「回転機構自体は安定しているんだろう。穿孔機ドリル以外の使い道も考えたいな」

「ウキャッ、そういうことなら兄貴。オイラは前に兄貴が言っていた〝れじゃあすきぃ〟とかいうのが気になってたんだ。回転する装置が作れればリフトとかいうのが作れて、その〝れじゃあすきぃ〟ってのができるようになるんだろ？」

　クーが目を輝かせながらそう言ってきた。そういえば前にそんな話もしたな。

　たしかにレジャースキーができるようになれば、雪と温泉の多い共和国にとっては王国や帝国から観光客を呼び込んで外貨を獲得することもできるようになるだろう。

　というか俺も家族でスキー旅行とかいきたいしな。……でもなぁ。

「そのためにはこの装置をトルギスに渡さないといけないんだよなぁ……」

「なに言っているんだよ、兄貴！　この装置は三国の共同開発なんだから当然だろう。王国が独り占めするなんて許されねぇぜ！」

　クーが心外だと怒っていたけど、俺はそれをなだめながら言った。

「いや、それはもちろんわかってるんだよ。ただこの装置に使われている素材の中で扱いが難しいものがあってな……下手すると、それを巡って争いが起きるかもしれないんだ。とくにルナリア正教皇国とかとな」

　その素材とはもちろん魔力を貯めておく仕組みの根幹である『呪カース鉱こう石せき』だった。

　近くに存在すると魔法をかき消してしまう（実際には魔法のエネルギーを吸収してしまう）という性質をもつこの呪カース鉱こう石せきは、魔法は神々や精霊からの恩おん寵ちようととらえる傾向にあるこの世界においては忌み嫌われる存在だった。その傾向はとくにルナリア正教皇国やガーラン精霊王国のような独自の信仰を持つ国に顕著であり、もしそんな呪カース鉱こう石せきを利用しようとしていることが知られるとかなり面倒くさいことになるだろう。

　どうもこの大陸の南東側でよく採掘されるらしく、我が国の採掘量は多い。多分、共和国の東側でも採れるだろう。自国で使用する分には情報統制をかけられるけど、他国とも情報を共有することになれば、いずれは第三国にも情報が漏れるおそれがある。

　そうなったときに大陸の人類側国家のどこまでが使用を支持するかによって、その後の展望が変わることになる。正教皇国や精霊王国に繫つながる人々の反発を受けることが予想される中で、果たして帝国と共和国は協調路線を維持してくれるだろうか？

　そこらへんを探りながらの交渉が必要になってくる。だから俺はクーに言った。

「この装置はたしかにトルギス共和国に大きな恩恵をもたらすだろう。国が利益を得れば共和国内の北上政策支持者を黙らせることにも繫がるだろうし、是非ともこの技術を導入してほしいと思っている」

「兄貴……」

「ただ、そのためにはその素材の取り扱いなどについてもっと話し合う必要がある。だからクー、王国と帝国と共和国の三人で話し合う場を設けたい。俺とマリア殿と、共和国側の代表はお前ということでいいのか？」

　そう尋ねるとクーはドンと胸を叩たたいた。

「ああ！　この穿孔機開発の交渉に関しては親おや父じから一任されているからな。オイラは頭はよくねぇが、この装置が共和国の未来を開くものだってことはわかる。だから、こいつを共和国に持って行くためになら、どんな努力も惜しまねぇぜ」

　真っ直すぐな目でクーはそう断言した。

　出会ったころは浮ついていておちゃらけた感じがしていたのに、いつの間にかこんな頼もしい雰囲気を出すようになっていた。男子三日会わざればなんとやらだ。ユリウスのときにも感じたことだけど、生きているかぎり時間は人を成長させていく。

　俺も負けずに頑張らないと……と、そんなことを思っていたのだけど、

「ウッキャッキャ。オイラとしては〝れじゃあすきぃ〟ってのがどういうもんなのか気になってしょうがねぇんだ。なんだか楽しそうな響きだしな」

　クーが悪ガキのような顔でそう言った。……どうにも安定しない成長だな。

　半ば呆あきれながら、俺はクーと握手を交わした。そんなクーの様子を、タルとレポリナが真剣な目で見ていたことには気付かなかった。







　それから数日後。

　この日、王都パルナムの職人街にあるタルの工房は賑にぎやかだった。

「おーい、タル～。金床のヤスリがけは終わったぞ。どこに置けばいい？」

「うぅ～、結構重たいですね～」

　クーとレポリナが重量のある金床を二人がかりで持って入ってきた。ついさっきまで工房の外でこの金床の手入れを行っていたのだ。

　二人の声を聞いて、炉の中の灰を搔かいて掃除していたタルは作業の手を止めると、顔に付いた煤すすと汗が混ざったものを拭いながら、自分の近くを指さした。

「……こっちの炉の近くにお願い」

「あいよ」

　クーとレポリナは言われた位置に金床をよっこらせっと置いた。

　三人はいまタルの工房の大掃除中だった。

　最近は穿孔機開発のために工房を留守にしていたので、タルはお休みである今日は工房内の掃除と道具の手入れをしようと思っていた。そこにやってきたクーが事情を聴き、レポリナを巻き込んでタルを手伝おうと言い出したのだった。

　共和国にいたころから、クーはタルに良いところを見せたくてよく工房の掃除を手伝っていたので、道具の手入れの仕方も慣れたものだった。そんなクーに無理矢理付き合わされることが多かったレポリナも同様である。

　タルは一日がかりの作業になるだろうと思っていたのだけど、人手が増えたことで日が暮れる前にはすべての作業が終わっていた。手伝ってくれたお礼にと、タルは淹いれてから冷ましておいた紅茶を二人に振る舞った。季節はまだ春前なので寒いが、三人とも汗だくになって作業していたので冷たいお茶が格別にうまく感じられた。

「今日はありがとう。クー様、レポリナ」

　カップで口元を隠しながら、タルは照れくさそうに二人にお礼を言った。

「ウッキャッキャ、いいってことよ。なぁレポリナ？」

「ええ。クー様に振り回されるのにはもう慣れましたとも」

　まだまだ元気そうなクーに比べて、レポリナは若干疲れたようにウサ耳を萎しおれさせていた。そんな対照的な二人の様子に苦笑しながらタルはクーに尋ねた。

「それでクー様、用件をまだ聞いてなかった。今日はどうして私のところに来たの？　べつに工房の掃除を手伝いに来たわけじゃないんでしょう？」

「ウキャ？　あっ、そうだったそうだった！」

　クーはいま思い出したとばかりにポンと膝を叩いた。

　あっ、本当に用事があって来たのか……とタルは少しだけ目を丸くしていた。クーの場合、ただの思いつきで遊びに来ただけということも十分に考えられるからだ。というか、以前までのクーだったら間違いなくそっちだっただろう。

　しかし今日のクーは真面目な顔でタルに尋ねた。

「例の穿孔機開発について詳しく聞きたくてな。どうなんだ？　開発具合は」

「……順調。問題が起こってもジーニャ殿とトリル殿が議論を交わせば、すぐに突破口が見つかる。あの二人は本当に頭がいい。あとは私が二人が求めるクオリティの部品を作って、メルーラ殿が術式を提供するだけでいい」

「だけって……それも言うほど簡単じゃねぇと思うがな」

　クーは嘆息しながら肩をすくめた。

　ジーニャとトリルが天才なのは間違いないだろうが、その天才の要求に応えているタルもまた超一級の職人であることは間違いないだろう。クーは満足そうに笑った。

「ウッキャッキャ、本当にタルさまさまだぜ。タルがいなけりゃうちの国は穿孔機開発に関われなかっただろう。一緒に王国に来てくれて本当に良かった」

「……そう」

　タルは素っ気なく答えたけど、その頰はほんのりと赤くなっていた。褒められて満更でもないのだろう。そんなタルの様子をレポリナも和やかな顔で観みていた。

　するとクーは膝に手を当てて立ち上がりながら、工具入れに入っていた木材用の手回し式穿孔機を手に取った。それをクルクルと回しながらクーは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「となると問題は、うちの国が開発される穿孔機を応用できるかどうかだ。そういう人材がいるかどうかで……未来が変わってくる」

「「　クー様？　」」

　いつもと違うクーの様子にタルとレポリナは不安を覚えた。

　いつも暢のん気きでお調子者のクーとはまるで別人のようだ。心配そうな二人の前にクーはこの大陸の地図を広げると、ニヤリと獲物を見つけた獣のような目をしながら言った。

「北でフウガと会ってから、オイラはずっと考えていたんだ。これからのこと……トルギス共和国の未来についてな」

「共和国の未来……」

「………」

　思いがけない真面目な話にタルは驚いていたが、東方諸国連合で一緒にフウガを見たときにすでに聞かされていたレポリナは黙って聞いていた。

「北では今後、フウガが率いる『マルムキタン』が台頭してくるだろうぜ。アイツはそれだけの野望とそれを叶かなえるだけの実力を持った漢おとこだ。そして東には兄貴の『フリードニア王国』があり、西には女皇マリアの『グラン・ケイオス帝国』がある。おそらく今後はこの三カ国を中心に大陸は動いていくことになる」

　クーは地図を指さしながら言い、そして南のトルギス共和国を指し示した。

「そんな中でうちの国はどうするか。王国、帝国と医療同盟を結び、穿孔機を共同開発したりと友好的な関係を築いている。だがそれだけじゃあ安心できねぇ。もしフウガの『マルムキタン』が『東方諸国連合』を吞のみ込み、『ルナリア正教皇国』と『傭よう兵へい国家ゼム』の二国と手を結ぶか、あるいは攻め滅ぼすかすれば、その牙は共和国まで届くことになる。王国や帝国にしても、いつまでも安泰とはかぎらねぇしな」

　クーはどかりと席に腰を下ろすと、組んだ足の上に肘を突いて唸うなった。

「そうなったとき、果たしてうちの国は切り抜けられるのか？　冬は雪や氷に閉ざされて外敵を寄せ付けない土地だが、それだけじゃあ勝ち目が薄い。そもそもその雪や氷が食料生産力を下げていて、うちの国を発展しづらくさせているわけだしな。かといって、北上政策で凍らない土地を確保するのも現実的じゃねぇ。寒冷さと乱気流のせいで空軍を持たないうちらじゃ、奪取した土地を護まもることも難しい」

　竜ドラゴンや飛竜ワイバーンが嫌がるほど寒く、上空を乱気流が吹き荒れているトルギス共和国は空軍を寄せ付けず、また冬になれば道も雪に閉ざされるので外敵も入って来にくくなる。

　しかしそれは裏を返せば自前の空軍を用意できず、また冬になったら本国との補給線が寸断されるために、他国へも攻め込みづらいということでもある。

　共和国の古い世代はいまだに『北上政策』を国是だと思っている者も多いが、そんな無理がある夢からは早く目覚めるべきだとクーは考えていた。

「共和国の今後を考える上で大事なのは『北上政策』に替わる新たな道だ。オイラは今回の穿孔機開発がその突破口になるんじゃねぇかと考えている」

「新たな道、ですか？」

　レポリナに聞かれてクーは力強く頷うなずいた。

「うちの連中は手先は器用だ。冬、雪に閉ざされた家の中でチマチマと作っていた装飾品なんかはとても精巧で、そういったものを創り出す技術力はこの大陸一だと言っていいだろう。俺はこれをさらに伸ばしていきたい。穿孔機ドリルにタルの職人技で造った部品が欠かせないように、帝国と王国にとっても共和国を欠かせない国にするのさ」

　つまるところ、クーが考えていたのは『技術立国』だった。

　精巧な部品を造る技術はときにどんなものよりも強力な外交カードとなる。

　共和国が製造する部品が王国と帝国にとって欠かせないものにすることができれば、様々な便宜を両国に図ってもらうことが期待できる。

　また穿孔機が開発されて冬場の道が開かれれば、食料品も多く仕入れることができるようになるだろう。そのための資金調達にも役に立つ。

「技術力の向上は結果的に共和国を豊かにするだろう。そのためには、その技術を生み出すタルみたいな職人を国が保護していく必要があるだろうな。そのためには共和国のヤツらの意識も変えていかなきゃならねぇ」

　高い技術力を持つ共和国民ではあるが、装飾品などの製作は冬場の手慰み程度にしか考えていなかった。その意識をまず変えなければ技術の向上は期待できない。

「親父にも相談するつもりだが、素晴らしい物を創り上げた職人は褒賞し、粗悪な物を乱造した職人は取り締まる。そうやって国民たちの中にさらに良い物を創ろうという意欲を植え付け、育てていく。それが共和国がこのさき進むべき道だ」

　拳を握ってそう訴えるクーにタルも感心したように頷いた。

「良い考えだと思う。技術は宝」

「クー様、ちゃんと立派なことが言えるじゃないですかぁ」

　レポリナに至っては涙ぐんですらいた。クーは照れくさそうに笑った。

「オイラだって王国に遊びに来てるわけじゃねぇんだぜ？　ちゃんと兄貴の政策を見て、吸収できるところは吸収してるさ。……だからこそ課題もわかってるんだけどな」

　クーは困ったような顔で頭をガシガシと搔いた。

「他国に秀でる技術を育てるために必要なのは応用力だ。うちはそれが足りない」

「えっ、応用力、ですか？」

「ああ。兄貴は玉音放送の宝珠を利用して放送番組なんてものを作った。演説のためにしか使ってなかったものを国民の娯楽に利用するなんて、この世界の誰も考えなかっただろう？　そういったあるものを応用していく能力が、このさき絶対に必要になる。穿孔機の回転機構にしても、兄貴はいろいろな使い道を考えているはずだ」

「……そうかもしれない」

　タルも思案顔で頷いた。

「ジーニャ殿やトリル殿ならいろんな利用法を考えつくと思う。だけど、私にはそういうのを考え出すことはできない」

「ああ、俺にだって無理だ。だから兄貴たちほどではないにしても、そういうことを思いつける人材を自前で用意する必要がある。それも大量にだ」

「用意すると言ってもなにかアテはあるんですか？」

　レポリナにそう尋ねられると、クーはニヤリと笑った。

「いまはいねぇ。だが、時間を掛ければ用意することができるだろう」

「？　どういう意味ですか？」

「うちの国で頭の良さそうなヤツや、若くて意欲があるヤツをどんどん王国や帝国に送って学ばせるんだ。オイラが兄貴からいろいろ学んでるみたいにな。そんでそいつらが国に帰ってきて教えれば、共和国にも応用力のあるヤツが増えてくるはずだ」

　クーの考えは王国や帝国に留学生を派遣しようというものだった。

　もちろん、あとでクーの父親で共和国元首のゴウラン・タイセーの許可が必要になるだろうが、クーはなにがなんでも説得しようと思っていた。

　そんなクーにレポリナは感心したように言った。

「は～……凄すごいですねクー様。そんなことを考えていたなんて」

「おう、もっと褒めてくれてもいいんだぜ？」

　褒められたクーは照れくさそうにウキャキャと笑った。

「ま、未来の国家元首だしな。オイラの時代になって使えるヤツがいねぇってことになっても困る。種族や年齢に関係なく使えるヤツはバンバン登用しねぇといけねぇし」

「……立派だと思う」

　タルも素直に感心したようで、クーはますます上機嫌になった。

「ウッキャッキャ、惚ほれ直したか？」

「……すぐに調子に乗る。どうしてそういう話になるの？」

「そりゃあタルには未来の国家元首夫人になってもらいてぇからな」

「………」

　クーにストレートに好意を伝えられたタルは言葉を失った。口調はいつもどおりの軽い感じだったが、その目は真っ直すぐにタルを見ていた。

「オイラはいつだって本気だぜ？　いますぐにってわけにはいかねぇが、共和国に帰ったら間違いなくタルを嫁にもらうつもりだ。タルには共和国の職人の代表格として活躍してほしいからな。オイラと一緒に歩いてもらいてぇし」

「………」

「ま、答えは急がねえよ。考えといてくれよな」

　そう言うとクーは「あらよっと」と立ち上がり工房から出て行った。

　取り残されたタルとレポリナは呆ぼう然ぜんとした様子でクーの出て行った扉を見つめていた。そして、さきに我に返ったレポリナがタルに尋ねた。

「若様、本気っぽいけど……どうするのです？」

「!?　どうするって……レポリナはいいの？」

　我に返ったタルはレポリナに聞き返した。

「レポリナもクー様のことが好きなんじゃ？」

　表情を窺うかがうように尋ねるとレポリナはコクリと頷いた。

「たしかにクー様のことをお慕いしています。ですが、クー様は将来の共和国の元首となるべき人です。クー様が嫁にと仰おつしやるならともかく、私が自分からお嫁にもらってくださいとは言えません。だから正直、タルさんのことが羨ましいです」

「レポリナ……」

　気遣わしげな顔をするタルに、レポリナはクスリと笑って見せた。

「タルさんとのことをハッキリさせないうちは、クー様もタルさんに義理立てして他の女性に目を向けることもないでしょう。タルさんが受け入れるにせよ、拒否するにせよ、これでようやく私のことも見てくれるようになると思います。自分からお嫁にもらってくださいとは言えませんが、お嫁にもらってもらえるようにアピールすることはできますからね。私はどんな形であれ、クー様の傍そばに居られるだけで満足ですから」

「………」

　タルがなにも言えないでいると、レポリナも立ち上がって入り口の扉に手を掛けた。

「あとはタルさんがどうしたいかです。私は二番目でも構いませんので、お二人のことを応援します。ですがもし、タルさんがクー様のプロポーズを断るようなら、私は傷心のクー様を慰めて一番目に選んでもらえるように動きます」

「……レポリナは自分の気持ちを素直に言えるのね」

「私は心の底からクー様について行きたいと思っていますから」

　そう言うとレポリナは、その言葉を実践するかのようにクーのあとを追って工房から出て行った。残されたタルは自分の胸に手を当てながら自問した。

（私の……望みは……）





◇　◇　◇






　それはまだ私が十歳くらいのある冬の日のことだ。

　幼いころの私は冬が嫌いだった。トルギス共和国の冬は雪と氷に閉ざされる。戸口を開ければいつも自分の胸の高さにまで雪が積もっていて、外へ出ることを阻んでくる。

　この時季の大人たちは暖炉の前で俯うつむきながら装飾品製作など内職をしている。

　この雪と氷では農作業や船を出しての漁などもできず、他にすることもないからだ。なんだか陰鬱で気が滅め入いってくる。

　私は鍛冶屋だったお爺じいちゃんが鉄を打つのをボーッと眺めていた。

　この時季の鍛冶屋は農家から預かった農具の修理で大忙しだった。秋の終わりに注文を受けて、農閑期の間に修理して春になったら返却しなくてはならない。そのためお爺ちゃんは燃えさかる炉の前で真冬だというのに薄着で大汗を搔かいていた。

　カンッ、カンッ、カンッ……

　鉄を打つ音を聞きながら炉の中でゆらめく炎を見る。鉄を打つお爺ちゃんは格好良いと思う。だけどこうも毎日同じ光景ばかりを見ていたらさすがに飽きてしまう。

（……つまらないなぁ）

　そんなことを考えながら、私はこの冬何度目かわからない溜ため息いきを吐ついた。

　ブモー！

　そんなときだ。外から大きな獣の鳴き声が聞こえてきた。

　この声はヌーマスだろうか。ヌーマスは大きくて毛むくじゃらの生き物で、積もった雪にも負けずにズンズンと進むことができ、主に軍用として飼育されている大型騎獣だ。

　私が勢いよく戸口を開けると、目の前にそのヌーマスの足があった。見上げるほどの巨体がいきなり眼前に現れたので、あんぐりと口を開けてしまった。

「ウッキャッキャ。オズミ工房ってのはここでいいのか？」

　すると頭の上からそんな元気な声が降ってきた。

　一瞬目の前のヌーマスが喋しやべったのかと思ったけど、すぐにヌーマスの上から私と同い年くらいの雪せつ猿えん族ぞくの男の子がひょっこりと顔を覗のぞかせた。

「振り回してて壊しちまった親おや父じの剣の修理を頼みたいんだけどよー」

　どうやら声の主はこの男の子だったようだ。

「そ……そうだけど……」

　私がかろうじてそう答えると、そんな男の子の後ろから今度は私よりも少し年上くらいの白はく兎と族ぞくの女の子が顔を覗かせた。

「ほら～若様。急にヌーマスで乗り付けるから女の子をビックリさせちゃってるじゃないですか。しかもこのヌーマスもお父上が飼育している軍用のものを勝手に持ち出したわけですし、また怒られちゃいますよ？」

「ウッキャッキャ。べつにいいじゃねぇか。この雪で徒歩はしんどいだろ？」

　白はく兎と族ぞくの女の子が窘たしなめても、雪せつ猿えん族ぞくの男の子はまったく気にした様子がなかった。おそらく身分に差があるのだろう。男の子のほうが偉そうな感じがするし。

　すると男の子はヌーマスの上からヒラリと飛び降りた。

「ウキャッ!?」

　しかし男の子の身長は私とさほど変わらなかったので、積もっていた雪にズボッと胸まではまっていた。すると男の子は意地にでもなっているのか「ふんなぁ！」とか気勢を上げながら胸で雪をズンズンとかき分けながら近づいてきた。

　そして男の子は私の前に立つとニカッと笑いながら言った。

「オイラはクー。で、上にいるのはレポリナだ。オメーは？」

「……タル」

「タルってのか。よろしくな、タル」

　そう言うとクーと名乗った男の子は私の手を取ってブンブンと振った。私が外に出るのを阻んでいた雪を、お構いなしにズンズンとかき分けてやってきた男の子。

　―――これが私とクー様とレポリナの出会いだった。







「……朝」

　休日をもらったというのに、いつもの習性で夜明け前に起きてしまった。

　案の定、窓の外はまだ暗い。ベッドから身体からだを起こしながらさっきまで見ていた夢のことを思い出していた。小さいころ、クー様やレポリナと出会ったころの夢だ。

　あの日からクー様とレポリナはたびたび私の家に来て遊ぶようになった。

　もっとも家でできる遊びはかぎられているので、遊びに来たと言ってもクー様はすぐに私を外に連れ出すのだけど。三人でヌーマスに乗っていろんなところに行った。

　クー様はああいう無鉄砲な性格なので、私とレポリナも巻き添えで危険な場所に踏み込んで雪崩に巻き込まれそうになったり、野生生物に追いかけられたり、それを知った大人たちに怒られたりと、割と理不尽なめにもあっていたけど。

　懐かしい。そんな昔のクー様といまのクー様を比べてみる。

（クー様は……やっぱり変わったと思う）

　この国に来て、いろんな世界に触れて、視野が広くなったように思う。

　東方諸国連合への援軍に付いていったりと無茶をするのは相変わらずだけど、なんだかんだで元首の息子であることを自覚していて、国のためになること、国を脅かす存在などについてちゃんと見極めている。……成長したんだと思う。

（でも、変わらない部分もある）

　クー様はいつだって立ちはだかる壁を壊そうとしている。

　小さいころ雪をかき分けて私の前に現れたように、いまは穿孔機ドリルを使って雪と氷に閉ざされているように見える共和国の未来に風穴を開けようとしている。

　そんなクー様だからこそ、レポリナもあれだけ振り回されているにもかかわらず、恋い慕い、どこまでも付いていくつもりなのだろう。

　私も……そんなクー様の役に立ちたいと思っている。

　戦えない私はレポリナのように戦場にまで付いていくことはできないけど、せめて前へと突き進んでいくクー様の背中を見ていたいと思う。

　そしてクー様が雪をかき分けて私を外に連れ出してくれたように、クー様の行く手を阻む壁があったら今度は私が壊したい。

　力は無いから、代わりに持てる技術のすべてを使って。

「……よし」

　私は決意を固めると、朝食を食べてから工房をあとにした。





◇　◇　◇






　―――その十日後




「おーい、タル～。来たぞ～」

「タルさ～ん？」

　この日、クーは大事な用があるからとタルに手紙で呼び出されて、レポリナと共にタルの工房へと来ていた。今日は炉に火はおこしていないようで、真っ昼間は逆に太陽が高くて部屋に光が差し込まず薄暗い。二人はそんな工房内へと入った。

「ったく、タルのやつ。こそこそとなにをやってるんだろうな？」

「………」

　最近タルの様子がおかしかった。

　ここのところ、なにやら忙しそうにしているようで、クーが工房を訪ねても留守なことが多かった。なにかしているようなのだが、クーが尋ねても「まだ秘密」とその内容を教えてはくれなかった。まだ、ということはいずれは教えてくれるつもりらしいので、そっとしておくことにはしたものの気にはなっていた。

　また、おかしなことと言えばもう一つある。

　一週間ほど前にクーの愛用の武器である棍こんをタルが借り受けに来たことだ。もともとタル製作の武器であり、メンテナンスをしたいからということだったのだけど、まだ返ってきてはいなかった。今日はその返却のために呼び出されたのだろうか。

　クーがそんなことを考えていると、タルが工房の奥から出てきた。

　その両手には布で包まれたとても長いものが抱えられていた。

「クー様、レポリナ。いらっしゃい」

「おう、タル。そいつはメンテナンスに出してた俺の棍か？」

　クーが軽い調子でそう尋ねたところ、タルは少し申し訳なさそうな顔で首を振った。

「ごめんなさい、クー様。メンテナンスっていうのは噓うそ」

「ウキャ？　メンテナンスはしなかったって言うのか？　なんで？」

「やったのはメンテナンスじゃなくて改造だから」

　そう言うとタルは長いものにかぶせてあった布を取った。

　すると現れたのは様変わりしていたクーの棍だった。

　金のムカデの装飾が施された中心部分に変化は見られない。しかしその両端は二本の溝が彫られたむき出しの金属に変わっていた。ソーマが見たら棍と言うよりも、三国志系のアクションゲームに出てくる狼ろう牙が棒ぼうのようだと思ったかもしれない。

「な、なんだこりゃあ!?」

　様変わりした愛用の武器を見てクーは驚きの声を上げた。

　そんなクーにタルは金のムカデ頭の部分を指さした。

「そこにあるボタンを押してみて」

「えっ、これか？」

　クーが言われるがままにボタンを押すと、なんと棍の両端にある金属部分が、

　ギュイ～ン！……と音を立てて高速回転をはじめた。あまりのことに呆ぼう然ぜんとしてしまったクーとレポリナに、タルはどこか自慢げな様子で言った。

「クー様が欲しいって言っていた穿孔機を付けてみた」

「……いや……いやいやいやいやいや！」

　クーはもう一度ボタンを押して回転を止めるとタルに詰め寄った。

「いや、この前聞いたときはできないって話だったんじゃなかったのか？」

「結構大変だった。棒として振り回すなら円えん錐すい形けいじゃなくて円筒形がいいみたいだから、ジーニャ殿やトリル殿に相談してこういう形状になった。先端部に無数の刃を散らす形状は効率が悪いから、木工用の手回し式穿孔機に近い二本の溝を使って掘り進む形状に変えた。その穿孔機部分はメルーラ殿の付与魔法で強化してあるからかなり丈夫」

　そしてタルは腰に手を当て胸を張りながら言った。

「あえて名前を付けるなら……『穿せん孔こう棍こん』」

　淡々とその穿孔棍について解説するタルに、クーはこめかみを押さえながら言った。

「いや、期待以上の出来だし、作ってくれたことは嬉うれしいんだけどよ。まさか俺の願望をそのまま形にしてくれるとは思わなかったぜ。タルって結構頑固だろ？　こういうバカっぽい要求は突っぱねると思ってたからさぁ」

「……これは……私の覚悟だから」

　タルはそっと穿孔棍に触れながら真面目な顔で言った。

「クー様がやりたいと思うこと、叶かなえたいと思うこと、成し遂げたいと思うこと……私はそれを支えたい。たとえ人に無茶や無謀だと言われることでも私は否定しない。私の技術の及ぶ限りを尽くして、きっと叶えてみせる」

「タル……お前……」

　クーはタルに手を伸ばした。するとタルはその手を取って自分の胸元に当てた。

「クー様が前を向いて夢を貫けるように、私はすぐ後ろからその背中を支える。これが私の、貫きたい心だから」

「それって……オイラと婚約してくれるってことか？」

　クーが尋ねると、タルは小さくコクリと頷うなずいた。クーは感極まってタルに抱きつこうとしたのだが、その直前で「待って」とタルが手を突き出して制した。急にストップをかけられて蹈鞴たたらを踏んだクーにタルは言った。

「一つだけ、条件を言ってもいい？」

「お、おうよ！　オイラにできることならなんだって言ってくれ！」

「それじゃあ……」

　するとタルはレポリナのもとへと歩み寄ると、その手を取った。

「え、タルさん？」

「一緒に来て」

　そしてタルはレポリナと手を繫つなぎながらクーの前に立ち、そして言った。

「婚約するならレポリナと一緒がいい」

「「　えっ……ええええええ!?　」」

　これにはクーもレポリナも驚きに目を見張っていた。

「あ、あの、タルさん？　どうして急にそんなことを……」

「私は技術面ではクー様を支えられるけど、それ以外のことでは苦手なことも多い。武器は作れても一緒に戦うことはできないし、人見知りな性格だから社交性を求められても困る。レポリナならそういったときにクー様の助けになってあげられるでしょう？」

　困惑するレポリナに、タルは得意げにフンスと鼻を鳴らした。

「私にできないことができる人をいずれお嫁さんに迎える必要が出てくるかもしれない。だったら私はレポリナがいい」

「タルさん……」

「お、おい。そんな勝手に……オイラはタルと……」

　口を挟もうとしたクーだったが、タルはビッと指をクーの鼻先に突きつけた。

「クー様はどこでも無茶しがち。東方諸国連合でも無茶をしたって聞いた」

「そ、それはそうだが……」

「私がどんなに心配しても戦場ではクー様の力にはなれない。でも、レポリナならクー様を守って一緒に戦ってあげられる。レポリナがクー様のそばにいてくれれば、私も少しは安心して帰りを待てる。私は内で、レポリナは外でクー様を支えるの。クー様だってレポリナのことは嫌いじゃないんでしょ？」

「そりゃあ嫌いなわけねぇけどよ……でも、だからって……」

　歯切れが悪くなるクーにタルは更に畳みかけた。

「前にクー様は、ソーマ王の義妹いもうとさんに『嫁に来ないか』って言ってた」

「あれは、お前の気を引きたかっただけだ！」

「知ってる。クー様はいつも女の子に口説き文句を言っては、私のほうをチラチラと見てた。焼き餅やいてほしいんだろうなってことはなんとなくわかってた」

　図星だった。自分の見み栄えを見透かされていたことを聞かされて、クーは穴があったら入りたい気分になった。そんなクーにタルは真っ直すぐ向き合いながら言った。

「でも、クー様はレポリナだけは一度も口説かなかった。一番身近で、私よりも付き合いの長い可愛かわいい女の子なのに。それはクー様もレポリナの気持ちに気付いていたからなんでしょ？　その気も無いのに口説いたりしたら、レポリナのことを傷つけてしまう。だから一度も口説かなかった」

「………」

「ク、クー様……？」

　またまた図星だった。間違いなくクーの考えなど見透かしている。素っ気ない態度を取りながらも、ずっとクーのことを見てきたタルだからこそだろう。

「レポリナはずっとクー様のことを思ってきた。そしてクー様はそんなレポリナのことが嫌いじゃない。私も、レポリナのことは好き。だから……のけ者にはしたくない」

「あーもう、わかったよ！　降参だ降参！」

　クーは両手を上げた。そしてバツが悪そうにレポリナのほうを見た。

「えっと……そういうことだからよ……レポリナもオイラの嫁になってくれるか？」

「クー様……はい！　不ふ束つつか者ものですがよろしくお願いしますうう！」

　レポリナは感極まったのだろう。笑いながら大粒の涙をこぼしていた。

　タルはそんなレポリナの背中をそっと撫なでてあげていた。そこまで自分との婚約を喜んでくれているレポリナと、レポリナを迎え入れてまで自分を守りたいと思ってくれているタル。そんな素敵な女の子たちに囲まれて、クーも腹を決めたようだ。

「ウッキャー！　こうなったら男らしく、二人まとめて面倒を見てやろうじゃないか」

「それは間違い。私たち二人がクー様の面倒を見るの」

「ぐすっ……そうですよ。タルさんの言うとおりです」

　二人にそうツッコまれて、最後まで格好のつけられないクーだった。
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　―――大陸暦一五四八年三月一日夜・パルナム城




「お召しにより参上いたしました」

　この日、国王直属の諜ちよう報ほう工作部隊『黒猫』のリーダーであるカゲトラは、ソーマからの呼び出しを受けてパルナム城の政務室へとやってきた。相変わらず黒虎マスクに黒鎧よろいという物騒な出いで立ちで、部屋の扉からは入らずにテラスのガラス戸のほうから入ってきたカゲトラに、ソーマは額を押さえながら溜ため息いきを吐ついた。

「……普通に入り口から入ってこられないのか？」

「この格好では不審がられましょう。また侍従メイドに卒倒されても困りますゆえ」

「いまさらだけど忍ぶ気配のない格好だよな」

　闇には溶け込むのかもしれないが、カゲトラの格好は光がある中で見ると凄すさまじいほどの存在感を放っていた。しかしカゲトラは静かに首を横に振った。

「いざとなれば他者の認識は付与術式でなんとでもなります。それよりも、今日はなぜ拙者を呼び出したのですか？　なにやら重要な任務があるとのことですが」

「……ああ。お前にしか任せられないことなんだ」

　ソーマは真面目な顔になると、政務机の大きな引き出しを開けて中からなにやら四角い物を取り出した。それは金属製のケースだった。

　十五センチ×二十センチ×四十センチぐらいの直方体で、表面に装飾のような物はないが、上面の蓋の部分には大きな錠前が付いている。そのデザインのシンプルさと防御意識の高さから、いかに重要な物が入っているであろうことを窺うかがい知ることができた。

　ソーマはそんな金属製の箱をカゲトラに差し出した。

「これをエルフリーデン家の義ち父ち上うえのもとに届けてほしい。もちろん、こうやって頼むのだからカゲトラ自身の手で頼む。義ち父ち上うえに手渡すまで開封は厳禁だ」

「……先代王のアルベルト殿にですか」

　カゲトラはその金属の箱をマジマジと見た。

　厳重に封をされた箱。送り主は現（暫定）国王。送り先は先代国王。

　そしてその輸送をわざわざ黒猫部隊のリーダーに頼むという念の入れよう。これではまるで国家を揺るがすような危険物が入っているようではないか。

　一体全体、この箱の中にはなにが入っているというのだろうか。

「中身についてはお尋ねしてもよろしいですか？」

「ダメだ。教えることはできない」

　そう言うとソーマは、今度は鑞ろうで封がされた手紙をカゲトラに差し出した。

「そして、この箱と一緒にこの手紙も義ち父ち上うえに渡してくれ。中には書状と一緒にこの箱の鍵も入っている。そして義ち父ち上うえにその場で書状を読んでもらい、義ち父ち上うえが読み終わるのを待ってその指示に従ってくれ」

「……承知しました」

　カゲトラは頭を下げると金属の箱と手紙を受け取った。

　疑問だらけの届け物ではあるものの、この若き王のことだ。きっとなにか深い考えがあってのことなのだろうと思い、カゲトラはそれ以上なにも聞こうとはしなかった。あとはただ、受けた依頼を正確に果たすのみである。

　カゲトラが来たときと同様、テラスから帰ろうとした……そのときだった。

　コンコンッと政務室の扉が叩たたかれた。

　カゲトラは身を隠そうとしたが、ソーマが「待て」と言って制止した。すると、

『私よ。入ってもいい？』

　と、女性の声が聞こえてきた。その声はリーシアのものだった。

　ソーマが「どうぞ」と声を掛けると、扉が開かれてリーシアと……。

「!?　これは奥方様！」

「お久しぶりですね。カー……カゲトラ殿でしたか」

　なんと先代の王妃であるエリシャが一緒に入ってきた。

　相変わらず気品があり、孫が生まれたにもかかわらず見目麗しい貴婦人だった。

　ソーマの話によると初産で生まれたての双子の世話をするのは大変だろうと、応援に駆けつけてくれたのだそうだ。そんなリーシアとエリシャの腕にはそれぞれ、カズハとシアンが抱かれていた。リーシアは部屋の片隅で呆あつ気けにとられているカゲトラをチラリと見ると、やわらかな笑みを浮かべて小さく会釈した。

　その姿を見てマスクの奥に隠れたカゲトラの目に熱いものがこみ上げてきた。

（あのお転てん婆ばだった姫様が……母となられたのですな……）

　この場には王家三代の姫たちがそろい踏みだった。その光景にカゲトラは思わず目頭を押さえたくなったが、動揺を悟られるわけにはいかず必死にこらえた。

　カゲトラが人知れず葛藤している横でソーマはリーシアに尋ねた。

「もうシアンとカズハにおっぱいはあげ終わったのか？」

「ええ。今日もいっぱい飲んで、二人ともぐっすりね。シアンのほうは母上が寝かしつけてくれたんだけど、カズハのほうは興奮してたのかなかなか寝てくれなかったわ」

「ふふふ、本当にカズハちゃんはリーシアの幼いころにそっくりね。貴女あなたもやんちゃで大変だったのよ。ベッドからすぐに抜け出そうとしたりして」

「は、母上。そんな物心つく前のことを言われても困ります……」

　エリシャに思い出話をされて、リーシアは頰を赤らめていた。

　ソーマはそんな二人の会話に苦笑しながら子供たちの顔を覗のぞき込んだ。リーシアの腕の中のカズハも、エリシャの腕の中のシアンもとても安らいだ表情をしている。

「ああホント……政務なんてなければ一日中みてたい可愛さだな」

「もう、バカなこと言わないの。ソーマは王様なんだからちゃんとしなさい」

「ふふふ、リーシアったら昔の私と同じ事を言ってるわ」

　早くも親バカ気味になっているソーマをリーシアが窘たしなめて、その様子が自分たちのときと重なって見えたのかエリシャがクスクスと笑っていた。

　そんなアットホームな空気に所在がなかったカゲトラが立ち尽くしていると、リーシアはチラッとカゲトラを見た。そして彼のもとへと歩み寄っていった。

「あの……カゲトラ殿」

「……なんでしょうか」

「この子のこと、抱いてあげてくれませんか？」

　そう言ってカゲトラに向かってカズハを差し出した。

　この提案にカゲトラは珍しく狼ろう狽ばいしているようだった。

「いえ、それは……拙者のようなものが抱いてはこの子を怖がらせてしまうので……」

「大丈夫です」

　リーシアはどこまでも真っ直ぐにカゲトラのことを見ていた。

「貴方あなたは私の敬愛する人によく似ています。母上から聞きました。その人も昔、私がカズハくらいだったころに抱いてくださったそうです。そして、我が子のように可愛がってくださいました。だから……私の娘であるこの子が貴方を嫌うなんてありえません」

「姫……」

　カゲトラは籠こ手てを外すと、おそるおそるカズハのことを受け取った。

　筋肉のために太くなった無骨な腕ではあるものの、カゲトラはネコ科の獣人族であるためにフサフサの毛で覆われていた。そんな腕に抱かれたカズハは一瞬こそばゆそうにしたものの、すぐに安心しきったような顔で寝息を立てていた。

　赤ん坊はまだこの世界のことがわからず常に敏感になっている。

　その敏感な部分で感じ取ったのだろう。この腕は絶対に自分のことを護まもってくれる存在であると。しばらくしてカゲトラはリーシアにカズハのことを返した。

「貴重な経験をさせていただき、ありがたき幸せにござる」

「ふふ。今後もソーマがたくさん迷惑をかけるかもしれませんけど、どうかご無理はなさらず、ご自愛なさってください」

　カゲトラを気遣うリーシアを見て、ソーマは少しだけ不満そうだった。

「迷惑って、酷ひどい言われようだな」

「おや、カゲトラ殿に嫉妬ですか？　婿殿」

「……否定はできません。義は母は上うえ」

　エリシャにニコニコ顔でツッコまれて、ソーマは観念したように肩をすくめた。

　リーシアも「まったくもう」と言いながらも微笑ほほえんでいた。

　そんな温かな空気にマスクの下の口元が緩むのを感じながら、カゲトラは「しからばご免」とテラスの窓から夜の闇の中へと消えていった。







　―――翌日の夕刻

　カゲトラは山間にひっそりとある先代王アルベルトの旧領へとやってきた。

　アルベルトの屋敷へと到着し、その異様な風貌に若干気け圧おされ気味の侍従メイドに案内されたのは居間だった。三月に入ったとはいえ山間はまだまだ肌寒く、大きな暖炉には赤々と火が点ともっていた。居間にはすでにアルベルトが居て、カゲトラを笑顔で出迎えた。

「おお、カー……ゲトラ殿。よく来たのう」

「はっ。アルベルト殿もご壮健そうで」

　カゲトラが拝礼すると、アルベルトはその肩をポンポンと叩いた。

「よいよい。儂わしはもう引退した身じゃ。いまはもう主君と家臣という垣根はすて、古き友として接してほしいぞい」

「いえ……失礼ですが私と貴方様にはさほど面識はなかったと思うのですが」

「……変わらんのう。相変わらず面倒くさい性格をしとる」

　あくまでも堅苦しいカゲトラの態度に、アルベルトは溜息を吐きながらそっと右手を差し出した。

「ならば、いまより友となっとくれ。さながら〝古くからの知り合いであるかのような態度〟で接してくれたら儂も嬉うれしいぞい」

「……はっ。そういうことならば、喜んで」

　カゲトラはアルベルトの手を取ると、固く握手を交わした。アルベルトはカゲトラを暖炉の近くに置かれたソファーへと座らせると、自身は小さなテーブルを挟んで向かい合う位置に座った。そして膝の上で手を組みカゲトラに尋ねた。

「それで、今日はどういった用件で儂のもとを訪ねて来たのかのう？」

「はっ。我が主上、ソーマ陛下より貴方様宛の届け物を預かって参りました」

　カゲトラはアルベルトにソーマから預かっていたあの金属の箱を差し出した。

　そして懐から、ソーマからのもう一つの預かり物である手紙を取り出すと、金属の箱を「おやおや、なにかのう」と興味津々な様子で眺め回しているアルベルトに差し出した。

「また主上よりの手紙も預かっております。主上が仰おつしやるには、拙者の居る前で開封し、読んでいただきたいとのこと。この金属の箱の鍵も同封されているはずです」

「ふむ、承ったぞい」

　アルベルトは手紙を受け取ると鑞で封をされていた部分を開き、中の書状を取り出して読み出した。アルベルトはときどき「ふむふむ」とか「なるほどのう……」とか言いながら読み進めていき、どうやら読み終えたようでその書状を折りたたんだ。

　そして手紙の中からこの金属の箱の物と思われる鍵を取り出した。

　鍵を摘つまみながらアルベルトはカゲトラのほうを見た。

「手紙には、其方そなたにはこの場では儂の命に従うように命じてあると書いてあったが？」

「はっ、主上よりそのように命じられております」

「ふむ……その言葉、ちゃんと憶おぼえておくようにのう」

　そう言うとアルベルトは金属の箱を閉じている錠前に鍵を差し込んだ。

　ガチャリと回せば箱の蓋がゆっくりと開いた。カゲトラはその中に一体どんな重要な物品が入っているのかと、緊張感をもって見守っていた……のだが。

「？」

　中に入っていたのは一本の葡ぶ萄どう酒しゆのボトルだった。

（これは……一体全体どういうことなのだ）

　カゲトラは目を丸くした。さも重要そうな物が入ってそうな箱を運ばせておいて、その実、アルベルト殿に葡萄酒を一本届けるだけだったなんて。自分は主上にからかわれたのだろうかとカゲトラが考え始めた、そのときだった。

「っ!?　その葡萄酒は!?」

　葡萄酒の銘柄が目に入ったとき、カゲトラはマスクの下の目を大きく見開いた。

　そんなカゲトラの反応を見てアルベルトはニヤニヤと笑っていた。

「おや、おかしいのう。其方はこの葡萄酒について知らんはずなのじゃが」

「……いえ……なんでもありません。拙者の気のせいでござった」

「この葡萄酒はのう、我が娘リーシアが生まれたときに儂の古き友に贈った物なのじゃ。いかなるときもリーシアを護ってくれるようにと、リーシアの生まれたその年にできた葡萄酒をな。友はよく『姫様の婚礼の日に、我が輩はこの酒で酔い潰れる所存』と言っておったのう。その友も、いまはもういないのじゃが……」

　そう言いながらアルベルトは侍従メイドを呼びよせると、グラスを二つとなにか適当な料理を持ってくるように命じた。そしてアルベルトはソファーの背にもたれながら、もう一度書状に目を落とした。

「友はどうやら、この葡萄酒を婿殿に託したようじゃの。しかし婿殿には葡萄酒の良よし悪あしはわからず勿もつ体たいないから、儂に飲んでもらいたいとのことじゃ。婚礼の日に酔い潰れてもらっては困るから、婚礼の前祝いとしてのう。『一人で飲むのもなんでしょうから〝ちょうどそちらに遣いに出した者〟に酌をさせるといいでしょう』……だそうじゃ。付き合ってくれるか、カゲトラ殿？」

「いえ、そのような葡萄酒を拙者が飲むことなど……」

「儂の命に従うよう命じてある、とも書かれておるがのう？」

「ぐっ……」

　カゲトラは辞退しようとしたが、主命とあれば断れない。

　カゲトラが葛藤で歯がみしている間に、侍従メイドたちによってちょっとした宴うたげの席が設けられていた。そしてアルベルトはトドメとばかりにカゲトラにグラスを差し出した。

「ちょうどエリシャも王城に行っていて暇を持て余しておったところなのじゃ。どうじゃろう？　共にいまはなき友を偲しのび、また〝我らが〟娘の婚礼を祝って、共にこの葡萄酒を飲み干してはもらえぬだろうか」

「……はっ」

　やがて観念したのかカゲトラはグラスを受け取った。

「承知いたした。が、この程度の量の葡萄酒では酔い潰れることなどできませんな」

「ほっほっほ、安心せい。我が家の蔵にはこれと同じ年の葡萄酒が沢山眠っておるわ。なにせリーシアが生まれた喜びで大量に購入してしまったからのう」

　どうやらアルベルトが友に贈った物はそのうちの一本だったようだ。

「そのような無駄遣い……奥方様が聞いたら怒るのではないですか？」

「実際にえらく怒られたぞい。しばらくリーシアを抱っこさせてもらえなんだ」

「……くくくっ、貴方という御お方かたは……ガーッハッハッハ！」

　カゲトラは普段からは考えられないような大笑いをした。それにつられてアルベルトも笑いだし、邸宅に男二人の笑い声が響き渡った。

　その夜、この屋敷ではどんちゃん騒ぎが行われたようなのだが、夜が明けたころには居間で眠っていたのはアルベルトだけで、客人の姿はすでに消えていたという。

　おそらくすでにべつの任務へと向かったのだろう。

　カゲトラ、まさに影のごとき謎多き男である。
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　―――大陸暦一五四八年三月三日




　リンゴーン♪　リンゴーン♪

　鳴り響く、めでたくも喜ばしき出来事を祝う鐘の音。

「おめでとーございまーす！」

「お二人に母なる竜ドラゴンの祝福のあらんことを！」

　鳴り止やまぬ民衆の拍手と祝福の声。

　この日、新たな二組の夫婦が誕生した。……ただしその場所はフリードニア王国ではなく、東方諸国連合内の一国であるラスタニア王国だった。

「ティア姫様ぁ！　ご結婚おめでとうございまぁす！」

「ユリウス様ぁ、どうか姫様を幸せにしてあげてくだされぇ！」

「綺き麗れいですよ！　ローレン兵士長！」

「ジルコマ殿もおめでとう！」

　春の訪れを感じさせる暖かなこの日、ラスタニア王国ではユリウスとティア姫、ジルコマとローレン兵士長の合同結婚式が行われていた。この国で唯一人の姫君の結婚式ということもあり、中心都市ラスタには小規模国家ゆえあまり多くない国民たちが全員集まっているのではないかと思うほど、今日は大勢の人々が集まっていた。

「ローレン兵士長もついに他人のものになってしまわれたか……」

「ちくしょージルコマ！　我らが麗しのローレン兵士長を奪っていきやがって！　泣かせるようなことをしやがったらただじゃおかねぇからな！」

　ローレンはラスタニア王国の兵士たちの間では人気があったため、歓声には若干ジルコマに嫉妬する野郎どもの声が混じっていた。しかしそれはごくわずかだ。

　圧倒的大多数の祝福の声を聞きながら、ユリウスとティア姫、ジルコマとローレン兵士長という二組の新郎新婦が集まった民衆に向かって手を振っていた。その様子を背後の高台から、ティア姫の両親である現ラスタニア国王夫妻もご満悦な様子で見守っていた。

　やがて二組の新郎新婦は民衆たちが両脇を固めている道を歩き出した。

　街を一周して自分たちの結婚式を観みに来てくれた者たち全員に、自分たちの晴れ姿を見せるためだ。すると本日の主役の一人であるローレンは着慣れぬドレスに戸惑ったのか、足をもつれさせてつんのめりそうになった。それをジルコマが腕を伸ばして支えた。

「す、すみません！　ジルコマ殿！」

　ローレンは顔を真っ赤にしながらジルコマから飛び退のいた。

　そしてシルクの手袋をした手で両頰を押さえた。

「うぅ……お恥ずかしいです。このようなヒラヒラとした格好に慣れていないため、無様を晒さらしてしまいました。折角貴方あなたの妻となれたのに、姫様のように女らしく振る舞えぬ自分が嫌になります」

　恥じ入るようにそんなことを言うローレンをジルコマはとても可愛かわいらしく思った。

　高ぶる気持ちが抑えられなくなったジルコマは、そんなローレンを抱え上げた。いきなりお姫様抱っこで持ち上げられて、ローレンは目を白黒させていた。

「うわっ、ジルコマ殿!?」

「私は普段の凜り々りしい貴女あなたを好いています。そして、今日の華やかな貴女を見て惚ほれ直しました。私は大陸一の幸せ者です、ローレン殿」

「ジルコマ殿……はい。あ、でも、もう『殿』はやめてください。他人行儀な言葉遣いもです。私はもう貴方の妻なのですから」

「……わかった、ローレン。だからもお前も私を『殿』と呼ぶな」

「はい！　アナタ」

　ジルコマの腕の中で満面の笑みで返事をするローレン。

　ローレンの幸せそうな顔を見て、ティアも嬉しそうにユリウスに微笑ほほえみかけた。

「ローレン兵士長、とても幸せそうですね」

「そうだな……ジルコマも同じ気持ちなのだろう。普段は他人の前で女性を抱きかかえるような男ではないのだが、ローレン殿に悲しい顔をさせたくなくて焦ったと見える」

　ユリウスが普段通りの冷静な顔でそう言うと、ティアはユリウスの顔を窺うかがうようにチラチラと見た。

「でも……ああいうの、とても羨ましく思います」

「……やりましょう」

　ティアの期待を隠しきれない顔を見てユリウスは観念したように嘆息すると、ジルコマと同じようにティアを抱え上げた。ただやはり気恥ずかしさが勝っているのだろう。

　ユリウスは相変わらず仏頂面のままだった。ティアはそんなユリウスの首にそのしなやかな腕を回し、息が掛かるくらい近くに顔を寄せた。

「ユリウス様のそういうところ、私、大好きです」

「そういうところ、とは？」

「優しいのに、それを素直に表に出せない不器用なところです」

「……言ってくれる」

　ユリウスはおでこでティアのおでこを軽く小突いた。ちっとも痛くはなかったものの、ティアは両手で小突かれたおでこを押さえてプーッと頰を膨らませた。

「ユリウス様はもっと素直に振る舞ったほうが素敵だと思います」

「私はこの性格が性に合っている。仕事をする上でも、少しだけ尊敬されて少しだけ恐れられるくらいのほうが楽なのさ」

「む～、それだと皆さんにユリウス様の良さが伝わらないじゃないですか」

「ティアが私を理解してくれている。それだけで十分だ」

　ユリウスのかすかな微笑みを見て、ティアはドキリとしてしまった。

「ユリウス様のそうやって私を自然にドキドキさせるところ、狡ずるいです」

「……それはお互い様だ」

「ユリウス様も私にドキドキしてるのですか？」

「ああ。ティアは目を離したら、どこで迷子になってるかもわからないからな」

「むぅ～」

　不満げな様子のティア姫を見て、ユリウスはまた微かすかな笑みを浮かべるのだった。





◇　◇　◇






　―――数日後

　ユリウスはラスタの王館の政務室で政務上必要な書類の作成を行っていた。

　本来ならばこれはラスタニア国王がやるべき案件なのだが、ユリウスのほうが的確に且つ迅速に行うことができるため、いつの頃からかユリウスが代わりに行い、国王はそれを確認してから承認の判を押すだけになっていた。

　先の魔ま浪なみを乗り切った功績から、東方諸国連合内の論功行賞の結果、ラスタニア王国の国土は二倍ほど広くなった。もっとも、もともとの国土が小さかったため国力の上昇具合は微々たるものなのだが、国土が増えたことにより人も増え、それによって整備しなければならない事柄も増えて仕事は増加傾向にあった。

　これほどの量になるとユリウスでもなければ捌さばくことができず、またティア姫がユリウスと結婚したことで次期国王となることが決定しているため、簒さん奪だつの危険もなく安心して任せることができたのだ。つまるところ、ユリウスはこの世界に召喚された当時のソーマのような状況下に置かれているわけだ。

　神経質なところがあるユリウスにしても、政務が雑に積まれているような状況は気になってしまうらしく、好んでやりたいとは思わないものの黙々と作業をこなしていた。

　コンコンコン……

　すると政務室の扉が叩たたかれて、可か憐れんな少女の声が聞こえて来た。

『ユリウス様、ティアです』

「入ってくれ」

　ユリウスが声を掛けると、扉が開かれて先日ユリウスの妻になったばかりのティアが入ってきた。手にはお茶の用意がされたトレイを持っていた。

「お疲れ様です。少し休憩なさいませんか？」

「……そうだな。少し休もうか」

　ユリウスは羽根ペンを置くと、ティアと一緒にお茶用のテーブルへと移動した。ユリウスのカップにお茶を注ぎながら、ティアはユリウスに申し訳なさそうに謝った。

「すみません、ユリウス様。本当ならお父様のお仕事なのに……」

「気にしないでくれ。義ち父ち上うえより私のほうが書類仕事に向いているというだけだ」

　淹いれてもらったお茶の匂いを嗅ぎながら、ユリウスはなんてこともないように言った。

「ですが、私たちは……その……新婚なのに、もう仕事なんて」

「仕方ないだろう。王家がのんびりしていては国が停滞してしまう」

「それはそうなんですけど……ローレン兵士長のところはもっと甘～い感じらしいですよ？　その、毎晩……な感じらしく、寝不足だって言ってました」

「……まあ、三人は産んでもらうとか言っていたしな」

　どうやらジルコマたちは仲良くやっているようだ。二人はしばらく休みをもらっているので、新婚生活を存分に満喫していることだろう。

　そんな二人のことが羨ましいのか、ティアは拗すねたように口を尖とがらせた。

「私だって、もう子供が産める年齢ですのに」

「……もうしばらくは待ってくれと言っただろう」

　結婚してはいるものの、ユリウスはまだティアに手を出してはいなかった。それはティアがまだ満十六歳（今年で十七歳）という年齢だからというのもある。

　この世界の結婚としては適齢期ではあるものの、妹のロロアよりも年下で、また仕草にも子供っぽさが残るティア姫をすぐにどうこうしようという気にならなかったのだ。

　少なくともあと一年くらいはこのままの関係を望んでいた。

　ユリウスは手を伸ばし、ティアの頰に触れてやさしく撫なでた。

「焦らなくても、これからずっと一緒にいるのだ。一緒に過ごす時間の中でいつか、私の子供を産んでくれたら嬉うれしい」

「ユリウス様……」

　見つめ合う二人。なんとなく甘々な空気になってきた……そのときだった。

　ドンッ、ドンッと部屋の扉が荒々しく叩かれた。ユリウスが「入れ」と命じると、若い兵士が挨拶もそこそこに部屋に転がり込んできた。

「た、大変です！　ユリウス様！」

「騒々しいな。一体どうしたと言うのだ？」

　ユリウスが尋ねると、兵士は声を張り上げた。

「フ、フリードニア王国のロロア様より結婚祝いの品が届きました！」







「「　なっ!?　」」

　その光景にユリウスもティアも揃そろって息を吞のんだ。

　兵士に案内されたのは王館の玄関などではなく、ラスタを囲む防壁の南門だった。

　門を抜けたユリウスたちを出迎えたのは、その門から近くにある丘の上まで続いている長い荷馬車の列だった。荷馬車と言っても様々で、普通に馬に牽ひかせている物もあればライノサウルスのような大型騎獣に牽かせた物もある。

　護衛の冒険者もまた多く、もはや商隊というよりは商大隊といった感じだった。

　そんな光景にユリウスたちが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、先頭の馬車に乗っていた灰色髪で紳士風の痩せた男性がこちらに歩み寄ってきた。

「ユリウス・ラスタニア様並びに奥方のティア様とお見受けします」

　男は私とティアの前に立つと、恭しく執事のようなお辞儀をした。

「そうだが……ん？　其方そなたの顔、どこかで見た憶おぼえがあるな」

「はい。私めはセバスチャン・シルバディアと申します。以前は公都ヴァンで『銀の鹿の店』という服飾店を営んでおりました。そのときより公女ロロア様と親しくさせていただいております」

「服飾店？　私はそのような店に行ったことはないはずだが……」

　ロロアの繫つながりということは公城内ですれ違ったのだろうか。

　ユリウスはセバスチャンの顔をジーッと見つめた。温和そうな紳士に見えてなかなか油断のならない男のようだが……かなり前にだがどこかで見たような気がする。

　服飾店などではなく、もっと殺伐とした場所で……。

「『銀の鹿の店』……シルバディア……っ!?　まさか其方はあの【銀鹿】か!?」

「ふむ、懐かしいですね。そう呼ばれていた時期もあります」

　セバスチャンは昔を懐かしむような穏やかな顔をして言った。

【銀鹿】……それはユリウスとロロアの祖父ヘルマン将軍の片腕で、とくに物見の名手として名高かった男の尊称だった。銀色の髪を持ち、山の多いアミドニア公国の悪路をひょいひょいと進んでいくことからそう名付けられたという。ユリウスは幼いころ、ヘルマン祖じ父い様さまが登城するさいに供として付いてきたのを見たことがあった。

　しかし【銀鹿】は十年ほどまえに引退したという話だったはずだ。

　それが公都で服飾屋を営み、ロロアと親しくしている。ユリウスはピンときた。

「ヘルマン祖父様は、よほどロロアが可愛かったのだろうな」

「はて、なんのことでございましょうか」

　とぼけるセバスチャンの様子にユリウスは溜ため息いきを吐ついた。

　ヘルマンの娘でもある、ユリウスとロロアの母が死んでから、父ガイウス八世はより王国への復ふつ仇きゆうにのめり込んでいった。ユリウスは武人であるため父から疎んじられることはないだろうが、文官思考のロロアの性格では家族の中で孤立しかねなかった。

　実際にユリウスもガイウスもロロアの進言には耳を貸さず、ロロアも二人よりは文官のコルベールなどに懐いていた。そんなロロアを心配して、ヘルマン祖父様は自分の右腕である【銀鹿】を派遣したのだろう。もしものとき孫娘を守れるように……。

　いつも厳いかつい顔をしている老将も孫娘には甘かったようだ。

「ロロアはそのことを知っているのか？」

「ですから、私にはなんのことだかさっぱりです」

「……食えない者たちだな」

　相変わらずとぼけるセバスチャンに、ユリウスは苦笑した。

「それで、この荷馬車の列はいったいなんなのだ？　私たちへの結婚祝いと聞いたが」

「はい。これらはすべてロロア様からユリウス様・ティア様宛の結婚祝いの品でございます。積んでいる物を簡単に言いますと、木と石と鉄にございます」

「は？　木と石と鉄？」

　結婚祝いに？　ロロアのやつ、一体どういうつもりなんだ？

　ユリウスが訝いぶかしく思っていると、セバスチャンは懐からなにやら書状を取り出した。

「お二人の前で読み上げるようにと、ロロア様からの手紙を預かってございます」

　セバスチャンはロロアからの手紙を読み上げた。

『兄あにさん、可愛かわいい義あ姉ねちゃん、結婚おめでとう。元気にイチャラブしとる？　兄さん、義姉ちゃんは小柄なんやし、あまり特殊なプレイを強要したらアカンで』

「ロロアのやつ、出だしからなんてことを言うんだ」

　私はいきなり仕掛けてきたロロアに頭が痛くなった気がした。

　特殊なプレイと聞いてティアが真っ赤になって俯うつむいてしまっているし。今度会う機会があったら一発頭を叩こう。そのときはもう王妃だろうが、国王のソーマに事前に断りを入れれば国際問題になることもないだろう。

　セバスチャンは咳せき払ばらいを一つすると音読を再開した。

『さてさて、二人への結婚祝いなんやけど、ダーリンにも相談してなにがええか話し合った結果……やっぱ新婚生活に必要なのは【家】やろなってことになってん。だから結婚祝いに木材や石材や鉄を仰山贈ることにしたわ。兄さん、贈ったものを組み立てて精々立派な【家】を造ればええよ。ほなな～。ロロアより』

「家の素材ですか？　でもこの量だとお城が建っちゃいそうです」

　丘まで続く商隊を見てティアが呆ほうけたように言った。

　ロロアの手紙を額面通りとらえたティアの反応に、ユリウスは苦笑した。

「ティア、私たちは王族だ。王族にとっての【家】とは【国】のことではないか？」

「あっ、そうですね！　ということは、ロロア様はこの物資をこの国に？」

「そうなのだろう。どれもいまのこの国には不足している物です」

　ラスタニア王国はいま魔ま浪なみの被害からの復興段階にある。

　自分たちのそれまでの領地に加え、新たに加増された領地の復興も行わなければならない。東方諸国連合に属する各国より見舞金は届いているが、そもそもその金で買う復興のための物資自体が不足していた。領地が二倍に増えてもこの国が小国であることは変わらず、行商人たちはより金払いのいい国へと行ってしまうからだ。

　不足するほど物資の値段は上がる。

　結局、復興のための資材を満足に買い揃えることができず、とりあえず防壁や医療施設などの重要性の高い施設から順に直していくよりなかった。

　だからこそロロアは金ではなく物資を贈ってくれたのだろう。それも支援物資だと他国からの不公平感が出そうだから、あくまでも兄への結婚祝いとして。いきなり全土を復興できるほどではないが、これでかなり楽になるはずだ。

　ユリウスはセバスチャンに感謝の言葉を伝えた。

「これほどの物資をここまで送るのは大変だっただろう？」

「そうですね。物資を集めるよりも、通過する東方諸国連合内の各国への根回しのほうが面倒だったようです。ソーマ陛下にもかなりご尽力いただいたとか」

「また大きな借りができてしまったな……」

「借り……っ！　そうです、どうしましょう！」

　するとティアが頰に両手を当てながら大きな声を出した。

「どうしたのだ？　急に大きな声を出して」

「ユリウス様、これって私たちへの結婚祝いなんですよね？　そしてロロア様ももうすぐソーマ殿とご結婚なさるとか。私たちもなにか贈らなければならないと思うのですが、このような素晴らしい贈り物に見合う物など、この国にあるのでしょうか！」

　どうやらティアはお返しの心配をしていたようだ。たしかに国土も小さく復興途中のこの国にフリードニア王国に贈れるような物はないように思われた。

「大丈夫だ、ティア」

　しかしユリウスは心配そうに震えているティアの頭をそっと撫でた。

「ロロアたちへの結婚祝いならば私が用意できる」

「ほ、本当ですか!?　でも、この国にそのようなものが？」

　頭に疑問符を浮かべるティアにユリウスは微笑ほほえみかけた。

「用意できるんだよ。この国だからこそな。……セバスチャン」

「はい。なんでございましょうか？」

「物資の搬入が済んだら王国へと帰るのだろう？　いまから取ってくるから、帰るついでにロロアとソーマへの結婚祝いとして届けてもらえないだろうか」

「承りましてございます」

　セバスチャンは再び恭しく礼をした。

　ユリウスは一度王館へと戻ると、机から目当ての物を取り出して再度セバスチャンの待つ城門へと戻ってきた。そして持って来た物をセバスチャンに手渡すと、それをソーマに届けてほしいと頼んだ。ユリウスが手渡した物を見て、ティアは首を傾かしげた。

「……そのような物がこの贈り物に見合うものなのですか？」

「ああ。これでいいんだ」

　キョトンとしているティアの髪を撫でながら、ユリウスは太鼓判を押した。

「これはソーマが喉から手が出るほど欲しい物だろうからな」





◇　◇　◇
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　さらに二週間後。王都にあるパルナム城の政務室で、ソーマはロロアとセバスチャンが見守る中、ユリウスから贈られた結婚祝いに目を通していた。

　目を通す、というのはユリウスから贈られた物は紙の束だったからだ。

　読み終えたソーマはふうと一息を吐くとその紙の束を机の上に置いた。

「さすがユリウスだな。俺が欲しがっていることを察知していることもそうだけど、あらかじめこれを用意していたことが凄すごい。恐ろしいくらいの慧けい眼がんだ」

「ダーリン。兄さんからの結婚祝いってなんやったの？」

　ロロアにそう聞かれて、ソーマは腕組みをしながら答えた。

「これはマルムキタンの動静をユリウスの手の者が調べたものだ」

「ダーリンの警戒しとるフウガとかいうんがおるところやんな？」

　ソーマは頷うなずくと、立ち上がって壁に掛けられているこの大陸の地図のもとへと歩み寄った。そして東方諸国連合内にあるマルムキタンを見つめた。

「マルムキタンでは先頃、フウガとムツミ殿の婚礼が行われたそうだ。そしてそれと時を同じくして、マルムキタン内に潜伏していた反フウガ派の残党の駆逐に成功したらしい。つまり、フウガはマルムキタン国内を固め終わったわけだ」

　ソーマは地図にあるマルムキタン上に手を置いた。いまはまだ手がはみ出てしまうほどの国土だが、この指のようにフウガの野望は国をはみ出していくことだろう。

「これからアイツの目は本格的に〝外〟へと向くことになるだろう」

　フウガは言っていた。まずは国内を固め、それが終わったら東方諸国連合内の各国に支援を要請して魔王領へと乗り込むと。いよいよその計画が動き出すわけだ。

　これからますますフウガの動向から目が離せなくなってくるだろう。

　ソーマは机に戻ると紙束の上にポンと手を置いた。

「これはユリウスがマルムキタンの動向について独自に調べた報告書だ。俺も黒猫部隊を派遣して諜ちよう報ほう活動はさせているが、東方諸国連合は国の集合体であるために連絡を取るのも難しく、かなり活動は制限されている。しかし、ラスタニア王国は東方諸国連合に所属しているから、ユリウスのもとにはかなり情報がもたらされているようだ」

「それを兄さんは教えてくれたってことなん？」

「ああ。たとえばフウガが東方諸国連合内の国家とどんな交渉をしたのかなどは、黒猫たちにも調べにくいものだからな。……ユリウスはこういった情報を今回だけでなく、定期的に送ってくれるんだとさ。俺たちの結婚祝いとして」

　フウガの情報はなにがなんでも欲しい。

　それこそロロアに頼まれて贈った物資以上のものを支払ったとしてもだ。

　それがわかっていてこれを結婚祝いとして贈ってきたのだからユリウスは侮れない。

「まさに値千金の結婚祝いだ」
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　―――大陸暦一五四八年の一月末ごろ




　東方諸国連合へと派遣した援軍将兵たちが帰国し、その後始末も終わって一息吐いていたころのことだ。王都に雪が降るほど冷え込んだこの日の夕方。

　パルナム城内にあるセリィナの私室を訪れたコマインは、この部屋の主であるセリィナとテーブルを挟んで向かい合わせに座っていた。テーブルにはお茶の用意はされているものの、のんびりと飲んではいられないような異様な雰囲気になっていた。

　そんな張り詰めた空気の中でコマインがセリィナに尋ねた。

「いいですか、セリィナさん。もう一度聞きますよ？」

「………」

　真剣な表情のコマインに対して、セリィナはいつもの涼しげな表情だった。

　コマインは意を決したように口を開いた。

「もうあまり時間がありませんので、まどろっこしいのはなしです。セリィナさんはポンチョさんのことをどう思っているのですか？」

　いきなり本題に切り込んだコマイン。セリィナは小首を傾げた。

「どう思うと言われましても、ポンチョ殿はポンチョ殿だと思いますが？」

「そういうことじゃないんです。ポンチョさんを好きなのかどうかという話です」

「好き……ですか？」

　セリィナはううんと唸うなった。美人なので物思いにふける姿にも華がある。

「……好ましくは思っていますよ？　少々弱気で優柔不断な面があり、見ていてもう少し自分に自信を持ってくれると補佐する身としては助かるのにとは思いますが、人柄はいいですからね。好人物なのは間違いないかと」

「それには同意しますが……そういうことでもないんです」

　コマインはどうしたものかと頭を抱えた。

　東方諸国連合にいたときにソーマから、それとなくセリィナの恋心を自覚させてやってほしいと頼まれたコマインだったが、無自覚のセリィナはなかなかの難敵だった。

　コマインから見て、セリィナとポンチョは相性が良いと思う。

　セリィナは有能でポンチョが大臣として至らぬ点をしっかりとフォローしているし、ポンチョは料理でそんなセリィナの胃袋をガッチリと摑つかんでいる。

　コマインとポンチョの関係も似たような感じだが、セリィナとポンチョはさらに深く結びついている感じがする。お互いがお互いを必要としている感じだ。

　それがポンチョを慕っているコマインには悔しくも歯がゆかった。

「……セリィナさんは、ポンチョさんの料理は大好きですよね？」

「勿もち論ろんです」

「料理を作るポンチョさんのことをどう思っているのですか？　一人の殿方として」

「尊敬しています。あのような料理に出会えたことは、私の人生の中でも最大の幸福と言っていいでしょう。だから料理を生み出したポンチョ殿には感謝しています」

　うっとり顔で言うセリィナ。コマインはやはり脈があるように思えた。

「その尊敬や感謝の心が恋愛感情に変わったりはしないのですか？」

「恋愛感情……ですか」

　するとセリィナがわずかに視線を下げた。

　その変化にコマインは「おや？」と思った。いつもは冷静沈着で顔色を変えることのないセリィナなのに、いまはほんの少しだけ憂いが見えた気がしたからだ。

　どうしたのだろうかとコマインが言葉を待っていると……。

「その……恋愛感情というものが、私にはよくわかりません」

　セリィナは言葉を探すかのようにそう告白した。

「……はい？」

「私の家は代々王家にお仕えしてきました。私も幼少のころより王家に仕えるに相応ふさわしき人物となるよう教育されてきたのです。私の忠義も誠意も王家のためのものだと教えられました。ですので王家以外の誰かを思うことなど考えたこともありませんでした」

「………」

　コマインは絶句してしまった。どうやらセリィナが恋愛に無自覚なのは、彼女の家系のお役目への自負と、徹底した侍従メイドになるための教育のせいだったようだ。

　いや、いくら王家に傍そば仕づかえすることを誇りにしている家系だからといって、主君に対する忠義と誠意以外の、個人の感情までは縛ったりしないだろう。恋愛感情さえも禁じていたならば、この世にセリィナが生まれてくることもなかったはずだ。

　しかし責務に忠実なセリィナは教えを額面通りに受け取ってしまったようだ。

　王家のことを最優先に考え、それ以外の人に対して特別な感情を抱く必要などないと最初から切り捨てて生きてきたのだろう。仕事ならばどんなことでも器用にこなすセリィナなのに、自分自身のことに関してはなんと不器用なのだろうか。

　手て強ごわいはずだとコマインは肩を落としたが同時にこうも思った。

（でも、そんなセリィナさんもポンチョさんの料理に対しては強い興味を示してます。美お味いしいものを食べたときは普段の鉄面皮も崩れがちですし、もう一押しあれば自分の気持ちに気が付くんじゃないかな？）

　そうなってくると必要なのはコマイン自身の覚悟だ。何重にも鍵の掛かった心を開かせるためには、多少強引なやり方をしてでもこじ開ける必要がある。

「……わかりました。私も覚悟を決めます」

「？　なにを仰おつしやっているのかわかりませんが？」

　首を傾げるセリィナに、コマインは立ち上がると彼女を見下ろしながら言った。

「こうなったら徹底的にやります！　私が〝居たいと思う場所〟に辿たどり着くためには、もう手段を選んではいられませんから」

「………」

　覚悟を決めて部屋から出て行くコマインを、セリィナは呆ぼう然ぜんと見送った。





◇　◇　◇






　それから数日が経たったある日。

　ポンチョは王都にある屋敷の一室で緊張感のある顔をしていた。

　つい先日、ポンチョのもとにまたお見合いの話が届けられて、今日その相手と面会することとなっていたからだ。ピーク時よりは減ったものの、言葉通りの独身貴族であるポンチョのもとにはまだまだこういった見合い話が持ち込まれていた。

　いつもならセリィナとコマインがポンチョの背後に控えて、お見合い相手に裏があるかどうか目を光らせているのだが、今日はコマインは用事があるとのことでいなかった。

　そのため今日ポンチョの背後に控えているのはセリィナ一人だった。

　お見合いの予定時刻間近になり心が落ち着かなくなってきたポンチョは、緊張をまぎらわすように背後のセリィナに話しかけた。

「今日のお見合い相手は一体どういった方なのでしょうね、ハイ」

「？　お相手が誰か聞いていないのですか？」

「はいです、ハイ。王城のほうに急に持ち込まれた案件とのことなので、お見合い相手の情報はまったく届いていないのです。王城からはとりあえず会ってみてほしいと言われているのですが……」

「それは……妙ですね」

　お見合いをするに当たって、相手の情報をまったく知らされないなどということがあるのだろうか。ポンチョと縁戚関係を結びたいならば事前の根回しが重要のはずだ。名前を告げ、お見合い相手となる女性の家柄や容姿や器量を喧けん伝でんし、ポンチョに少しでも良い印象を与えようとするものではないのだろうか。

　セリィナがそんなことを考えていると、ポンチョが申し訳なさそうに頭を下げた。

「いつもすみませんです、セリィナ殿。私わたくしのお見合いに付き合っていただいて」

「……いえ、これも陛下から命じられたお役目ですので」

「それでも、ありがとうございます、ハイ。私もいい加減縁談をまとめたいところです。補佐していただいているセリィナ殿やコマイン殿に申し訳がありませんから」

「……そう……ですね」

　拳を握って意気込むポンチョを見て、セリィナはわずかな苛いら立だちを憶おぼえた。

　しかし、自分がなにに対して苛立っているのかはわからなかった。

　ポンチョはべつに変なことは言っていないはずだ。

　それなのに……なぜか胸のあたりがザワザワしている。セリィナがギュッと自分の胸元を摑んだ、そのときだった。不意に部屋の扉がノックされた。

「ど、どうぞなのです、ハイ」

　ポンチョが呼びかけると、『失礼します』という声と共に扉が開かれて、美しく着飾った女性が入ってきた。この女性が今日のお見合い相手なのだろう。

　しかし相手の顔を見て、ポンチョはもちろんのことセリィナも目を見開いた。

「こ、コマイン殿!?　今日は用があると言っていませんでしたか!?」

　ポンチョが驚きの声を上げると、コマインは「はい」と微笑ほほえんだ。

　今日のコマインはいつもよりめかし込んでいた。いつものネイティブアメリカンっぽい装束の上に色鮮やかな反物を羽織り、頭には翡ひ翠すいを繫つないだ髪飾りを乗せている。おそらく彼女の部族の晴れ着なのだろう。薄うつすらとだが化粧もしているようだ。

　そんな風に着飾ったコマインの姿を見て、ポンチョはようやく思い至った。

「も、もしかして、今日のお見合い相手とはコマイン殿なのですか？」

「はい。ソーマ陛下にお願いして、この場を設けさせていただきました。本日はよろしくお願いします……っ！」

　コマインがそう言った次の瞬間、強烈な威圧感が飛んできた。

　ポンチョの背後に立ったセリィナが、数多くの下心のあるお見合い相手をはね除のけてきたあの眼まな差ざしをコマインに向けていた。まるで野生の狼おおかみのようなこの冷たい眼差しに射すくめられたら、並の女性では腰砕けになってしまうだろう。

　しかしコマインはすでに一度経験していたし、また来るとわかっていたので心の準備もできていた。

（私は負けません。セリィナ殿）

　コマインは背筋を伸ばしその眼差しを真っ直すぐに見返した。

　とくに威圧し返すわけでもなく、ただジーッとセリィナの目を見つめた。自分の心にやましいところはなく、貴女あなたの威圧に臆することもないという意思を示すために。

　そうやって見返し続けていると、セリィナはすぐに威圧感を解いた。

（コマインさんならば大丈夫でしょうか）

　下心でポンチョに接近するような人物でないことはわかっていたからだ。

（コマインさんの性格はよく知っています。裏表もなく、明るく、そしてポンチョ殿のことを純粋に尊敬している。彼女ならば結婚したとしても、ポンチョ殿が不幸になるということもないでしょう。……ない、はずなのですが……）

　コマインのことをお見合い相手として認めているのに、セリィナの胸の内にはまだモヤモヤとした感情が渦巻いていた。その正体がわからずセリィナが首を傾かしげていると、コマインがポンチョと向かい合う席に着いた。

「あの……お見合い相手ということは、コマイン殿は私と……その……結婚してもよいということなのでしょうか？　ハイ」

　怖おず怖ずとそう尋ねるポンチョに、コマインは「はい」とハッキリと言い切った。

「私はポンチョさん……ポンチョ様をお慕いしています。苦しかった時期に難民のみんなを支えてくれたことに対する恩もありますが、ポンチョ様の穏やかな人柄が好きです。もちろん、ポンチョ様の作る料理の数々も大好きです」

　コマインにストレートに好意を伝えられてポンチョは顔が赤くなった。

　体型を見て笑われたことはあっても、こういった純真な好意を向けられることに慣れていないポンチョは慌てふためいていた。

「そ、その……私はこんな見た目でこんな性格なのですが、それでもいいのでしょうか、ハイ。あ、いえ、コマイン殿に不足があるというわけではないんです。ですが、お兄様であるジルコマ殿は私とは似ても似つかぬ勇壮で逞たくましい武の人でしょう？　コマイン殿のような愛らしい方でしたら、私よりも器量に優れ、武勇に優れたお相手が見つかるのではないかと思ったのです、ハイ」

「……そうですね。昔は私も、兄のような強く格好いい人に嫁ぎたいと思ってました」

　コマインはそう言った後でクスリと笑った。

「でも、そんな私が好きになったのはポンチョ様だったんです。人の心というものはままなりませんよね。好きだと思っていたタイプとは真逆のはずなのに、そんなポンチョ様を好きになってしまったのですから」

「コマイン殿……ありがとうございますです、ハイ」

　照れくさそうに笑うコマインに、ポンチョも照れくさそうにお礼を言った。

　コマインとは難民集落での食料支援のときに出会い、ヴェネティノヴァで代官をしていたときにも元難民への支援活動を協力してもらった。そしてコマインがポンチョに仕えるようになってからは、陰に日向ひなたにポンチョを支えてくれていた。

　だからポンチョもコマインの性格の良さも知っている。自分にはもったいない娘さんだとは思うが、お嫁に来てくれるというのならこれほどありがたいことはなかった。

　ポンチョは背後にいる補佐役のセリィナを振り返り尋ねた。

「どう思いますか？　セリィナ殿」

「……そうですね」

　するとセリィナは少し考え込むと、コマインを見つめながら言った。

「コマイン殿ならばたしかに裏表無くポンチョ殿を支えてくれるでしょう。ですが、ポンチョ殿はこの国の大臣であり、新興ではありますが貴族の身分です。有力な後ろ盾を持たないコマイン殿ではその点が不安かと思われますが、いかがでしょう？」

　セリィナの言っていることは正論だった。

　これまで追い返したお見合い相手たちも貴族や騎士、有力な商家などの家柄だった。もしなんの後ろ盾も持たないコマインが妻になったところで、そういった家柄を持つ女性たちの横よこ槍やりを防ぐことは期待できないだろう。

　しかしコマインはまっすぐにセリィナの目を見て返答した。

「もし、私がポンチョ様の第一夫人となるならば、見合う家格の家の養女となるようソーマ陛下が取り計らってくださるそうです。功臣であるポンチョ殿がいつまでも独り身なのは、王国としても憂慮すべき事だったようです」

「め、面目ないです……ハイ……」

　ポンチョが申し訳なさそうに頭を下げたが、縁談がまとまらなかったのはセリィナとコマインが威圧感を放っていたからでもある。

　するとセリィナはコマインを見定めるかのように尋ねた。

「たしかにそれならば家格は問題ないでしょう。ですがそうなると、貴女の肩には貴族の第一夫人としての責務がのし掛かることになります。耐えられますか？」

「そうですね。私も本当はポンチョ殿には〝誰かしっかりとした方〟を第一夫人として迎えていただいて、私は第二夫人として傍にいられればいいと思っていました」

「……そう、なのですか？」

「はい。ですが一向にそう言った方が現れません。このまま待っていては、いつ私の番になるかわかりません。ならばいっそ私自身がそうなれるよう頑張ろうと思います」

「………」

　真っ直ぐで決意が伝わるコマインの言葉に、セリィナはなにも言えなかった。

　きっとコマインがこれから歩む道は苦労も多いだろう。それがわかっていてなお、コマインはその道を行くことを決意しているのだ。ポンチョと二人支え合いながら。

　その覚悟にケチを付けることなど……できるはずもなかった。

　セリィナは瞑めい目もくして一歩下がった。

　それはコマインをポンチョに相応ふさわしい人物だと認めた証あかしだった。ポンチョはここはお見合いという場所なので即答は避けるが、前向きに返事をすることを確約した。

　遠からず二人は婚約することになるだろう。

「こういってはなんですが、ようやく肩の荷が下りた気がしますです、ハイ」

「ふふっ。いっぱいお見合いしてましたものね。少し痩せたのではないですか？」

「そうでしょうか？　お腹なか周りはあまり変わってないのですが、ハイ」

「まん丸でこそポンチョさんですから」

　笑顔で語らう二人の様子を近くで眺めながら、セリィナは世界を流れる時間から一人だけ取り残されたかのように感じていた。





◇　◇　◇






「ふう……」

　あの日から数日が経った。

「……あの、侍従メイド長ちよう？」

　パルナム城の一室で、セリィナが今日何度目かわからない溜ため息いきを吐ついたとき、見るに見かねたカルラが躊躇ためらいがちに声を掛けた。

「なにかあったのですか？　どうも今日は溜息が多いようなのですが」

「……失礼しました。少々考え事をしていたもので」

　セリィナは素直に謝罪すると侍従メイドとして部屋の清掃作業を再開したが、相変わらず表情は沈んだままだった。

（本当に……なんなのでしょうか……）

　コマインの告白を聞いたときから、胸にはモヤモヤとした感情が渦巻いていた。

　ポンチョは良き同僚であり、コマインもまた気持ちの良い少女だった。そんな二人の婚約は喜ぶべきことなのに、なぜ自分は二人を素直に祝福することができないのだろう。

（二人が結婚してしまったら淋さびしいとでも思っているのでしょうか……そんなバカな。子供じゃないのですから疎外感を抱くことなどないはず……ではなぜ……）

　セリィナの作業の手は止まっていないものの思考はループし、また溜息となってこぼれ落ちた。普段は感情の読み取りづらいクールな真顔がデフォルトのセリィナだけに、彼女の憂い顔を見たカルラは本当に心配になってしまった。

「あの、もしかしてどこか悪いのですか？　体調が優れないようでしたらあとは私たちに任せて、今日はもうお休みになったほうがいいんじゃないですか？」

「べつにそういうわけではないのですが……仕事に粗相がありましたか？」

「いえ、ちゃんとされてましたよ？　むしろ憂い顔なのに手だけはキチンと動いていたのがかえって不気味で……って、失礼しました！」

　自分の失言に気が付いたカルラは慌てて敬礼しながら謝罪した。そんなカルラの慌てふためく様子を見て、セリィナはやれやれと小さく溜息を吐いた。

「私だって調子のでないときくらいあります」

「あの……でしたら本当に休まれてはいかがですか？」

　そう提案するカルラにセリィナは静かに首を横に振った。

「そうできたらいいのですが……私の場合、それだと気が休まらないのです」

「気、ですか？　身体からだじゃなくて？」

「はい。なんと言いましょうか……自分でできることをやらずに他人にさせてしまうことが嫌なんです。侍従メイドは他人の世話を焼くのが役割であって、他人に世話を焼かれてしまうのはその役割に反するような気がするからです」

「はあ……なんというか流石さすがです、侍従メイド長ちよう。侍従メイドの鑑かがみって感じですね」

　侍従メイドの鑑。カルラはそう評したが、セリィナはそうだろうかと首を傾げた。

　他人に世話を焼かれたくないというのは侍従メイドとしての意識よりも、セリィナ個人の意識から来ている気がした。セリィナは他人の力を頼るのが嫌なのだ。他人の力を借りることで、その相手に下に見られたくないという意識が働いてしまうから。

（結局のところ……不器用ってことなのでしょう）

　素直に他人の力をあてにできれば世の中生きやすいだろう。

　実際、この国の王であるソーマは自分にできないことを素直に認めて、それができる人材を登用し、信じて任せることで国を上う手まく回している。

　しかしセリィナはなまじ器用に何でもこなせるため、他人を頼るということをしてこなかったのだ。かといって、いまさらこの生き方を変えることなどできない。

（もっと上手く人に頼ることができる性格だったら……この胸のモヤモヤを誰かに相談することもできたのでしょうけど……）

　セリィナがそんなことを考えていた、そのときだった。

「あれ？　でも侍従メイド長ちようってポンチョ殿によく料理を作ってもらってましたよね？　補佐をする見返りに何度もご馳ち走そうになっているとか」

　カルラが急にそんなことを言い出した。

「ええ。それがどうかしましたか？」

「いやその、自分でできることを他人にさせてしまうのが嫌だっていうなら、ポンチョ殿に料理をさせてしまうことも本当は嫌だったのかなぁ……なんて思ったんです」

　なんてことない感じで発せられたカルラの言葉にセリィナの胸がざわついた。

「そんなことは……ポンチョ殿が作る料理は独創的で私には思いつかない物ばかりです。これは私にできることではありませんよ？」

「あーいえ、最初の一回はそうかもしれませんけど、侍従メイド長ちようって料理は人並み以上にできますよね？　ポンチョ殿がご主人と一緒に作る料理は目新しい物ばかりですけど作り方自体は至ってシンプルです。レシピさえ書いてもらえばわざわざポンチョ殿に作ってもらわなくても、侍従メイド長ちようなら自分で作れるのではないですか？」

「っ!?」

　カルラに指摘されてセリィナは目を大きく見開いた。

　言われてみればその通りだ。

　ポンチョの料理は奇抜だけどどれもお手軽でリーズナブルなものばかりで、レシピさえ教えてもらえば当然セリィナにだって作ることができる。それなのにセリィナは常に自分で作ろうとはせず、毎度ポンチョが作った物にうっとり顔で舌鼓を打っていた。

　自分でできることをやらずに他人にさせてしまうことが嫌だと言いながら、セリィナはポンチョに料理を作らせていた。セリィナはたしかにポンチョの世話は焼いていたが、セリィナ自身もポンチョに世話を焼かれていたのだ。

　そしてセリィナはそれを嫌だと感じたことが〝一度としてなかった〟。

　そのことに気付かされセリィナは珍しくポカンとしていた。

（私は……ポンチョ殿を頼ってしまっていたのですね。そしてそのことに気付かなかったのは、それを自然なことだと思っていたから……）

　自分の中でポンチョがいかに特別だったか、彼女はこのとき初めて気が付いた。







「……天気が優れませんね」

　その日の午後。セリィナが見上げた先の空はどんよりと曇っていた。

　侍従メイド長ちようとして毎回チェックしている『ナデンの週間天気予報』によれば、今日はこれからみぞれが降り、夜には雪に変わるそうだ。見ているだけで気分が重くなってくる空の下、セリィナはパルナム城の門を出て城下のほうへと歩き出した。

　今日はこれからポンチョの補佐をすることになっているので、ポンチョの邸宅へと向かおうとしているのだ。ポンチョの補佐も立派な仕事であるため、いつもならば許可をもらって馬車を出してもらっているのだが……今日は歩きたい気分だった。

　クラシカルな侍従メイド服の上にコートを着込み、冷え込んだ街を歩く。

　美人のセリィナが街を一人で歩けば自然とすれ違う男性の目を引いてしまう。

　そしてそんな男性に連れ添う女性がいたら、嫉妬した女性に耳を引っ張られたり頰を引っかかれたりしていた。男からすればなかなかに罪作りな女性である。

　街の景色を眺めながらセリィナは溜息を吐いた。いつもならばなんとも思わないような景色のはずなのに、今日はなんだか酷ひどくせつなく感じてしまう。

（ポンチョ殿もそろそろコマインさんに返事をなさることでしょう。二人が婚約し、やがて夫婦になったとき……私の居場所はそこにはない……）

　セリィナは前にジンジャーの秘書兼侍従メイドであるサンドリアが言っていたことを思い出した。サンドリアはポンチョと話しているジンジャーのことを指してこう言っていた。

『では、ジンジャー様が女性だったらどうでしょう？　ポンチョ様といま楽しそうに話しているのが女性だったとして、それでも貴女あなたはやきもきしませんか？』

（あのとき自分はなんと言ったのでしたっけ……）

　たしかポンチョがその女性にばかり料理を振る舞って一緒に食事ができなくなるのは嫌だ……みたいなことを言ったはずだ。このままいけばポンチョと一緒に食事をする相手はコマインということになるのだろう。

　それを嫌だと感じてしまっていいのだろうか？

　それを嫌だと言う権利がセリィナにあるのだろうか？

（まるで硝子ガラスの向こうの景色みたいですね……）

　ちょうど止まっていた馬車の硝子窓を見てセリィナはそう思った。

　ハッキリと見えているのに自分とは隔てられた場所にあり、その向こう側にある物を羨ましく思っても決して手に入れることができない。馬車の窓に映った自分の顔を見て、セリィナはまるで泣き出す寸前の子供のような顔に見えた。

「……降ってきてしまいましたか」

　空からみぞれが降りはじめた。

　肌や服に触れた瞬間に水に変わるべちゃっとした雪。

　しばらくぼんやりと空を見上げていたセリィナだったが、このままでは風邪を引いてしまう。降り出す前にはポンチョの邸宅に着いているつもりだったので雨対策をまったくしていなかった。幸いここからポンチョの邸宅はさほど遠くない。

　セリィナはみぞれの中を早足で歩き、ポンチョの邸宅へと辿たどり着いた。

　ノックして来訪を伝えるとコマインが出てきて目を見開いた。

「うわっ、どうしたのですか、セリィナさん!?　ずぶ濡ぬれじゃないですか！」

「……少し降られてしまったもので」

「少しってレベルじゃ……なんで馬車で来なかったんですか？」

　コマインがオロオロとしながらずぶ濡れのセリィナを出迎えていると、館の奥からドタドタと重量感のある足音が聞こえて来た。もちろん館の主であるポンチョだ。

　その手には大きなバスタオルが握られている。

　ポンチョはセリィナのもとに駆け寄ると、タオルをバサッと彼女の頭にかぶせた。

「コ、コマイン殿の声を聞いてタオルを持ってきましたです。早く拭かないと風邪を引いてしまいますよ！　コマイン殿、お湯を沸かして持って来てくださいです、ハイ」

「わ、わかりました！」

　慌てて駆け出すコマインを見送ってから、ポンチョはセリィナの髪の毛をワシャワシャとタオルで拭いた。決して丁寧な手つきではなかったものの、セリィナは彼にされるがままにしていた。俯うつむいていたセリィナは静かに目を閉じながら考えていた。

（ああ……やっぱり嫌じゃありませんね……）




　濡れた髪に触れられている、ゴシゴシと拭かれている、そして……他人に世話を焼かれている。だというのに、まったく嫌悪感を感じなかった。

（もう……誤魔化せません。私にとって〝この人〟は特別なんです）

　セリィナはついに自分自身の恋情を認めた。

　セリィナはタオルの上に置かれたポンチョの左手にそっと自分の右手を重ねると、その手を取って自分の頰に当てた。大きな手は温かくて安心感があった。

「セ、セリィナ殿!?　ど、どうしたのですか、ハイ!?」

　突然のセリィナの行動にポンチョはいつもは細い目を大きく見開いていた。

「どうしたもなにも……私はしたいことをしているだけです」

　顔をあげたセリィナはいつもの不敵な真顔になっていた。

　ただし口角は少しだけ上がっているように見えた。

「ポンチョ殿、右手がサボってますよ。私の髪を拭いてくれるのでしょう？」

「は、はい……あの、ですが、右手だけだと拭きにくいのですけど……」

「それくらい我慢してください。貴方あなたは私の世話を焼ける特別な人なのですから」

「い、言ってる意味がわからないのですが!?ってセリィナ殿、なんで今度は私わたくしの頰に触れているのです!?」

　今度はセリィナの左手がポンチョの頰に触れていた。結果的にお互いの頰に触れあっている状態になっている。ポンチョはわけがわからず目を白黒とさせていた。
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「な、なんなのですか!?　ふざけてからかっているのですか、ハイ!?」

「ええ。からかってはいます。ですがふざけてはいません。これでも私なりに、貴方への恋慕の情を表しているのですから」

「れ、恋慕ですか……って、ええ!?」

　驚くポンチョにセリィナは一歩下がると、さながら社交界でダンスを一曲ご一緒願うかのようにロングスカートの裾を持ち上げて頭を下げた。

「ポンチョ殿。私にとって貴方は特別な人です。ですから私をのけ者にして、私以外の誰かと食卓を囲むようなことは許せません。たとえそれが家族であってもです。家族でしか食卓を囲めなくなるというのならば、私も貴方の家族にしてくださいな」

「えっ……それはどういう……」

「簡単なこと。コマインさんを娶めとるのであれば、私も一緒に娶ってください」

「……（パクパク）」

　ポンチョはあまりのことに言葉を失い、口を魚のように動かすだけだった。

　美人過ぎて高たか嶺ねの花だと思っていたセリィナから、少々変な言い回しではあるものの告白されて頭が真っ白になってしまったのだ。

　ちょうどそんなとき、タライ一杯にお湯を持ったコマインがやってきた。

「……あの……私がお湯を沸かしに行っている間になにがあったのですか？」

「ちょどいまポンチョ殿に妻にしてほしい旨を伝えたところです」

　しれっとそう言ってのけるセリィナにコマインは目を大きく見開いた。

「それじゃあ……セリィナ殿は気付いたのですか？　自分の気持ちに」

「ええ。自分の思いを見つめるのに、少々時間が掛かってしまいましたが」

「あはは……時間が掛かりすぎですよ」

　コマインは苦笑しながらタライを置いた。

「でも良かった。セリィナさんが来てくれるなら、私は貴族の家の養子に入る必要もなくなりましたね。私は第二夫人でいいです」

「……コマインさんは、それで本当にいいのですか？」

「必要があれば頑張るって言いましたけど、私にはやっぱり貴族の奥方様らしく振る舞うというのは難易度が高いです。セリィナさんが第一夫人として外向きのことをやってくれるなら、私は家の中のことに専念できますから」

　そう言って和やかに笑うコマインの顔を見て、セリィナも小さく微笑ほほえんだ。

　コマインとならば上手くやっていけるだろう。そう思えたからだ。

「って、ポンチョさん!?　白目むいちゃってますけど大丈夫ですか!?」

　コマインはポンチョを現実に引き戻そうと揺すりながら呼びかけた。その姿を見ていたとき、不意にセリィナは前にコマインが言っていたことを思い出した。

「……ところで、コマインさん？　あのとき言っていた『コマインさんが居たいと思う場所』とはなんだったのですか？」

　おそらくポンチョとのお見合いを決意しただろうその日、コマインは「自分の居たいと思う場所に辿り着くため」と言っていた。セリィナにそのときのことを尋ねられて、コマインは「そんなの決まっています」とクスリと笑いながら言った。

「ポンチョさんやセリィナさんと、家族になって囲む食卓ですよ」





◇　◇　◇






　後日、ポンチョとセリィナとコマインの婚約が大々的に発表され、玉たまの輿こし狙いの女性たちを大いに落胆させることになったそうな。逆にソーマをはじめポンチョを心配していた王国上層部の者たちはホッと胸をなで下ろした。

「なんとか収まるべきところに収まってくれた感じだな」

「ええ。セリィナ殿とコマイン殿が付いていれば、穏やかですが気弱なポンチョ殿に付け込もうとする者たちから護まもってくれることでしょう」

　ハクヤの言葉にソーマは大きく頷うなずいた。

「これからも活躍してもらわなければならない人材だからな。王国の発展のためにも、俺個人としても、ポンチョには幸せな家庭を築いて安定してもらいたいものだ」

　だからどうかお幸せに、とソーマは願うのだった。
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「だ～う～」

「ああい♪」

　小さな口から発せられる可愛かわいらしい声。

「いや～……本当にカワイイなぁ」

「カワイイですねぇ」

　ベビーベッドの中で動く赤ん坊たちを、俺とカルラはほっこり顔で眺めていた。

　シアンもカズハも凡およそ生後四ヶ月ということもあり、首もしっかりと据わり、うつ伏せで遊べるようにもなってきた。双子と言うこともあって顔だけではどっちがどっちかわからなくなるのだけど、性格という面ではだいぶ違ってきているようだ。

　シアンはボーっとしていることが多くあまり泣かない。

　大人しくて手が掛からない子なのだけど、最初のうちはよく〝固まって〟いた。というのも、どうも人見知りなようで、知らない人の顔が近くにあると視線を逸そらして表情を硬くするのだ。回り込んで覗のぞき込もうとしてもまたプイッと視線を逸らしてしまう。

　目が開いてしばらくのうちは俺もアイーシャたちも顔を逸らされていた。

　いまはもうそんなことはないけど、最初から笑顔を見せていたのはリーシアとエリシャ様、そしてカルラくらいだろう。親としてはちょっと淋さびしかった。

　対してカズハはよく笑い、よく泣く元気な子だ。

　誰が抱っこしても嫌がらないし、誰が子守りしてようがお構いなしに泣く。寝っ転がっているころから手足をパタパタと動かして落ち着きがなかった。

　あまりによく動くものだから隣に寝ているシアンのこともペチペチと叩たたいてしまうので、彼の安眠のためにも少し離すべきかと思ったのだけど、別のベッドに移そうとしたところ大泣きされてしまった。双子だからなのか、カズハにとっては自身の半身であるシアンの近くがもっとも安らかに眠れるらしい。

　まだたまにシアンをペチペチ叩いてしまっているけど。頑張れお兄ちゃん。

　そんな双子ちゃんたちを見ながら俺はしみじみと呟つぶやいた。

「本当に……うちの子たちはなんでこんなに可愛いんだろうか」

「……ご主人、親バカすぎです。何度同じことを言ってるんです」

　カルラに呆あきれたように言われたけど、可愛いものは可愛いのだからしょうがない。

　あっ、またカズハが手をパチパチと叩いてニカッと笑った。

　シアンはそんなカズハをジーッと見ていて、バランスを崩したのかコテッと倒れた。

　……あーもう、なんて可愛いんだろうねこの子たちは。

　こんな光景ならば一生見ていられる気がする。

「幸せそうにしているところ悪いのですが、ご主人。こんなところで油を売っていていいのですか？　今日はご主人たちにとって大事な日なのでしょう？」

　カルラにそう言われ、現実に引き戻された俺はふうと溜ため息いきを吐ついた。

「……まあな。やっぱり女性のほうが支度に時間が掛かるらしくて、もうとっくに準備を始めている。俺もそろそろ迎えが来るころだろう」

　と、そんなことを言ったそばからコンコンコンと扉を叩く音が響いた。

　簡単な挨拶と共に入ってきたのは宰相のハクヤだった。

「陛下。そろそろ準備を始めてください」

「……わかった」

　俺はやれやれと肩をすくめると、カルラの肩をポンと叩いた。

「それじゃあカルラ。しばらくの間、シアンとカズハのことをよろしく頼む」

「はっ。お任せください」

「あいっ♪」

　カルラが敬礼するとカズハがマネするように仰あお向むけのまま万歳した。

　いっちょ前に返事をしたのだろうか。

　一方のシアンは「どこかいくの～？」みたいなキョトンとした顔をしている。

　こんな晴れの日にまでマイペースとは大物の気配がするな……っと、いつまでも親バカモードではいられない。俺は気持ちを切り替えるように頰を叩くと、ハクヤの後について子供たちの居る部屋をあとにした。





◇　◇　◇






　―――大陸暦一五四八年四月一日




　今日この日、快晴と言っていい抜けるような青空の下、俺のフリードニア国王としての戴冠の儀と、俺とリーシアたちとの婚礼の儀が執り行われることになっていた。

　暫定国王とか国王代理とかいっていた俺が正式な国王として即位し、リーシアたちの夫となるわけだ。リーシアたちも今日からは婚約者ではなく、それぞれ正妃・側妃という立場になる。もう家族も同然だったので今更感も少しあるけど。

　そんな俺たちにとっては一世一代の晴れ舞台は、国民たちにとっても一生に一度あるかないかのお祭りイベントとなっている。戴冠の儀と婚礼の儀を一目見ようと今日の王都パルナムには前例がないくらいの人が集まっているようだ。

　人が集まれば商売人も活気づき、露店や大道芸も出て大いに盛り上がっていた。

　そんなお祭りムードな人々の中にディスたち冒険者ＰＴパーテイの姿もあった。

「はぇ～、祭りとか比じゃないくらいの盛り上がりっぷりだな」

「それはそうでしょう。新国王の正式な即位と婚礼ともなれば、国を挙げて祝うべきことなのですから。王都とともなればこの盛況ぶりも大おお袈げ裟さではありません」

　感嘆の溜息を漏らす戦士ディスに、神官のフェブラルはそう解説した。すると格闘家のオーガスがすぐそこの露店で買った葡ぶ萄どう酒しゆを呷あおりながらカラカラと笑った。

「細かいことはいいじゃねぇか。俺らは国を渡り歩く冒険者。国の祝い事よりも、そこに美う味まい食い物、美味い酒があるかが大事なんじゃねぇか」

「たしかにこの国の料理は美お味いしいものね。治安も良いしすっかり居着いちゃってるわ」

　おっとり美人の魔導士ジュリアもそう言ったので、フェブラルは肩をすくめた。するとオーガスは手に肉の串焼きを持って前を歩くシーフのユノに声を掛けた。

「なぁユノ。お前だってそう思うよな」

「ん？　あたし？」

　するとユノは腰に手を当てて薄い胸を張った。

「あたしはちゃんと、王様の即位と婚礼を祝ってるぞ」

「はあ？　なんで？」

「なんでって……べつにいいだろ。あたしが誰を祝ったって」

　ユノはプイッとそっぽを向いた。仲間たちはあのムサシ坊やの旦那を操っているのが、この国王様だということは知らない。そしてユノがその王様や、その王様の妃きさきになる人たちとちょくちょく会って、深夜にお茶会をしているなんてことも知らなかった。

（旦那も北での魔物退治が終わってすぐ戴冠式とか、忙しいだろうな）

　キョトンとする仲間を尻目に、ユノは青い空に向かって串焼きをかざした。

（おめでとう、旦那……いや王様！　またしばらくしたら遊びに行くから、結婚したからって邪険にしないでくれよ！）

　ユノがそんなことを思っていると、祝砲の音が鳴り響き鳥が飛び立った。





◇　◇　◇






「本当に賑にぎわってるみたいだな」

　パルナム城の高いところにある部屋の窓から城下のほうを見れば、こんなに離れているというのに人でごった返しているのがわかった。

　いやホント、この日を迎えるためにここ数日は忙しかったな。

　とくに会場設営や警備のための人員の手配が大変だった。

　というのも、ロロア発案の『王都中で結婚式を挙げよう』という企画のため、普段ならば使える主要な家臣たちも結婚式の準備のために使えなくなってしまったからだ。

　今日俺たちと同じ日に結婚する主要メンバーは、近この衛え騎士団長ルドウィンと超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャ、竜挺兵ドラトルーパーの隊長ハルバートと参謀カエデと赤竜ルビィ、『ジンジャーの専門学校』校長のジンジャーとその侍従メイド兼秘書のサンドリア、そして農林大臣ポンチョと侍従メイド長ちようセリィナと元難民団副リーダーのコマインというこの国を代表する顔ぶれだ。

　とくに禁軍大将として王都の警備を任されていたルドウィンと、城内の侍従メイドたちを取り仕切っていたセリィナが抜けた穴が大きかった。

　当日の命令系統を確立するだけでもかなりの手間がかかってしまった。

　一応、国防軍総大将エクセルや老将のオーエンやヘルマンと言った老練組から信頼できる人材を派遣してもらい、女性人気は高いのに独身を貫いている宰相ハクヤがとり仕切ることでなんとか開催の目め処どが立ったのだけど、それはもうてんやわんやだった。

　二つの大きなイベントを同時に行ってしまうことで無駄な出費を抑えられるだろうと軽く考えての同時開催だったけど、今後はもう少し慎重に判断すべきだな。

「さてと……」

　侍従メイドたちに手伝ってもらって衣装に着替えた俺は姿見の前に立った。

「ハハハ……今日はやたらと白いな」

　姿見に映った自分の姿を見て思わずそう呟いた。

　服のデザインそのものは金糸の刺し繡しゆうなどが豪華仕様で、燕えん尾びが付いている以外はいつもの真っ黒な軍服とあまり大差ない感じの服なのだけど、全体的に真っ白だった。

　儀式の中では、この上から先代王アルベルト殿が着ていたようなマントを掛けられることになっている。いかにも高貴そうな自分の出いで立ちを見て若干頰が引きつった。

「ははは……ここまで白いと腹が黒いのも誤魔化せそうだ」

　俺がそう呟いたところ、

「そんなことないです。とても格好良いです。義あ兄に様さま」

「そう？　完全に衣装に着られてるように見えるわよ？」

　……と、まったく正反対の意見が聞こえて来た。

「着せられてる感が強すぎ。中身負けしてるわ」

「むう、そんなことないもん！　義あ兄に様さまはちゃんと着こなしてるよ」

「フウガお兄様だったらもっと凜り々りしかったと思うわ」

　肯定的な意見はトモエちゃんのもので、否定的な意見はユリガのものだった。部屋には他にイチハくんもいて言い争いを始めた二人をなだめていた。

「まあまあ、今日みたいなおめでたい日に喧けん嘩かしてちゃダメですよ」

「「　ふんだっ　」」

　トモエちゃんとユリガはプイッとそっぽを向き合った。

　やれやれ。ちびっ子三人組はこんな日でも元気に平常運転だな。

　ただ今日は三人とも気合いの入った装いをしていた。

　トモエちゃんは俺の義妹として、ユリガとイチハくんはそれぞれマルムキタンとチマ公国からの客人として式典に出席することになっているからだ。

　とくにユリガとイチハくんは戴冠式のときには一国の使者として、フウガとチマ公の代わりに祝辞を述べることになっていた。

「うぅ……沢山の人の前で祝辞を述べるんですよね。なんだか緊張してきました」

　最年少のイチハくんがそのときのことを思ったのか少し震えていた。するとトモエちゃんはイチハくんの手を取ると、その手のひらに『人』という字を書いた。

「大丈夫、イチハくん？　そういうときは手のひらに『人』って字を書いて、それを飲み込む振りをするといいって前に義あ兄に様さまが言ってたよ？」

「『人』？　この字が人と読むんですか？」

「義あ兄に様さまの世界はこれで人って読むんだって」

　トモエちゃんがそう説明していると、横で聞いていたユリガが眉根を寄せた。

「それって人類って意味での『人』？　それとも人間族って意味での『人』？　私みたいな天人族も『人』って書いて飲み込むの？」

　細かいな。気休め程度のおまじないなのだから、そこまで深く考えることもないと思うのだけど。するとトモエちゃんがちょっとニマニマ笑いながら言った。

「あれ？　もしかしてユリガちゃんも緊張しているの？」

「ぬなっ!?」

　ユリガは顔を赤くし、トモエちゃんのほっぺをプニプニと引っ張っていた。

「だから、アンタはチミッコのくせになんでそう生意気なのよ！」

「ふひひはふっへほほはふほひっへほほはんは？（ムキになるってことは図星ってことなんじゃ？）」

「うっさいうっさい！」

「やへへ、ほひはふー（やめて、伸びちゃう）」

「あのユリガさんもそろそろ放してあげてください。トモエさんも、あんまりユリガさんをからかっちゃダメですってば」

　ワーキャー言っているちびっ子たち。本当に賑やかだな。というかユリガの一族って天人族って言うんだな。いままでなんとなく聞きそびれてたからビックリしたわ。

　すると部屋の扉が叩たたかれ、入ってきた侍従メイドが一礼しながら告げた。

「陛下、姫様たちの準備が整いましたのでお越しください」

　……もう時間か。俺はちびっ子三人組に言った。

「それじゃあ三人とも。式典ではよろしく頼む」

「はい、義あ兄に様さま！」

「任せてちょうだい。ビシッと決めるわ」

「せ、精一杯がんばります」

　ちびっ子三人組の返事を聞き、リーシアたちのところへと向かうことにした。







　リーシアたちの着付けは王城内にある大広間を衝つい立たてなどで区切って行われていた。

　これは一大イベントとなってしまったために常に人員不足であり、侍従メイドたちや衣装・化粧係が相互に助け合うことができるようにとの配慮からだった。

　ちょっと覗のぞいたときは演劇部の楽屋裏かと思うほど、物であふれかえっていたものだけど、準備ができたということは部屋の中もある程度は片付いていることだろう。

　俺はリーシアたちがいる大広間へと向かう前に、その近くにある部屋へと向かった。

　ノックをしてから中に入ると、そこにはリーシアの両親であるアルベルト殿とエリシャ様、アイーシャの父親であるボーダン殿、ロロアの祖父である老将ヘルマン、そしてジュナさんの祖母であるエクセルが長テーブルに着きながら談笑していた。

　つまるところ、この部屋には花嫁たちの家族が集まっているわけだ。

　するとテーブルの端、エクセルの隣に青い髪の男女が小さくなって座っていた。

　この人たちはジュナさんの両親だ。ラグーンシティで歌声喫茶『ローレライ』の本店を経営している商家なのだとか。娘ジユナさんを嫁にもらうわけなのだから当然招待したのだけど、いくら身内のエクセルがいるとはいえ前国王と武将と貴族に囲まれてしまっては一商家のドーマ家としては肩身が狭かったことだろう。

　これはもう少し気を遣うべきだったかもしれない。そんなことを考えていると、

「おお婿殿。凜々しい格好をなされて、見違えましたぞい」

　俺に気付いたアルベルト殿が立ち上がると手を広げ、二の腕のあたりを軽くポンポンと叩いた。他のみんなも立ち上がり、俺のことを和やかな顔で観みていた。

　俺はそんな彼らに深く頭を下げた。

「義ち父ち上うえ方がた、義は母は上うえ方がた、並びに家族の皆様方。本日はようこそおいでくださいました」

　俺がそう言うと、ボーダン殿が「いえいえ」と首を振った。

「今日のよき日を迎えられたこと、とても嬉うれしく思います。さきほどアイーシャのドレス姿を見て亡き妻を思い出しました。あの食い意地の張った無骨者が美しくなったのも、婿殿と出会って女らしくなりたいと思ったからでしょう。妻にも見せたかったです」

　ボーダン殿が少し切なげにそう言った。

　アイーシャの母はアイーシャが小さいころに流行病で亡くなったという。長命種族といえども事故に遭ったり、重病を患えば死んでしまう。油断をしていると人間族などよりもさらに短い生涯になってしまうことは、十分にあり得ることなのだ。

　そのことを胸に刻み、俺もここに招待できなかった人たちのことを思い出した。

「そうですね……俺も祖じ父いちゃんや祖ば母あちゃんたちに見せたかったです。『家族を作りなさい』というあの日の言葉を、こうやって果たすことができたことを」

「ふふ。きっと揃そろって泉下から見守ってくださっていると思いますわ。死者は生者の記憶の中に生き続けるもの。記憶の中にいる大切な人たちが見守ってくれていることを、貴方あなた方がたは容易に想像することができるでしょう？」

　エクセルが穏やかな笑顔でそう言った。

　五百年を生き、出会いと別れを繰り返したエクセルだからこその言葉だろう。

　たしかに、もしも祖父ちゃんたちがいまの俺をどういう風に見ているかと想像すると……笑っている気がする。ボーダン殿も同じなようでニッコリと笑っていた。

「そうですな。妻も喜んでいると思います」

「……うちの場合はどんな顔をしていましょうなぁ」

　腕組みをしながらそう呟つぶやいたのはヘルマンだった。

　ロロアの家族というとユリウスと……ガイウス八世か。

　ラスタニア王国で共闘したユリウスはともかく、ガイウスのあのおっかないほどに鬼気迫る顔を思い出すだけで身震いする。戦の中で命を奪い合った相手でもあるし、さぞや俺のことを恨んでいることだろう。

「草葉の陰から厳いかつい顔で睨にらんでそうです」

「ふっ、まあ大丈夫でしょう」

　背中に冷や汗を搔かく俺にヘルマンは小さく笑いながら言った。

「〝向こう〟には我が娘もおりますれば」

「ヘルマン殿の娘……ロロアの母上のことですか？」

　ロロアの母親はロロアが小さいころに亡くなっているという話だったっけ。

「あの子の母も、あの子に似て明るく朗らかで気っ風のいい娘であった。ガイウス殿が愛まな娘むすめの婚礼の日にまで仏頂面をしていたら、頭をひっぱたいていることでしょう。ましてや陛下はユリウス殿の危機も救ってくださった御仁ですからな」

　ロロア似のお母さんがガイウスの頭をひっぱたいている光景……か。

「あのガイウスが尻に敷かれているというのは……想像できませんね」

「……これもいまだから言えることでしょう。信じられないかもしれませぬが、昔のガイウス殿はあそこまで頑かたくなではなかったのです」

　ヘルマンは昔を懐かしむように目を細めながら言った。

「王国への復ふつ仇きゆうの志は引き継いでおりましたが、娘がいたころは決して〝それだけ〟ではありませなんだ。娘の人柄が公城を明るくし、ガイウス殿を支えていたのでしょう。ですが娘が亡くなったことで、ガイウス殿には復仇しかなくなってしまった。いまにして思えば、それだけ娘の存在がガイウス殿の中で大きかったということでしょうなぁ」

「………」

　愛する人を失い、復仇しかなくなった……か。

　そう聞くとガイウスの印象もだいぶ変わってくるな。

「ロロアとの折り合いが悪くなったのも、日ごとに母に似てきているあの子の姿を直視できなかったからなのではないかと……最近は思うのです。ははっ……すみませぬな、王国の方々の前でこのようなことを言ってしまって」

「いえ……話していただいてありがとうございます」

　ヘルマンは自嘲気味に笑いながらそう言ったけど、俺は首を横に振った。

　なにかと喧やかましいオーエンとは違って、いつもは寡黙なヘルマンだ。それがここまで熱く語るということは、俺に伝えるべきことだと思っているからなのだろう。

「ロロアはこういうことは絶対に言いませんから」

「そういうところも母親譲りですな。甘え上手なはずなのに、本当の弱音は見せない強情っ張りなところがありもうす」

「たしかに……」

「そんな孫娘を娶めとられる陛下にガイウス殿のことを知っていただくことで、教訓にしていただきたいのです」

　ヘルマンは真っ直すぐに俺の目を見つめながら言った。

「貴方は孫娘と結婚されると同時に国王ともなられる。国王ともなれば国をまず第一にと考えられることでしょう。それが結局、妃きさきとなる妻や生まれてくる子供たちを護まもることに繫つながるのだと考えて。〝家族〟を大事にする貴方だからこそ〝家族のためだからと、その家族を二の次三の次にしてしまう〟」

「………」

　ぐうの音も出ない。いかにも俺が陥りやすそうな問題だった。

「そんなときにはガイウス殿のことを思い出していただきたい。二の次三の次にしている間に、気付いたときにはその家族を失っているかもしれないのです。残されるのは大切な人がいなくなった国のみです。そこで貴方は良き王であり続けられますか？」

「……自信がありません」

　正直に言えば無理だと思う。だけど立場上それを口にするわけにはいかない。

　国王が弱気では国民が不安になり、付いてこなくなるから。ヘルマンは頷うなずいた。

「無理ないことです。ですから、国を見るのと同じ目で家族のことを見つめ、国を護るのと同じ覚悟で家族のことを護っていただきたい。国王が穏やかな家庭を築くことが結果として、この国のためともなるのですから」

「はい。ご教授、感謝します」

　穏やかな家庭を築くことが国のため。胸にしっかりと刻みつけよう。

　俺はヘルマンに頭を下げた。その向こう側にイメージした先代のアミドニア公王夫妻に対してもという気持ちを込めて。そんな俺に今度はヘルマンが頭を下げた。

「くどくど申しましたが、結局のところ言いたいことは一つです。どうか、孫娘を幸せにしてあげてほしい。それだけです。いずれ儂わしがいなくなっても……あの子がいつまでも明るく朗らかでいられるように」

「はい、必ずや。お義祖父じい様さま」

　俺とヘルマンのやりとりを親族の方々は穏やかな目で見ていた。

　そんな中で緊張で固まっている二人組が目に入った。言わずもがな、ジュナさんの両親だった。俺はそんな二人のもとに歩み寄ると苦笑しながら頭を下げた。

「すみません。肩身の狭い思いをさせてしまって」

「あっ、いえ……自分たちが場違いなことは重々承知してますので」

　ジュナさんのお父さんがチラチラと周囲を見ながら言った。

　先代国王夫妻をはじめ、国のお偉方に囲まれてしまって気が休まらないのだろう。

　この人はエクセルの息子でもあり、二人に似た青い髪のナイスミドルだった。

　種族的には人間族なのでエクセルよりも年配に見えるが、若いころはさぞやハンサムだったことだろう。隣にいるジュナさんのお母さんも、ローレライの血を継いでいるというだけあって美しい人だった。

　それでもこの二人が比較的普通に見えてしまうのは周りの濃いメンツのせいだ。

「俺たちが正妃も側妃も一緒に結婚式を挙げたいと思ったせいで、お二人には心労をおかけすることになってしまいました」

「いえいえ、ジュナも嬉しそうでしたし、私たちはそれだけで十分に幸せです」

「そうですよ。どうかジュナのこと、末永くお願いしますね」

　普通の人たちから送られる、ごく普通の祝福の言葉。それがなにより嬉しい。

　ジュナさんの両親はとても素晴らしい人たちだった。ジュナさんの見た目はエクセルに似ていながらも、心根が純粋で優しいところはこのお二方の影響なのだろう。

　とくにお父さんのほうはエクセルの息子とは思えないくらい、できた人物だった。

「……なにか失礼なことを考えていませんか？」

「いえ、なにも……」

　エクセルにジト目で見つめられて、俺は目を逸そらした。

　やはり海千山千のエクセルは鋭い。

　するとそんな俺たちのやりとりを見ていたエリシャ様がクスクスと笑い出した。

「ふふふ、さあさあ婿殿。いつまでも私たちの相手をしていないで、リーシアたちのところに行ってあげてくださいな。きっと首を長ーくして待っていることでしょう」

　っ！　そうだった。

「はい、義は母は上うえ。それでは皆さん、また後ほど」

　保護者たちに向かってもう一度しっかりと頭を下げ、俺は部屋を後にした。







　リーシアたちがいる大広間は親族の待機部屋のすぐ近くにあった。

　大きな扉の両側には警備の衛え士じが立っていて、俺が扉に近づくと敬礼して出迎えた。

　その扉の前に立ち、取っ手に手を伸ばそうとして……俺は固まった。

　この扉の向こう側には花嫁衣装のリーシアたちがいる。

　そう思った瞬間に身体からだが動かなくなってしまったのだ。

　この扉を開けたらきっと、俺たちの関係は変わる。

　婚約者から夫婦に、国王代理から国王に、妃候補から妃に。

　実際に一足早く母となったリーシアは変わったと思う。

　シアンとカズハという自分の命よりも大事なものを授かって、以前よりもどっしりと構えてちょっとやそっとのことでは揺るがないように見える。

　俺はどうだろう。シアンとカズハは俺にとっても自分の命より大事な存在だ。

　だけどリーシアのように変われたかというと自信がない。前にいた世界で女は子供を産むと価値観が変わるけど、男はいつまで経たっても子供のままという話を耳にした。

　変わっていくだろうリーシアたちに見合う成長を、俺はできるのだろうか。

　そう考えるとこの扉を開けるのが躊躇ためらわれた。

　まるで時間が止まったかのように動かなくなった俺を見て、心配した若いほうの衛士が躊躇いがちに声を掛けてきた。

「あの、陛下？　どうかなさい……」

「シッ。お察し申し上げろ」

　若い衛士とは反対側に立っている中年の衛士が口に指を当てて黙るように言った。

　すると中年の衛士が訳知り顔でウンウンと頷いていた。

　俺が王位を継いだ当初の混乱期に使える人手はとことん使えと王城内で働くいろんな者たちに話しかけたし、衛士や侍従メイドに交じって一般食堂でご飯を食べたりしたため、衛士や侍従メイドの中には気さくに話しかけてくる者もいる。

　とくに中年以上の衛士やおばちゃん系侍従メイドなんかにその傾向が強い。

　さすがに敬語は使うし、そばに権威に五う月る蠅さそうな人物がいるときなどは話しかけてこないけど。この中年の衛士もそんなうちの一人だった。

「大方、不安を感じているのでしょう？　そのお気持ちはわかります。所帯を持とうという男なら、誰しもが通る道ですからね」

「……そういうものか？」

「ええ。あっしも家内との結婚のとき経験済みです。といいますか、陛下もとうに覚悟は決めているのでしょう？　いまの陛下の手を止めているものはただの感傷です」

「感傷……か」

　感傷。センチメンタル。たしかに、

　リーシアたちとの関係が、これからいろいろと変わっていくだろうことはわかりきっている。それはもうどうこうできるものではないし、そのことはとっくのとうに受け入れている。それなのに前に進むのを躊躇うのは、自分の感傷に浸っているとしか言い様がないだろう。考えるだけ時間の無駄とも言える。

　俺は苦笑いしながら中年衛士の肩をポンと叩たたいた。

「言い得て妙だな。ウジウジしてたってなにがどうなるワケでなし」

「ええ。それに、モタモタしてると綺き麗れいな奥さんたちに怒られてしまいますよ？」

　中年衛士がニヤニヤしながら言ったそのときだった。

『ソーマ！　そこにいるんでしょ!?　いい加減覚悟を決めて入ってらっしゃい！』

「は、はい！」

　中から聞こえたリーシアの声に俺は背筋を伸ばすと、慌ててドアを開けて中へと転がり込んだ。俺が中に入ると衛士たちがそそくさと扉を閉めた。

　完全に閉まる間際、チラリと見た中年衛士が『早速、尻に敷かれてますなー』みたいな顔をしていてちょっとイラッときたけど。そして前を向いたとき……。
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　目に飛び込んできたリーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデンのウェディングドレス姿に、脳を揺さぶられたかのような衝撃が走った。

　まずはリーシア。今日は髪を下ろしている。白を基調にしながら裏地の薄紅色が裾から覗のぞく清せい楚そで可愛かわいらしいロングのドレスに、見慣れた軍服と同じ色の腰帯が華やかさと彼女らしさを足し、凜りんとして且つ美しい。まさに妃たちを代表するような姿だった。

　アイーシャのドレスは褐色肌とのコントラストが美しい純白だ。頭のリボンも白で、内面の純真無む垢くさが表れているようだ。戦士としての印象が強いアイーシャだけど、スタイルの良さもあり、今日は一人の女性としてとても魅力的だった。

　ジュナさんは白いドレスの上に、その美しい髪の色と同じ青のコサージュと腰帯を身につけていた。ドレスも薄く青みがかっていて、まるで水面に映った月のような彼女の気高さと包み込むような優しさを表しているかのようだった。

　ロロアのドレスは白を基調にしながらも、裾や腰帯は彼女の快活な少女らしさを輝かせる薄いレモン色だった。ドレスからも彼女の人を惹ひきつける明るさが滲にじみ出ていて、ロングスカートだけどロロアなら走り回れそうだと思ってしまった。

　ナデンのドレスは他の四人に比べれば丈がやや短めだ。彼女だけは尻尾が生えているため、変にならないようにという配慮からだろう。前の方は膝上丈くらいであり、それが彼女の物事に縛られない柔軟で自由な精神が表れていて素敵だと思った。

　五者五様の花嫁姿。誰もが美しく、どれもが似合っている。

「………」

　そんなみんなの花嫁姿が眩まぶしすぎて俺はしばらく魅入ってしまった。

　なにも言えないでいると、リーシアが少し恥ずかしそうにしながら聞いてきた。

「なにか言ってくれないの？」

「あ、ああ……綺麗だ。みんな。言葉にならないほど」

　なぜか片言になってしまったけど、みんな喜色満面になった。

「わ、私もですか？　私は皆さんより背が高いんですけど、大丈夫ですかね？」

「ふふふ、アイーシャさんたら。スラッとしてるのにスタイルが良くて、とても綺麗だと思いますよ」

「スタイルがいいって……ジュナ姉が言うのはどうなん？　なあ、ナデっち？」

「谷間が欲しい。割と切実に」

「晴れの日に拗すねないの。それに二人のドレス姿も可か憐れんで素敵だと思うわ」

　リーシアがそうフォローを入れていた。俺もそのとおりだと思う。

　今日のロロアとナデンはいつもよりも華やかでいて、それでいて清楚で、まさにお姫様って感じだった。もちろん、女性らしい色気のあるアイーシャとジュナさんも素敵だし、その中間で双方のいいとこどりな感じのリーシアも気品があって素敵だと思った。

「……は～」

　そんな素敵な五人を見て思わず溜ため息いきが出てしまった。

「どうしたのですか、陛下？　なにか粗相がありましたでしょうか？」

「私たちを前に溜息なんて吐つかないでよね」

　心配そうなジュナさんと、ツンツンしたナデンにそう言われて、俺は慌てて首をブンブンと横に振った。もちろんみんなに粗相や不満などあるわけがない。

「その……こんなに素敵な花嫁さんたちがいるのに、普通に結婚式を挙げることはできないんだなぁと思うと、ちょっと……いや、かなり残念でさ」

「あー自分で企画しといてなんやけど、それはうちもちょっと思うわー」

　俺の言葉にロロアも同意を示した。

　この世界の結婚式自体は地球の洋風の結婚式とさして変わらない。

　教会で、新郎新婦が、神父なり牧師なりの前で愛を誓う。

　きっとルドウィンやハルのところはそういった結婚式を行うことだろう。

　一応、家と家を繫つなぐ意味もある結婚式だけど、そんなことはお構いなしに式の間は新郎新婦がお互いのことしか目に入らないような甘々な結婚式を。

　だけど、婚礼の儀は違う。

　広義では結婚式に分類されるものだけど、国王の結婚ともなれば新郎新婦の世界だけで完結させられるものではない。一番の目的は国民たちに向けて妃きさきとなる人物を紹介し、またその序列を明らかにすることだった。もちろん今回の戴冠式も婚礼の儀も玉音放送の宝珠で撮影され、全国民の視聴下におかれることになる。

　またこの婚礼の儀を見るのは国民だけではない。

　グラン・ケイオス帝国やトルギス共和国との放送会談で使用している宝珠でも撮影しているので、帝国女皇マリアや共和国元首ゴウラン殿なども見ることになる。

　そんな風に国内外の多くの人々の視聴下におかれる婚礼の儀では、常に緊張状態におかれて新郎新婦だけの甘い時間などは望めないだろう。

「たしかに、それは残念かもしれませんね」

　アイーシャが腕組みをしながら（花嫁姿なのに凜り々りしいな）そう言うと、逆にジュナさんは口元に指を当てて「う～ん？」と疑問を呈した。

「でも、王城のような場所で華々しい結婚式を挙げるのって、世の女性からすれば憧れなんですよね。私たちのほうが羨ましがられる立場なのでしょう」

「あはは、そういうことってよくあるわよね」

　ナデンが懐かしそうに笑っていた。

　きっと星竜連峰にいたころのことを思い出したのだろう。ナデンは普通な竜ドラゴンであるルビィにコンプレックスを感じていて、ルビィも普通じゃない龍のナデンに嫉妬していた。

　隣の芝生は青く、隣から見た自分の芝生も青いのだろう。

　するとロロアがニヤリと笑った。

「ふむ。つまり王城での結婚式プランとか出したら儲もうかるっちゅうわけやな。一般庶民には無理でも、貴族たちからなら結構な額をふんだくれるんと……あたっ」

「ロロアったら、すぐにお金儲けに結びつけないの」

　リーシアに軽いチョップでツッコまれて、ロロアは「にゃはっ♪」と笑った。

　リーシアは「まったくもう」と言いながら腰に手を当てて和やかに笑った。

「どんな形であろうと、いまの私たちが幸せならそれでいいんじゃない？」

　リーシアの言葉に、俺たちは揃そろって頷うなずいた。

「ああ。俺はいま、幸せだ」

「ふふ、それじゃあ家長となるソーマに一言いただきましょうか」

　リーシアに悪戯いたずらっぽくそう言われ、俺は頰をポリポリと搔かいた。

「家長って……これって何家になるんだ？」

　実のところ結婚したとしてもみんなの家名はほとんど揃わない。

　というのも、生まれてくる子供の立場によって母親の家名が変わるからだ。

　まず俺はエルフリーデン王家とアミドニア公王家の名跡を預かる立場なので『ソーマ・Ａアミドニア・エルフリーデン』となる。

　リーシアとロロアはそれぞれの実家の名跡を子供に伝えるため、『リーシア・エルフリーデン』と『ロロア・アミドニア』のままだ。

　子供が王位継承権を持つ正妃となればエルフリーデン王家を名乗るべきものなのだけど、両国の国民たちの感情を刺激しないためにもここは明確に分けている。

　リーシアとの子供であるシアンとカズハの家名もエルフリーデンだ。

　両国の融和が今後進んでいくようなら新たにフリードニア王家を立ち上げて統一することもできるだろうけど、それは今後の流れ次第だろう。

　第二正妃であるアイーシャも『アイーシャ・Ｕウドガルド・エルフリーデン』となる。

　ウドガルドの家名を残すのは、まだ外界と接触を持って日の浅い神護の森のダークエルフ族との融和を慮おもんぱかってのことだった。

　子供が王位継承権を持たないジュナさんとナデンは、話し合いの結果『ソーマ』の家名を名乗ることになり『ジュナ・ソーマ』と『ナデン・デラール・ソーマ』となる。

　ナデンには家名がない。

　デラールは名前の一部であり、彼女の友人であるパイ・ロンなどもそうだ。そのため新たな家名を設ける必要があったので、俺の家名であるソーマを名乗ってもらうことになったのだ。いまじゃもう名前になっちゃってるけど、相そう馬まはもともと苗みよう字じだしな。

　そしてジュナさんもこのソーマを名乗ることを希望した。

　側妃の子供は側妃の実家を継ぐことも多いため、そのままの家名を継承する場合が多いのだけど、あのエクセルの子息とは思えないほど人の良さそうなジュナさんの父上は、

『王家との繫がりを過度に喧けん伝でんするようなことはしたくありません！』

『母上の名前だけで悪目立ちしているのに、これ以上は考えただけで胃が痛いです！』

　……と言っていた。結局ジュナさんは新たに作ったソーマの家名を名乗り、子供にドーマ家を継がせたい場合は、あらためて養子縁組をするということになったのだ。

　そんなわけで家名がバラバラになるんだけど、全員揃ったときは何家と呼べばいいのだろうか。そんなことを考えていると、リーシアが肩をすくめた。

「私的な呼び方なんだし『ソーマ家』でいいんじゃない？　旦那様の家名だもの」

　リーシアに微笑ほほえみながら言われ、反対の声も無かったので、俺たちと子供たちの計八人は『ソーマ家』とすることになった。さて、それではあらためまして……。

「えっと……挨拶しろって言われたけど、急に言われても何を言えばいいか……」

「ダーリンの思ったことをそのまま言えばええのんとちゃうん？」

「……そうだな。それじゃあ……今日この日、俺たちは家族となるわけなんだけど、これまでどおり、これまで以上に支え合っていけたらと思う。一緒に笑って、一緒に泣いて、たまには喧けん嘩かしたり仲裁したりして、同じ時間を過ごしていこう」

　俺はまずアイーシャとナデンを順番に抱きしめた。

「アイーシャ。できる限り長生きするから、一緒に生きてほしい」

「はい。できるだけ長く一緒にいましょう」

「ナデンも。その長い生の中ではわずかかもしれないけど、キミの時間をくれ」

「ふんだ。思い出にするには早いわよ。これから作っていくんだから」

　二人を離すと、今度はロロアとジュナさんを抱きしめた。

「笑顔の絶えない家庭を築こう、ロロア」

「泣いてたって、うちが笑わしたるわ！」

「もう国民からブーイングが飛んでこようと……ジュナさん、貴女あなたを貰もらいます」

「ええ、幾久しく」

　そして最後にリーシアを抱きしめた。

「……二年前は、王位も婚約もいずれ破棄するとか言ってたんだけどな」

「二年前なら私も婚約を決めた父上のところに怒鳴り込んでたわ」

「もう手放すつもりはない。リーシアのことも、シアンとカズハが生きるこの国も」

「放さないわ。ソーマをこの世界からも、私からも」

　そうやってお互いのぬくもりを感じ合っていると入り口の扉が叩たたかれた。

　……どうやら時間のようだ。

　リーシアを離し、俺はみんなの顔を見回しながら言った。

「……それじゃあ……行こうか、みんな」

「「「「「　はい！　」」」」」




　―――この国の王と妃になるために。
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「これより、エルフリーデン及びアミドニア連合王国国王ソーマ・アミドニア・エルフリーデン陛下のご入場です」

　ハクヤが高らかに宣言し、俺は一人赤絨じゆう毯たんを歩き出した。

　召喚された場所でもあり、アイーシャ、ジュナさん、ハクヤ、トモエちゃん、ポンチョと初顔合わせをした場所である『謁見の間』。

　だいぶ見慣れた場所だけど、今日は華々しく装飾が施されていた。

　そんな謁見の間を走る赤絨毯の両脇には、宰相のハクヤ、侍中のマルクス、国防軍総大将エクセル、黒猫部隊隊長のカゲトラ、空母『ヒリュウ』艦長カストールなどをはじめとする将軍・大臣たちが並び、片膝を突いて頭を下げていた。

　その赤絨毯のさきにある玉座の前に立っているのは先代国王であるアルベルト殿と先代妃のエリシャ様だ。この光景は玉音放送の宝珠によって国中に配信されている（もちろんカゲトラなどは映らないような位置に置いている）。

　絶対に無様を晒さらすわけにはいかない。

　俺は一歩一歩を嚙かみ締めるようにゆっくりと二人のところまで歩いて行った。

　そして二人の前に辿たどり着くと片膝を突き、頭を少し下げた。

　アルベルト殿は横に置かれていた王冠を手に取り、俺の前に立った。

「我、第十三代国王アルベルト・エルフリーデンがこれより、第十四代国王ソーマ・Ａ・エルフリーデンの戴冠の儀を執り行う！　汝なんじ、これより王となりて、内は民を安んじ、外は敵を退け、国を栄えさせて次代に伝えよ！」

「はっ」

　俺の返事を聞き、アルベルト殿は頷くとその王冠を俺の頭にかぶせた。

（「ようやく、この王冠を貴殿に渡すことができましたな」）

　アルベルト殿は俺にだけ聞こえるような小さな声で言った。

　俺は下げた頭の下で苦笑しながら答えた。

（「……ずっと預かってもらってましたからね。すみませんでした」）

（「まったくじゃ。王位は譲ったのに、王冠は戴冠式まで渡せないとは、国王の立場とは融通のきかぬものですぞい。しかも戴冠式はズレにズレましたしのう。その間、自分で王冠を保管せねばならずヒヤヒヤしましたぞい」）

（「リーシアの妊娠や東方諸国連合への出兵といろいろありましたから」）

（「じゃが、それも今日までじゃ。……リーシアとこの国を任せたぞ、婿殿」）

（「はい。義ち父ち上うえ」）

　アルベルト殿が俺から離れると、今度はエリシャ様が近づいてきて手にした豪ごう奢しやなビロードのマントを俺の背中にかけた。そして耳元で囁ささやくように、

（「貴方あなた様さまやリーシア、妃きさきの方々、それにシアンとカズハやまだ見ぬ子供たちの幸せを願っています。どうかいつまでもお健やかでいてください」）

　……そう言ってくれた。

（「はい。義は母は上うえ」）

（「ふふ、アルベルトの領地にも家族を連れて遊びにいらして。でも、シアンとカズハには『お祖ば母あ様さま』よりも、ウォルター公のように『大おお母かか様さま』って呼ばれたいですね」）

　エリシャ様が茶目っ気たっぷりにそう言うものだから、少し笑ってしまった。

（「はい。そのように教育します」）

　エリシャ様が離れたところで俺は立ち上がった。そこに声が掛かる。

「ソーマ陛下」

　家臣たちが並ぶ中から歩み出てきたのはロロアの祖父であるヘルマンだった。

　ヘルマンは一礼すると俺の傍そばまで歩み寄り膝を突いた。

　そしてこの戴冠の儀をとり仕切っている文官が運んできた、きらびやかな装飾が施された鞘さや付きの剣を押し戴いただくようにして俺の前に捧ささげた。

「歴代のアミドニアの公王が継承してきた宝剣にございます。ソーマ陛下におかれましては、どうか、エルフリーデン、アミドニアの別なく、両国の民を安んじていただきますようお願い申し上げます」

「……あいわかった。両国の民に認められる王となるよう精進する」

　宝剣を受け取ると、その剣を掲げながら宣言した。

　俺はエルフリーデンだけでなくアミドニアの名跡も継がなくてはならない。

　だからこそ、エルフリーデン王国側だけでなく、アミドニア公国側からも継承者として認められたことを示さねばならなかった。

　ヘルマンが俺に宝剣を渡すのはそのための演出だった。

　ヘルマンが下がり、俺が振り返ると家臣たちは立ち上がった。

「新国王ソーマ陛下に変わらぬ忠誠を」

　ハクヤがそう言うと、皆一斉に俺に向かって頭を下げた。

　ザッと衣きぬ擦ずれの音が一斉に鳴り響く。圧巻の一言だった。

　これで戴冠の儀の根幹部分は終了となる。

　俺はいま、名実ともにこの国の王となったのだ。もう暫定でも代理でもない。

　フリードニア国王ソーマ・Ａ・エルフリーデンとなったのだ。

　そのときだ。

　パイプオルガンが高らかに鳴り響いた。

　すると謁見の間の入り口が大きく開かれて、麗しき五人の花嫁たちが現れた。

　リーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデンだ。

　扉の前で親族たちと別れを告げ、ウェディングドレスに身を包んだ五人はお洒落しやれした子供たちの介添えを受けながら歩いてくる。

　リーシアの介添えをしているのはトモエちゃんだ。他の四人を介添えしているのは城内の保育所で預かっている子供たちだった。

　五人は俺の近くまで歩み寄ると、手前で足を止めて両膝を突き頭を下げた。

　トモエちゃんは一礼して家臣たちの列に加わり、他の子供たちはトテトテと小走りに退場していった。ここからが婚礼の儀の始まりだった。

　王国が抱える聖母竜信仰の神官たちが歩み出てきて、五つの銀のティアラと五つの金の指輪が載った台を差し出した。

　俺はそのうちのティアラを一つ手に取るとリーシアの前に立ち、その頭に載せた。

「其方そなたを我が第一正妃とする。共にこの国を発展させていこう」

「はい。いつまでも共に」

　リーシアは立ち上がると、真っ直すぐに俺の目を見ながら左手を差し出した。そして小さく「もちろん、シアンとカズハもね」と俺にだけ聞こえるように呟つぶやいた。

　その左手に指輪をはめて、軽くキスを交わす。

　まなじりに少しだけ涙を浮かべながら微笑むリーシアの顔を見て、思わず段取りを無視して抱きしめたくなったけど、衆人環視の中なのでなんとか堪こらえた。

　同じように残るアイーシャ、ロロア、ジュナさん、ナデンにも順番に、それまで着けていた頭飾りを外してティアラを載せ、指輪をはめて、キスをしていく。

「其方を我が第二正妃とする。共にこの国を護まもっていこう」

「はい！（もちろん、陛下の御身はこれからも私が護ります！）」

「其方を我が第三正妃とする。共にこの国を栄えさせていこう」

「はい♪（うちに任しとき、ダーリン♪）」

「其方を我が第一側妃とする。共にこの国の文化を盛り上げていこう」

「はい（うふふ、ええ。歌が溢あふれる明るい国にしましょう）」

「其方を我が第二側妃とする。共にこの国の未来を切り開こう」

「はい（合点承知。どこへだってソーマを連れていくわ）」

　キスするときにみんな小声で決意表明のようなものを言ってくれた。

　この儀式の予行演習の際にはなにも言ってなかったので、この本番に向けて、みんな考えてきてくれたのだろう。

　リーシアが音頭を取ったのだろうか。形式張った婚礼の儀の中で、みんなの気持ちを感じることができてとても嬉うれしかった。いままで何度思ったかわからないことだけど、本当に俺にはもったいないくらい素敵な女性たちだ。

　そんな彼女たちといま夫婦となり、家族となった。

　神官たちが下がり、俺はリーシアたちと玉座の方へと歩き出した。

　国王用と妃用の椅子が並んでいる。そこに俺と第一正妃のリーシアが腰掛け、四人の妃はその横に立った。定位置に就いたことを確認してハクヤは進行役の仕事に戻った。

「ソーマ陛下の戴冠ならびに婚礼の儀に際しまして、各国より陛下を祝う使者が参っております。まずはグラン・ケイオス帝国の女皇マリア・ユーフォリア殿の妹君であらせられるトリル・ユーフォリア殿です」

「ハイ、ですわ」

　入り口の方から一房のドリルヘアーを揺らして現れたのは穿孔機ドリル開発の発起人であるトリルだった。今回は駐フリードニア王国大使として、マリアの名代として祝辞を述べることになっていた。同じようにトルギス共和国元首ゴウラン殿の名代としてクーが、チマ公国のチマ公の名代としてイチハくんが、そして草原国家マルムキタンの王フウガ・ハーンの名代としてユリガがこのあと順番で祝辞を述べることになっている。

　トリルやクーはともかく、イチハくんとユリガはこのお役目に緊張していたようだ。

　というか、ユリガはフウガの名代ってことになっているけど、フウガはべつに俺が王になることにも結婚することにも興味はないだろう。

　いまごろは自分の野望のために邁まい進しんしているだろうしな。
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　そのころ、フウガはマルムキタンの北部、はるか西より流れてくるダビコン川の畔ほとりに立っていた。この川の向こうはもう魔王領と呼ばれる土地だ。

　フウガは相棒の飛虎ドゥルガの身体からだを撫なでながら、斬岩刀で対岸を指した。

「いいか！　この川を越えればそこはもう魔王領だ！　我らが魔物に追われ手放した土地だ！　そして人類が取り戻さねばならぬ土地でもある！」

　フウガの振り返ったさきにいたのは二万の兵士たちだった。

　マルムキタンが誇る騎獣テムズボックにまたがった跳躍騎兵が五千。

　一般的な軍馬よりも大きく逞たくましい馬たちで構成された重装騎兵が五千。

　残る一万は歩兵だったが、この歩兵隊を構成しているのは魔王領拡大によって故郷を追われた難民の兵士たちだった。フウガが魔王領へと侵入すると聞き、東方諸国連合内の各国に散らばっていた難民兵たちがフウガのもとにはせ参じたのだ。

　そんな彼らに向けてフウガは語る。

「この人数は、かつて帝国主導で行われた遠征軍に比べれば塵ちり芥あくたに等しい規模だ。その遠征軍を壊滅させた魔族とやらがいる魔王領に、この人数で挑むのは無謀と思うかもしれない。しかし、俺はこの目で見てきた。遠征軍を壊滅させたという魔族は、魔王領のかなり深くまで行っても遭遇しなかった。つまり魔族は魔王領の奥深くにしか存在しないということだ！　そこまではただ魔物がはびこるだけの無法地帯でしかない！」

　フウガはドゥルガを撫でていた手を皆に向けて、グッと握り引き寄せる動作をした。

「だったら取り戻すことができる！　まずは一部でもいい。今回はこの北にある放棄された都市とその周囲の小都市を取り戻し、その機能を回復させる。人類側国家初となる魔王領からの領土奪還を成し遂げるのだ！」

　フウガの熱の入った言葉に、将兵たちの気持ちも昂たかぶりだした。

「もしもそれを為なし得たならば、この大陸の国々の耳目を驚かせ、さらなる支援を取り付けて、また新たな土地を奪還することも可能になるであろう！　我らがこの停滞した時代を動かす夜明けの鐘となるのだ！」

「「「　オオオオオ!!　」」」

　フウガの檄げきに将兵たちは雄お叫たけびを上げた。

　火種は瞬く間にこの軍全体に燃え広がった。

　フウガはドゥルガに飛び乗ると、斬岩刀の先を北の空に向けながら叫んだ。

「さあ進め、この場に集いし勇士たちよ！　我らが武名を大陸全土に鳴り響かせろ！」

「「「　ウオオオオオ!!　」」」

　フウガの熱い檄に触発されて、将兵たちは我先にと川を渡っていく。

　そんな将兵たちをフウガがジッと見つめていると、一頭の騎馬がフウガのもとへとやって来た。フウガの妻であるムツミ・チマだった。長い黒髪をたなびかせ、軽装鎧よろいに身を包み、長剣を背負いながら馬を進める姿はとても美しかった。

「お見事な演説でした。フウガ様」

「フウガでいいって言ってるだろ、ムツミ。お前は俺の妻なんだから」

　しかしムツミは苦笑しながら首を横に振った。

「この軍の総大将を呼び捨てにはできませんよ。せっかくフウガ様の鼓舞で盛り上がった士気を下げては申し訳ないですからね」

「相変わらず律儀だなぁ……でもまぁ、すまなかったな。新婚なのに遠征を始めてしまって。ユリガからの手紙にあったが、どうやら南のフリードニア王国ではソーマがついに正式な国王として即位するらしい。それを聞いたらじっとしていられなかった」

　ソーマはフウガの存在に焦っていたが、フウガもまたソーマの存在を意識していた。

　互いが互いを意識しているがゆえに、互いを理解しながらも根本的な部分は相あい容いれず、いずれぶつかるかもしれない未来を想定して準備を進めている。

　彼の存在が自分を強くし、自分という存在が彼を強くする。好敵手といえば聞こえはいいが、そのさきに待つ未来を想像すると決して歓迎はできない複雑な関係だった。

　そんなフウガにムツミはクスリと笑った。

「お気になさらず。フウガ様がどこへ行こうと、私が貴方様の隣にいることは変わりませんから。だからどうか貴方様の信じる道をお行きください。たとえその行き着く先が栄光だろうと地獄だろうと、どこまでも付いていきます」

　ムツミは胸に手を当てるとニッコリと微笑ほほえんだ。

「そしてどうか私にフウガ様にしか創れない世界を見せてください」

「……ああ！　特等席で見せてやる！　愛してるぜ、ムツミ！」

　フウガは身を乗り出してムツミの唇にキスを落とすと、ドゥルガを走らせた。

　その後をムツミや将兵たちが付き従う。

　そしてフウガの軍団は魔王領へと足を踏み入れたのだった。
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「っ！」

「……というこの成果は三国の協力があってこそのものでしょう。今後とも王国・帝国・共和国の三国による良好な関係を父ゴウランも……」

　トリルの祝辞が終わり、クーにしては至極真面目な内容の祝辞が行われている最中、俺はなにか背筋にゾクッとしたものを感じた。ただそれがなにかはわからなかった。

　俺が頭を捻ひねっている間もクーの祝辞は続いていた。

「ということですので共和国と王国と帝国の末永い友ゆう誼ぎを願い、ソーマ殿の戴冠とご婚礼のお祝いの言葉とさせていただきます。今後ともよろしくお願いします。…………」

　お祝いの言葉の最後、クーは口だけで「よろしくな、アニキ」と言って、俺たちだけに見えるようにウインクした。最後の最後で茶目っ気を出すあたりがクーらしい。

　俺がクーに感謝の言葉を伝えると、クーは一礼をして謁見の間から出て行った。

　次はマルムキタン代表のユリガの番だったかとプログラムを思い出す。

　やはりこの婚礼の儀は式典的な意味合いが強く、華やかではあるものの堅苦しい感じはいなめない。こういうとき城下で結婚式を挙げる仲間たちが羨ましくなる。

（いまごろハルたちはどうしてるんだろうなぁ……）

　そんなことを考えていると、ユリガが入室してきたので気を引き締め直した。
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「ああ……緊張してきた」

　同時刻。ハルバートは緊張した様子でなんとか呼吸を整えていた。

　いつもは軍服がデフォのハルバートだが、いまはタキシードに身を包んでいる。ザンバラにしている髪も今日はきちっとセットされており、なんとも落ち着かない。

　これから式を挙げる新郎なのだからそれが当たり前なのはわかっているが、自分が自分でない気がしてどうにもソワソワしてしまうのだ。

「いい加減、腹をくくるのですよ、ハル」

「ハルが堂々としてくれないと私たちの立つ瀬がないでしょうが」

　そんな彼の傍らには白しろ無む垢くのカエデとウェディングドレス姿のルビィが苦笑しながら寄り添っていた。二人とも純白の装束に身を包み、きつね色と真紅の髪がよく映えている。

　今日の二人は新婦として着飾っているため、いつにも増して美しかった。

　それこそさっきまでハルバートは二人の姿に見み惚とれてしまい、思わず二人まとめてガバッと抱きしめてしまったため、着崩れすると怒られたばかりだった。

　しかしそんな彼女たちの美しさがハルバートを追い詰める要因になっていた。

「いまの二人を見せたら、あいつら絶対嫉妬するだろうなぁ……」

　今回のハルバートたちの結婚式にはかなりの数の参列者が訪れていた。

　ちょうど王城ではソーマの戴冠の儀や婚礼の儀が執り行われているため、結婚する者たちの親族を除く国のお偉方は王城のほうに行っている。代わりに、ハルバートたちの結婚式は竜挺兵ドラトルーパーの部下たちや、禁軍時代の同僚たちが多く駆けつけていた。

　ハルバートにとって彼らは戦友であり、良き友人であった。

　しかし男女比率が大きく男に偏っている軍隊内において、可愛かわいらしい参謀殿であるカエデ嬢はアイドル的存在だった。そのためカエデと幼おさな馴な染じみであり、このたび搔かっ攫さらっていったハルバートに対して戦友たちは並々ならぬ嫉妬を抱いていた。つまり、

『お前だけ可愛いかみさんもらってずるいじゃねぇかコンチキショー！』

　と、いった感じだ。加えてもう一人の花嫁であるルビィもまた美人である。

　そのこともまた男たちの嫉妬の炎に油を注ぐことになっていた。いまの二人の美しい花嫁姿を見せたら男たちの嫉妬はさらに燃え上がることだろう。

『結婚おめでとう。だけど一回ボコらせろや』

　心境としてはこんなところか。ハルバートは疲れたように肩を落とした。

「あいつら『祝福の小麦撒まき』のとき、俺に全力でぶつけてやるとか息巻いてたぞ。何人かは投とう擲てきフォームの確認までしてやがったし」

　祝福の小麦撒きとは地球で言うところのライスシャワーの小麦版だ。

　式場から出てきた新郎新婦に対して、参列者たちが子沢山の象徴（一粒の種から沢山実るため）である小麦を撒いて祝福するのだ。

　もちろん一般的なのはお相撲さんの塩まきのように、下から上に向かってフワッと振りかけるように撒くのであり、上投げの投球フォームは必要ない。

「最初はぼそっと『砂利を混ぜるか……』とか言ってたぞ。他の人に当たったときに危険だからそれはやめようってことになったらしいが」

「「　アハハ……　」」

　ハルバートには嫉妬しているけど、カエデたちには迷惑はかけたくない。

　たとえその相手がハルバートであろうとも、ちゃんと幸せになってほしいとさえ思っている。そんな複雑な野郎おとこ心もあって、小麦の全力投げつけに落ち着いたようだ。

　カエデは苦笑しながらポンとハルバートの右胸に手を当てた。

「小麦を全力で投げつけるくらいで許してくれるのですから、いい友人だと思うのですよ。みんなが嫉妬するくらいハルは幸せ者ってことなのですから」

「そうよ。男ならこんなに綺き麗れいな私たち二人を娶めとるんだから、他人の嫉妬くらい受け止めてみせなさいな」

　ルビィもハルバートの左胸に手を置きながら言った。

　二人に発破を掛けられて、ハルバートは「容赦ないなぁ」と苦笑した。

「……たしかにそのとおりだな。あいつらがその気なら、こっちはあいつらに幸せだってことを見せつけて、精々羨ましがらせてやろうじゃねぇか」

「ふふふ、その意気なのですよ、ハル」

「ちゃんとエスコートしてよね、旦那様」

　カエデとルビィは両側から、ハルバートの頰にキスをした。

「お、おい……」

「ふふっ、顔が真っ赤なのですよ、ハル」

「口と口のキスは本番までお預けね」

　ハルバートは顔が緩みそうになったので、ブンブンと頭を振った。そんなハルバートの様子にクスクスと笑っていたカエデだったが、不意にあることを思い出した。

「そういえばです、ハル。ソーマ陛下から今回結婚する者たちに通達が来ましたです」

「ソーマから？」

　ハルバートは首を傾かしげた。君臣の関係上通達が来ること自体は普通だけど、結婚する者たち限定というのがよくわからなかったからだ。

　するとカエデはニヤニヤと笑いながら言った。

「なんでも『今後、北の情勢次第ではこの国は忙しくなるかもしれない。だから比較的手が空いているこの時期に、ちゃんと子作りに励んでおくこと』……だそうです」

「ぬなっ!?」
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　カエデから子作りに励めという言葉を聞いて、ハルバートはビックリして思わず一歩下がってしまった。ルビィも恥ずかしいのか頰を染めている。

　そんな二人の反応に苦笑しながら、カエデはソーマの思惑を解説した。

「今日結婚する人たちは、陛下にとってはとくに頼りにしている家臣たちです。なにかが起こって人手が欲しい時期に、妊娠・出産の時期が重なるのは避けたいのでしょう」

「お、おう……」

　ハルバートが上擦った声を出した。

　軍隊に所属しているわりにはハルバートはこういったことに対して初う心ぶだった。

　というのも、士官学校や軍に所属していると先輩たちに気晴らしとして女性と遊べる店に連れて行かれることがよくあるのだが、ハルバートの場合は士官学校のころもカエデと一緒にいたため、彼女の目を気にしてそういった遊びを経験してこなかったのだ。

　ハルバートが陸軍に、カエデが禁軍に所属が分かれたときも、ハルバートに可愛い幼馴染みがいることを知っている同僚たちによって、少しでも女性に対して鼻の下を伸ばそうものならカエデに報告されてしまうのだ。

　もちろん同僚たちにあるのはカエデへの親切心などではなく、可愛い幼馴染みを持つハルバートへの嫉妬だ。そのため女遊びの経験はやはりなし。

　禁軍に移動してからはまたカエデと一緒なので士官学校のころと同じだ。

　そのためハルバートはがさつなわりにずいぶんと純情だった。

　カエデはそんなハルバートに近づくと、上目遣いになりながら言った。

「私も妻としてのお勤めを頑張るのです。ですから、ハルもお願いしますね」

「わ、私にも……ね」

　ルビィも怖おず怖ずとハルバートの袖を摑つかみながら言った。

　そんな二人が可愛いやら、嬉うれしいやら、恥ずかしいやら……幸せやらで、顔を真っ赤にしたハルバートは両頰をバチンと自分で叩たたいて活を入れた。

　そして二人の手を取って入り口の扉に向かって歩き出した。

「ああもう、小麦だろうが砂利だろうがドンとこい！　いっそ矢でも槍やりでも降って来やがれ！　俺のいまの幸せな気持ちを邪魔できるもんならしてみろってんだ！」

　ハルバートは感極まって思わずそんな風に叫んだのだった。
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　同時刻。王都にあるべつの教会では、元奴隷商のジンジャー・カミュと元奴隷のサンドリアの結婚式が執り行われていた。

「それではこれより聖母竜の名の下に宣誓していただきましょう」

　ジンジャーが校長を務めている『ジンジャーの専門学校』の教員や研究者たち、それに帝国から招待したサンドリアの家族たちに見守られながら、いままさに二人は神父の前で誓いの言葉を交わすところだった。

「ジンジャーよ。汝なんじはサンドリアを妻とし、生涯苦楽を共にすることを誓いますか？」

「誓います」

　神父の問いかけにジンジャーはハッキリと答えた。

　いまのジンジャーにいつもの少し弱気な様子は見られなかった。

　せめて今日くらいは男らしくいよう。そうでないとサンドリアが不安になってしまうだろうからと、一世一代の覚悟を決めて臨んだ成果だった。

　神父は頷うなずくと今度はサンドリアに問いかけた。

「サンドリアよ。汝はジンジャーを夫とし、生涯苦楽を共にすることを誓いますか？」

「……誓います」

　次いでサンドリアも少し言葉を詰まらせながらも誓った。

　言葉が詰まったのは緊張したからではなく胸が一杯だったからだ。生涯と聞いて、これまでの出来事が脳裏を駆け抜けていったからだ。

　親が人に騙だまされて借金を背負い、その支払いのために奴隷としてこの国に売られた。未来を諦めきっていたそのときに、ジンジャーと出会った。

　そこからはまるで雨が急に晴れ渡るように事態はドンドン好転していき、奴隷ではなくなり、こうしてジンジャーの妻として晴れの日を迎えることができた。

「それでは、誓いの口づけを」

　神父にそう言われて二人は向かい合った。

「ジンジャー様……私、幸せです」

　うっとりした顔で言うサンドリアに、ジンジャーは苦笑いしながら言った。

「夫になったんだからもう様は付けなくていいんじゃ？」

「では……ジンジャー……ダメですね。私には様付きのほうがしっくりきます」

「まあ、サンさんがそう呼びたいならそれでいいけど」

「いっそご主人様とお呼びしましょうか？　夫を主人と呼んでも問題ないでしょう？」

「僕がそういうプレイを強要しているように聞こえるからそれはやめて！」

　切実に頼み込むジンジャーの様子にサンドリアはクスリと笑った。

　そんなサンドリアの笑顔を見てジンジャーも気恥ずかしそうに微笑ほほえむ。

　元奴隷商と元奴隷。立場は常にジンジャーが上だったのに、振り回されるのはいつもジンジャーのほうだった。おそらくこの関係はこれからも変わらないだろう。

　ジンジャーはサンドリアの顔に掛かるヴェールをあげた。

　至近距離で見つめ合う二人。ジンジャーはサンドリアに語りかけた。

「まだ奴隷商をやっていたころ見た、サンさんの目をいまでも憶おぼえています」

「目……ですか？」

　キョトンとするサンドリアにジンジャーは優しい声で言った。

「あのころのサンさんは『自分は奴隷なのだから』と、未来を諦めきった目をしていました。僕はそんなサンさんに希望を持たせてあげたいと思ったんです」

「希望……未来へのですか？」

「はい。どうですか？　サンさんはいま、明るい未来を思い描けますか？」

　ジンジャーにそう尋ねられて、サンドリアは少し瞑めい目もくして考えた。

　やがて目を開けてニッコリと微笑みながら言った。

「大きな家と広い庭。そこに私とジンジャー様が住んでるんです。子供は男の子と女の子が一人ずつ。大きなペットを飼うのもいいですね。生き物の飼育は子供の情操教育にいいと聞きますし。そんな家で、私は早起きして朝食を用意して、寝坊するジンジャー様を子供たちに起こしてもらい、私の作った朝食をみんなで食べてから、家族四人手を繫つないで一緒にあの学校に向かう……というのを想像しました」

　滔とう々とうと語るサンドリア。その情報量の多さにジンジャーは面食らっていた。

「ぐ、具体的すぎない？」

「私にとってはこの上なく、幸せな未来です」

　サンドリアはつま先立ちになりながらジンジャーの唇に自分の唇を重ねた。彼女はもうすでに、明るい未来を思い描けるようになっていたのだ。

　ジンジャーもそんなサンドリアの思いを喜んで受け止めるのだった。
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　同時刻。またべつの教会でもいままさに、ルドウィンとジーニャが神父の前で誓いの口づけを交わしているところだった。

　背の高いルドウィンと小柄なジーニャという身長差カップルのため、ジーニャは精一杯つま先立ちになり、ルドウィンはできるだけ前まえ屈かがみになってのキスだった。

　参列者の女性陣から黄色い声が上がった。

　その中にはハイエルフの研究者メルーラやトルギス共和国の技術者タルの姿もあり、

「おめでとうジーニャ、ルドウィン殿！」

「おめでとう」

　と、盛大に拍手しながら二人を祝福していた。

　ちなみにメルーラの保護者である司教のソージは、ルナリア正教皇国の代表として王城の婚礼の儀に行っている。メルーラはルナリア正教皇国からは魔女認定されお尋ね者になっているため、玉音放送に万が一にでも映るわけにはいかないので一緒には行けなかった。まあ行けたとしても研究仲間であるジーニャの結婚式への出席を優先しただろうけど。

　同じく研究仲間でありグラン・ケイオス帝国の代表として王城の婚礼の儀に参列しているトリルも、国の代表としての役目が終わり次第こっちに来ると言っていた。

　今回の同時多発式結婚イベントは各家同士の繫がりなどもあって、こんなふうに式場のはしごをする家も多かった。多少の混乱はあったものの、王都中を満たしたお祭りムードはそんな喧けん噪そうさえも愉快なものへと変えてしまっていた。

　そんな祝福の空気の中、ルドウィンから顔を離したジーニャはクスクスと笑った。

「やっぱり……ルゥ兄って大きいね。キスがしづらい」

「高いほうではあるね。でも、ジーニャが小柄なのもあると思うよ？」

「ふむ……やはり奥さんとしては釣り合うためにはもう少し欲しいところだね。身長も……あわよくば胸も」

　自分のガッカリ体型にジーニャは苦笑した。

　そんなジーニャの様子を見ていたルドウィンは、おもむろに彼女のことを抱え上げた。急にお姫様抱っこをされてジーニャは驚きの声を上げた。

「うわっ、ルゥ兄!?　急にどうしたのさ!?」

「いや、身長差があるとこういうことがしやすくていいなぁと思って」

　そう言うとルドウィンは呆あつ気けにとられている神父に向かってウインクした。

　神父はハッとした顔になると参列者に向かって言った。

「いまここに新たな一組の夫婦が誕生しました。参列者の皆様方には教会の前で、この夫婦の新たな門出をお祝いください」

　どうやらルドウィンはジーニャを抱きかかえたまま教会の外へ出たいらしい。

　そう察した神父は異例ではあるが参列者をさきに退場させて、教会の前で出迎えさせる手はずを整えたのだ。なかなかにアドリブのきく神父さんだった。

　ゾロゾロと参列者たちが退出していき三人しかいなくなった教会で、ルドウィンの腕の中のジーニャが体勢的に自然と上目遣いになりながら尋ねた。

「……段取り無視しちゃってよかったのかい？」

「普段型破りなことをしてるのはジーニャだろう？　自分の妻がこんなにも可愛かわいらしいことをみんなに自慢したいんだ。たまには私にも羽目を外させてほしい」

　可愛らしい妻と言われて、ジーニャはポッと顔が真っ赤になった。

「……ルゥ兄って昔から、たまにヤンチャになるよね？」

「ジーニャに触発されたんだよ。ところで、結婚しても兄呼びなのかい？」

「ボクにとってルゥ兄はルゥ兄だからね。いまさら呼び方の変更なんてできないよ」

「それもそうだね。じゃあ……行こうか、ジーニャ」

　ルドウィンはジーニャを抱えたまま歩き出し教会の扉をくぐった。

　外に出ると絨じゆう毯たんの両脇にズラッと並んだ参列者たちが『祝福の小麦』を撒まいた。

　ルドウィンが参列者たちの間を歩ききったところで、ジーニャは手にしていたブーケを後ろ向きに投げた。この世界にも地球と同じように、花嫁が放ったブーケを手にした者が次の花嫁になるというジンクスがあった。

　高々と上がったブーケは弧を描き、あやかりたい女性陣のほうへと、

「すみません！」

　落下するよりも前に大ジャンプをした少女に受け取られた。

　ブーケは地上からまだ十メートルくらいありそうな高度で搔かっ攫さらわれたのだ。

　皆が呆気にとられる中、ブーケを手にして地面に降り立った少女はペコペコと周囲に頭を下げた。ペコペコする度に頭の上の〝ウサ耳〟が揺れている。

「すみませんすみません！　取ってこいって若様の命令なんです！」

「……なにやってるのよ、レポリナ」

　タルが呆あきれたように言った。ブーケをキャッチしたのはレポリナだった。

　レポリナはクーと一緒に王城へ行っていたはずなのだが、どうやらわざわざこのためにこっちに来るよう命令されていたらしい。

　そんなレポリナは困った顔をしながら手にしたブーケをタルに差し出した。

「うぅ……若様から『ウッキャッキャ、次はどうせ俺たちの番なんだからいただいとこうぜ』って言われたんですぅ～。あっ、若様もあとでこちらに来られるそうです」

　さすがのクーも来賓となっている式典中は抜け出せなかったようだ。

　だからこそブーケ確保のためにレポリナを派遣してきたのだろう。もっとも式典が終わったら早々に抜け出すつもりのようだが。

「クー様ってば、まったくもう……」

　タルは苦笑しながらもブーケを受け取っていた。

　口では文句を言っているものの、そのブーケでにやけそうになる口元を隠しているのだから満更でもないのだろう。レポリナもニッコリと笑っていた。
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　そんな次の結婚予定者たちのやりとりを見て、

「これが幸せのお裾分けってやつなのかな」

「ふむ、この場合ボクらは〝した〟のか〝された〟のかよくわからないね」

　ルドウィンとジーニャも楽しそうに笑うのだった。





◇　◇　◇






「そ、それでは皆様、乾杯！　なのです、ハイ」




　一方そのころ、王都にあるポンチョ・イシヅカ・パナコッタの邸宅の庭園では、白い燕えん尾び服ふくを着たポンチョが乾杯の音頭を取っていた。一張羅を着ているポンチョだったが、まん丸お腹なかのせいでいつにも増してシャツがピッチピチになっている。

　そんなポンチョの両隣にはすまし顔のセリィナと、和やかに笑うコマインがドレス姿で立っていた。三人は午前中に結婚式を挙げていたので、セリィナとコマインはすでにポンチョの第一・第二夫人としてこの場に立っていた。

「「「　乾杯っ……うおおおおおおお!!　」」」

　ポンチョの音頭で参列者たちもグラスを掲げる。そして次の瞬間には、参列者たちは我先にと数々の大皿料理の載ったテーブルへと群がった。

　市井の民から食神イシヅカ様と崇あがめられているポンチョの披露宴ということもあり、料理はお食事処どころ『イシヅカ』で出されている人気メニューをはじめとする美お味いしそうなものばかりだった。普段王城の夜勤組しか食べられない『イシヅカ』の料理が、ビュッフェ形式で並んでいる。人が群がらないわけがなかった。

　しかもポンチョは新興貴族であり、食材を卸してもらっている商人や市場関係者などの一般人も招待していたため、見み栄えなどを気にせず料理に突撃する者が多々見受けられた。

　そんな彼らに料理をすべて獲とられてはならじと、貴族・騎士階級の者たちも恥や外聞を捨てて料理奪取に動き出したのだから大騒ぎになるのも当然だろう。

　新郎新婦そっちのけで繰り広げられる料理争奪戦。そんな喧噪にもかかわらず、不思議と披露宴がメチャクチャになるということはなかった。

　よくよく見れば食欲にまみれた招待客の間を機敏に動き回っている者たちがいた。

「ローストビーフは一人一回につき二切れまでです。おかわりの方は並び直してください」

「ご婦人方、飲み物などいかがでしょうか」

「竜田揚げ最後尾はこちらです」

「祝いの席で揉もめ事は御法度。守れぬお客様は退場していただきます」

　彼らは皆、執事服やクラシカルな侍従メイド服を着ている。

　彼らが手際よく料理を取り分け、飲み物を手配し、列の整理を行い、揉め事が起こりそうな場所には仲介に入るなどして混乱を最小限に抑えているのだ。

　その動きはまさにプロフェッショナル。それも当然だ。なにせ彼らは王城など、高貴な身分に傍そば仕づかえする執事や侍従メイドを多数輩出してきた一族の者たちなのだから。

　そんな彼らの活躍を見ながらポンチョは搔いた冷や汗をハンカチで拭いた。

「す、凄すごい騒ぎになってますなぁ、ハイ。セリィナ殿の親族の方々がとり仕切ってくださらなかったら、大変なことになっていたでしょう」

　会場で動き回っていた執事や侍従メイドはすべてセリィナの一族だったのだ。

　彼らは本来招待される側なのだが、一族の家風的に歓待されるよりは歓待する側になりたいとのことだったので、この披露宴での給仕役をお願いしたのだ。

「セリィナ殿のご家族にまで働かせてしまってもうしわけないです、ハイ」

「お気になさらず。給仕の仕事は私の一族の誇りですので」

　セリィナはあいかわらずの無表情ながらも、どこか誇らしげに言った。

「お父様もお母様も、頼まれなくても勝手に給仕役をこなしていたことでしょう。いまも嬉き々きとして各テーブルを飛び回っていますし」

　セリィナが見つめる先には葡ぶ萄どう酒しゆの入ったグラスが複数載ったトレイを片手に、各テーブルを回って葡萄酒を勧めている執事服のジェントルマンがいた。

　セリィナの父親だ。本来ならば親族席で大人しくしておくべき花嫁の父でありながら、彼は水を得た魚のように動き回って給仕仕事をしていた。

　そんなセリィナの父を見てコマインが苦笑した。

「私の両親はもういませんけど、花嫁の父親って娘の晴れ姿に泣くものだと思ってました」

「……仕事が生き甲が斐いの一族なのです。代々に渡って主家への忠義が第一と教育されてきたため、つい自分の感情は二の次三の次にして働いてしまうのです。なにせ私が一族の中ではもっとも感情表現に豊かと言われているくらいですから」

「………」

　真顔で一族一感情表現が豊かと言い切るセリィナに、コマインは冗談なのか本気なのかわからず固まってしまった。そんなセリィナの言葉を聞いて、ポンチョは困ったように笑いながらまた冷や汗を拭いた。

「お義ち父ち上うえに結婚の挨拶に行ったときも、言葉少なく終わりましたねぇ、ハイ」

　セリィナを連れてポンチョが彼女の実家に結婚の挨拶に行ったときのことだ。

　ポンチョはアセアセしながらも、

『む、娘さんをお嫁にくださいです、ハイ』

　……と、言うべきことをちゃんと言い切った。セリィナの父はそれをじっと黙って聞いていた。そして当のセリィナとした会話と言えば……。

『お父様。私はこの方と結婚します』

『わかった』

　この二言だけだった。そしてセリィナの父はポンチョに対し、

『ふつつかな娘ですがよろしくお願いします』

　……と頭を下げたのだった。ポンチョの挨拶の時間を除けば実に五秒ちょっと。

　縁談がまとまったからいいのかもしれないが、ポンチョが緊張したわりにはなんとも呆気ない感じに終わったのだ。その話を聞いてコマインは目を大きく見開いた。

「あ、呆気なさすぎませんか？」

「それだけセリィナ殿のことを信頼しているのだと感じましたです、ハイ。セリィナ殿は変な男には引っ掛からないという確信があっての即答だったのでしょう」

「……父上は私がこうと決めたら譲らない性格だということを知っていますから」

　しれっとした顔でそんなことを言うセリィナに、ポンチョとコマインは顔を見合わせて苦笑した。表情に乏しいのでかなりわかりにくいが、付き合いの長い二人には彼女が照れているのだろうことがわかったからだ。

　そんな二人の反応にセリィナはプイッとそっぽを向いた。

「べつに、お父様は私の見る目だけを信じたわけではないのです。教えていただいたジャンクフードのレシピは実家のほうに送っていたので、顔には出しませんがその料理の素晴らしさに感動していたのだと思います」

「ああ。じゃあポンチョさんが挨拶に行く前に胃袋を摑つかまれていたのですね」

　コマインが合点がいったとばかりにポンと手を打った。

　どうやらセリィナの父子は性格だけでなく、食べ物の好みも似通っているようだ。

　するとセリィナはすっとポンチョにいくつかの料理が載ったお皿を差し出した。

「さあ、放っておいたら料理を皆様にすべて食べられてしまいます。いくつか料理を確保してきたので一緒に食べましょう」

「い、いつの間にですか!?　さっきからずっと喋しやべってましたのに、ハイ」

「いえ、さっき隙を見てスススっと。コマイン殿のぶんもありますよ」

　そう言ってコマインと自分の席の前にも彩りよく料理が盛られたお皿を置いた。

　隙を見て……とは言うが、あの大人数が群がる中で料理を確保し、さらには綺き麗れいに盛り付けてくるなんて隠おん密みつ顔負けの動きだった。

　コマインは目の前の料理を見て溜ため息いきを吐ついた。

「セリィナさんって、実は王国の中でも屈指の実力者なんじゃ……」

「無駄なく動いているだけです。見てください、この華きや奢しやな腕を。カルラさんより重いものを引き摺ずったことはありませんわ」

「引き摺る!?　持つとかではなく!?　というか、カルラさんは物扱いですか!?」

「失礼ですね。カルラさんは立派な玩、同僚ですわ」

「いま玩具って言おうとしましたよね!?」

「あ、あの……セリィナ殿？」

　新婦二人がそんなことを話しているときだ。

　ジーッと自分の前に置かれた皿を見ていたポンチョが困惑顔でセリィナに尋ねた。

　セリィナは小首を傾かしげた。

「どうかしましたか？」

「その……私わたくしの前に置かれた皿の上に載っている料理なのですが……」

　そう言われてコマインはポンチョの前に置かれた皿に載っている物を見た。

　コマインやセリィナの皿にはローストビーフやナポリタンを中心に、マッシュポテトやサラダやフルーツなどが彩りよく盛られている。

　対してポンチョの皿にはレバーのパテ、カボチャとナッツの炒いため物、そしてソーマの世界にあったというウナギのオムレツ包みなどがこんもりと盛られていた。

「ポンチョさん、この料理がどうかしたのですか？」

　料理が二人と違うのは奇妙だけど、大食漢のポンチョならばこれくらい食べるだろう。コマインにはなんでポンチョが困惑しているのかがわからなかった。

　しかしポンチョは顔を真っ赤にしながらセリィナを見ていた。

「セリィナ殿……これ、わかってやってますか？」

「もちろんです」

　しれっとした顔で言うセリィナ。なにやら二人がわかりあった雰囲気を出していたので、蚊帳の外に置かれたコマインはぷぅっと頰を膨らませた。

「仲間はずれにしないでください。この料理がどうしたのですか？」

「あ、いや、コマイン殿……この料理に使われている食材が……その……」

「精力増強に効果があるとされているものです」

　言いにくそうにしていたポンチョに対し、セリィナはサラッと言ってのけた。

　精力増強。その言葉を聞き、その言葉の意味するところを理解したコマインはボッと音が鳴るかと思うくらい瞬時に顔を赤くしていた。

「その……レバー、カボチャ、ナッツ、ウナギなどは疲労回復に効くとされている食材なのです、ハイ。つまり精が付き、精力増強にも効くということで……」

　ポンチョも恥ずかしく思いながら補足した。

　コマインは気付かなかったようだが、食神と崇められるほど食べ物に精通しているポンチョが気付かないはずがなかった。恥ずかしさに顔を赤くしながら俯うつむくポンチョとコマインを見て、セリィナは「私たちはすでに夫婦なのですよ」と呆あきれたように言った。

「結婚した以上、世継ぎのことを考えるのは当然です」

「それはまあ……そうなのですが……ハイ」

「陛下はこれを機に子作りに励むよう言われましたし、今回の結婚イベントに触発された同僚の何名かが来年までに結婚すると言っています。この調子だとおそらく来年あたりは王国上層部にベビーブームが来るでしょう。できれば産婦人科が混み合う前に出産しておきたいところです。そのためには旦那様には頑張っていただきませんと」

「だ、旦那様!?」

　いきなりセリィナに旦那様と呼ばれ、しかも子作りを頑張れと言われてポンチョは目を丸くしていた。セリィナはなにをいまさらといった目でポンチョを見て言った。

「私の旦那様になったのですから旦那様でしょう。それより、いつまで妻に対して『殿』を付けて呼んでいるのですか」

　指摘されたポンチョはアワアワとしていたが、やがて意を決したように言った。

「セ……セリィナ……さん。コマイン……さん」

「……及第点でしょうか」

「ふふふ、そういうことなら私は『アナタ』と呼びたいです。新妻っぽい感じがしますし。それじゃあ、アナタ、一ついただきますね」

　そう言うとコマインはポンチョの皿の上からレバーのパテを一つ取った。

「私も……精を付けたいですから」

「コ、コマインさん!?」

「ふむ……私も食べたほうがいいでしょうか」

「セ、セリィナさんまで……」

　セリィナもウナギのオムレツを一つ取る。すっかりタジタジになっているポンチョの様子に二人は苦笑すると、顔を近づけてポンチョの両頰にそれぞれキスをした。

「「　しっかりしてください。旦那様／アナタ　」」

　その甘い響きに、のぼせ上がったポンチョは仰あお向むけに倒れたそうな。
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　そんな風に配下の者たちが各々の結婚式を満喫していたころ。

　王都にある噴水広場では多くの国民たちが、玉音放送で王城の戴冠式兼婚礼の儀を観みていた。その儀式も大詰めとなっている。

　残すプログラムはソーマによる正式な国王となって初めての即位演説のみだった。

　ソーマは玉座から立ち上がると前に進み出て、その横に第一正妃のリーシアが立ち、後ろにアイーシャ、ロロア、ジュナ、ナデンが控える。

　ソーマは赤絨じゆう毯たんの上に移された玉音放送の宝珠に向かって……つまり、この戴冠式兼婚礼の儀を見ている国民たちに向かって語りかけた。

『私がこの国にやって来て約二年が経過した』

　静かに、しかしハッキリとした口調でソーマは語り出した。

『この二年間、内に外にと様々なことが起こった。目まぐるしく変化する時世の中で、この国もまた変わっていった。それこそ、国名さえも正式名称「エルフリーデン及びアミドニア連合王国」通称「フリードニア王国」となるほどに。

　そのような中で今日という日を迎えられたことを喜ばしく思う。

　今日この日より、私はこのフリードニア王国の正式な国王となる。

　また先代エルフリーデン国王アルベルト・エルフリーデンの娘リーシアと、先代アミドニア公王ガイウス・アミドニアの娘ロロアと婚姻を結び、ソーマ・Ａアミドニア・エルフリーデンとしてこの二国の統治に当たることになる。エルフリーデン地方ならびにアミドニア地方の国民たちに認められる国王となるよう粉骨砕身していく覚悟だ。

　しかし私がどんなに覚悟を決め、頑張ったところで、一人の力ではできることに限度がある。その上限も決して高いものではないだろう。

　さきに述べたこの二年間の様々な出来事を乗り越えてこられたのは私一人の力ではない。そばで支えてくれた妃きさきたち、ここに居並ぶ家臣たち、この場には参列できなかった多くの家臣たち、そして国民たちがこの国のために働いてくれた結果だ。

　市井では「ネームレス・ヒーローズ」という番組が人気だそうだが、あれを観てもらえればわかるだろう。世界は華々しく活躍する者たちだけで造られているわけではない。

　その陰に名も無き英雄たちの活躍があるということを知っている。

　いま、この場で、私がこうして晴れの日を迎えることができたのはそんな名も無き英雄たちのおかげだ。名も無きネームレス・英雄たちヒーローズ……それは国民一人一人のことだ！』

　勇者も、英雄も、英訳すれば『ヒーロー』となる。

　勇者ヒーローとして召喚されたソーマが、国民たちを『名も無き英雄ヒーロー』と呼んだのだ。

　王城には聞こえないだろうが、放送が映る噴水広場では人々が歓声を上げていた。

　ソーマはそこで少し間を取ってから再度語り出した。

『即位の演説は国王としてこの国をどうしていきたいかを語るものだと聞いた。

　しかし私の思いは以前に、新年の抱負として語っている。

　それは「良い国を創る」ということだ。

　地味な目標だと思うかもしれない。同じ召喚された勇者であり、建国の父である初代国王ならばきっともっと壮大な目標を掲げたことだろう。

　だが私は、強い信条はしばしば時代に取り残されるものだと思っている。

　たとえば「大陸統一」などという大きな夢を掲げれば、その夢に共感する者たちの支持を得られるかもしれない。いまの不安定な時世はそういった大きな夢が羨望される土壌がある。誰もが閉塞感のあるこの状況を打破してほしいと願っているからだ。

　しかし次の時代はどうだろう？

　その大きな夢がかえって足あし枷かせになるのではないだろうか。

　先々代国王はグラン・ケイオス帝国と比肩する国家を造ろうと無理な拡張路線を行った。たしかに国土は広がった。しかしその結果どうなったかといえば、先々代国王の死後王族同士の内乱を招き、他国の恨みを買って介入を招いてしまった。

　時代の流れによって飛躍した夢は、時代の終しゆう焉えんと共に廃れてしまうのが世の常だ。

　ならば時代の流れに翻弄されない国を造るにはどうすればいいのか！

　それは現実を見据え、時代の流れに沿って徐々に変化し、適応していくことだ。

　難しく考えることはない。昨日より今日、今日より明日、この国を住みよくなっていると感じられればそれでいいのだ。それはすでにこの国において実践されている』

　するとソーマは腕を大きく開いた。

『この玉音放送だってそうだ。

　大きな街では映像で観ることができ、小さな村でも音声だけは聞くことができるこの玉音放送を私は王位を譲られてからというもの、様々なことに利用してきた。

　昨日より今日、今日より明日、住みよくなっていると感じるということは、裏を返せば前の状態には戻りたくないということだ。問おう！

　歌姫ローレライたちの歌声を聴くことができない生活に戻れるだろうか！』

　否！　ソーマには聞こえていないが、問いかけられた国民たちはそう答えていた。

『ナデンの天気予報なしに世のご婦人方は洗濯物を乾ほせるだろうか！

　漁師たちは船を出せるだろうか！

　農家は刈り取りの時期を決められるだろうか！』

　否っ！

『整備した交通網を使わずに、行商人たちは品物を運べるだろうか！

　商店主たちは店に品物を並べられるだろうか！』

　否っ!!

『大きな都市では上下水道を整備し、衛生環境を改善した！

　もしかつての空気や水に戻ったとしてそのまま暮らしていけるだろうか！

　医者の数を増やした！　いままでの病院の数で安心して暮らせるだろうか！

　安心して子供が産めるだろうか！

　いままで見向きもされなかった食材を食べる習慣をつけた！

　食卓からおかずのバリエーションが減ってもそれでいいと思えるだろうか！

　金属資源に乏しいエルフリーデン地方はアミドニア地方の金属類を安定供給されるようになり、食料自給率の低いアミドニア地方はエルフリーデン地方から食料が安定供給されるようになった！　この繫つながりをいまさら失えるだろうか！』

　断じて否っ!!　たしかに国民たちは昨日に戻りたいとは思わなかった。

　毎日の暮らしの中では微々たる変化だったことも、気付いてみれば大きな変化となっていることも多かったのだと、あらためて認識される形になった。

　ソーマは手を下ろし興奮気味の国民たちに語りかけた。

『こうして日々を積み重ねていき、少しずつ変化を重ねていくことで良い国というものを造り上げていく。妃たちや家臣たち、そして国民たちと共に。

　それこそが私の国王としてのあり方だ。この国のあり方だ。

　だからどうか、皆の力をこの国のために貸してほしい。

　いまよりも、少しずつだが、着実に素晴らしい未来のために！』

　そう言ってソーマは拳を掲げた。

　それに合わせてリーシア、アイーシャ、ジュナ、ロロア、ナデンや居並ぶ家臣たちも頭を下げる。その瞬間、視聴していた国民たちから歓声が沸き起こった。

　よくよく聞けば玉音放送からもその声は聞こえていた。

　噴水広場から沸き起こったその声は、たしかに王城まで届いていた。

　そして、ソーマたちはゆっくりと出口のほうへと歩き出した。
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　俺とリーシアをはじめとする妃たちは王城の中庭を見渡せるテラスへと出た。

　そこから中庭を見下ろせば、溢あふれかえる人、人、人。

　有名アニメ映画の悪役なら「人がゴミのようだ」とでも言いそうな光景だけど、いまの俺の立場では冗談でも口にはできないだろう。俺たちがテラスの手すり近くに立ち下の群衆に向かって手を振ると、城を揺るがすような大歓声が沸き起こった。

　これは俺が元いた世界で言うところの『一般参賀』のようなものだった。

　俺や妃たちの晴れ姿を生で見ようと、身分を問わず多くの国民たちが中庭に集まっているのだ。もちろん中庭までしか入れないし、厳重な警備態勢を敷いている。

　そのためいくら生で見られるとはいえ、相当小さくにしか見えないと思うのだけど、それでもここまで多くの人々が集まってくれたのは嬉うれしかった。

「陛下。シアン様とカズハ様をお連れいたしました」

　掛けられた声に振り返ると、カルラが先代国王夫妻であるアルベルト殿とエリシャ様と共に立っていた。カルラとエリシャ様は赤ん坊を抱いていた。

　産着の色から言って、カルラが抱いているのがシアン（青）、エリシャ様が抱いているのがカズハ（ピンク）だろう。俺はクスリと笑うとリーシアに言った。

「リーシア、キミがカズハを」

「わかったわ」

　リーシアがエリシャ様からカズハを受け取り、俺はカルラからシアンを受け取った。

　そして俺たちはまた手すりの近くまで進むと、落ちないように細心の注意を払いながら国民たちに見えるように抱いた。すると、

　ワアアアアアアアアアアアア!!　と大きな歓声が沸き起こった。

「ふぁっ……＃＄％＆○アァ！」

　歓声にびっくりしたのか、カズハはリーシアの胸に顔を埋うずめるようにして泣き出してしまった。リーシアが「よしよ～し」と揺すってなだめると、グスグス言いながらも大声は出さなくなった。でも、顔は絶対に胸から動かさないところを見ると、あれほど大勢の人を見るのは怖いのだろう。

　一方、シアンはどうかというと……。

「………」

　こちらはピシッと表情が固まっていた。

　まるで石化の魔法でも掛けられたかのように、群衆を見ながら表情を動かさなかった。シアンは人見知り気味で、初めて会う人の前ではこうやって表情を硬くする。
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　だからいつものことといえばいつものことだ。

　なんとか表情を解きほぐせないものかとそのぷっくらほっぺをプニプニとつついてみるけど、睨にらめっこでもしてるのかってぐらい表情は動かなかった。頑固者め～。

「凄すごいわね。みんながこの子たちを祝福してくれているわ」

　ナデンが手を振りながらそんなことを言った。

　そんなナデンの呟つぶやきを聞いて、アイーシャとジュナさんもやわらかく微笑ほほえんだ。

「王子様とお姫様ですからね。王家の未来が明るいのは国民にとって喜ばしいことです」

「ふふ、いまのお二人は歌姫ローレライ以上に国民に愛されていることでしょう」

「まっ、うちらもなんだかんだで国民に愛されとるしな」

　ロロアも快活に笑いながら言った。

「シア姉はエルフリーデン地方の人々に、うちはアミドニア地方の人々に人気がある。ジュナ姉は言わずと知れた『第一の歌姫プリマ・ローレライ』やし、アイ姉もナデっちも玉音放送に露出があるから親しまれとるしな。まあ、そんなうちらをまとめて搔かっ攫さらったダーリンにはちょっとやっかみもあるかもしれへんけど」

　そう言うとロロアはパチンとウインクした。

　……そうだな。これだけ素晴らしい奥さんたちに囲まれているんだ。

　多少のやっかみくらいは甘んじて受け入れよう。

　でも……国民に愛されてる、か。

「少しだけ、怖くなるな」

「ソーマ？」

　呟きを聞き取ったリーシアが首を傾かしげた。

　俺は苦笑しながらシアンを抱き直した。

「ここで俺たちを祝福し、歓声を上げている人々は、それだけ感情表現が豊かだということだ。それはつまり流されやすいとも言えるだろう」

　俺は群衆たちを真っ直すぐに見据えながら言った。

「もし、下手な統治を行い彼らの期待を裏切ったら、祝福は怨えん嗟さに、歓声は罵声に変わるだろう。俺たちの即位と婚礼、シアンとカズハの誕生を祝うのと同じ熱量で、俺たち家族を糾弾するようになるんじゃないだろうかってな」

　そう言うとリーシアたちは考え込むような顔をした。

　俺がこの国の王としての重責を負ったように、この国の妃としての重責を負うことになる彼女たちにも、思うところがあったのだろう。すると、

（「安心してください」）

　背後からそんな声が聞こえてきた。いつの間にやらカルラが真後ろに立っていた。

（「ご主人が道を踏み外した場合、私が命を賭けて止めるという契約です。もしものときは、怨嗟がご家族に向かう前に私がお止めします」）

　俺にだけ聞こえるようにカルラはそう囁ささやいた。内容に思わず笑ってしまった。

（「アハハ……それって道を踏み外したら殺すってことだろ？　こんな晴れの日に言うことか？」）

　俺が振り返らずに小声で尋ねると、カルラは呆あきれたように言った。

（「その晴れの日に悲観的になっているご主人が悪いんです」）

（「……そりゃそうだ」）

（「ええ。ですので、その日が来ないように良き王でいてください」）

　そう言ってカルラはスッと離れていった。

　普段はセリィナに振り回されているけど、カルラは俺にとって頭上に吊つるされた剣だ。

　常にある危険として存在し、自身の内省を促す抑止力となる剣。

　そしていざ道を踏み外したときには降ってくる剣。

　それは逆に、やりすぎたときには止めてくれる存在がいるという保証でもある。

　これから国王としてやっていく上で、この抑止と保証は心強かった。

「大丈夫よ、ソーマ」

　すると、リーシアが柔らかく微笑みながら俺の傍そばに寄り添った。

　それを見ていた国民たちがまた歓声を上げた。

「これまでだってみんなで乗り越えてこられたんだもの。これからだって、どんなことがあっても、この家族でならば乗り越えられるわ」

　リーシアの言葉に、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデンも頷うなずいていた。

　なんだか勇気をもらった気がして、俺は「ありがとう」とみんなに伝え、再度国民たちに向かって片手を振る作業に戻った。

「でも、もっと家族がいてもいいと思うわ」

　リーシアが国民たちのほうを向いたままそんなことを言い出した。

「だから今日から、ソーマの寝る場所は私たちの部屋よ」

「あの……リーシア、それって……」

　つまり……そういうことか？

　俺はしばらく、自分のベッドでも政務室のベッドでも寝られない……と？

　リーシアは笑顔のまま俺に告げた。

「決定事項よ。ちなみに今夜はアイーシャの部屋ね」

「ふ、不ふ束つつか者ものですがよろしくお願いします」

　アイーシャも国民に手を振りながら、はにかむように言った。

　なんでも週の初めに各々の予定や体調などを担当する女官に報告し、それを考慮した上で、同どう衾きんするスケジュールが決まっているんだとか。

　明日はジュナさんで、次がロロア、ナデン、リーシア……と続いていくらしい。

　ちなみに俺の予定などはまったく聞かれてないんだけど……。

「しっかりね、ソ・ウ・マ」

「……はい」

　……頑張ろう。いろんな意味で。

　ワアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!

　そのとき、国民たちから一際大きな歓声が上がった。

　ん？　いまはなんで歓声が上がったんだ？　そう思っていると、

「ソーマ、あれを見て！」

　ナデンが真上を指差しながら言った。俺たちが空を見上げると、

「なっ!?」

　俺たちの遥はるか上空、雲間を白く大きな影が飛んでいるのが見えた。あの日の光を受けて煌きらめく体毛のある表皮と、空を裂く雄大な翼は……間違いない。

「ティアマト様!?」

　ナデンが叫んだように、その姿は間違いなく聖母竜マザードラゴンティアマト殿だった。

　ティアマト殿はごく稀まれに大陸中を遊覧飛行することがあり、聖母竜信仰においてはその姿を見ることは吉兆であるとされている。俺とリーシアは以前に見たことがあった。

「ソーマ、たしかティアマト殿にも婚礼の儀への招待状を出していたわよね」

　リーシアに尋ねられて俺はコクリと頷いた。

「ああ。『ノートゥン竜騎士王国』のシィル姫を通してな。ただティアマト殿は下界のことには不干渉であるから、無理だろうとは言われたけど」

　それでもナデンと結婚する上で、すべての竜ドラゴンの母であるティアマト殿を招待しないのは嫌だったのでダメ元で招待状を送っていたのだ。ただやはり返事は来なかった。

「噓うそっ……ティアマト様……なんで……」

　呆ぼう然ぜんと空を見上げているナデンの肩を抱いた。

「地上のことには不干渉であらなければならない。だけど竜騎士王国以外へ嫁いでいったナデンとルビィのことを心配していたんじゃないかな。だからこうやって、遊覧飛行という形で〝二人の娘たち〟の晴れの日に〝通りかかった〟」

「ソーマ……」

　目に涙を溜ためているナデンの肩をポンと叩たたいた。

「ほら、過保護な義か母あさんに答えてあげたら」

「ぐすっ……うんっ！」

　ナデンは空に向かって手を振りながら、人の姿のまま龍の咆ほう吼こうを放った。同時に城下の方からも似たような咆吼が聞こえて来たので、ルビィも気付いたのだろう。

　すると二人の娘たちの元気な声を聞き届けたようで、ティアマト殿からもあのクジラの歌声のような穏やかな咆吼が響いてきた。そのティアマト殿の咆吼はまるで王国の前途を祝福しているかのようであったと記録に残されることになる。

「いい結婚式になったわね」

　リーシアの言葉に俺は心の底から同意するのだった。







なかがき







　現国十巻をお買い上げいただきありがとうございます。ロードバイクを購入してから晴れた日には四十キロは走らずにいられない身体からだになったどぜう丸です。魔性の乗り物だぜロードバイク。バイクはコスパで選びましたが、ここまでハマるとは……。

　さて本編の話へと移りますが、この巻でついにソーマは正式な国王として即位し、リーシアたちと結婚します。物語的には第二部完といったところでしょうか。あっ、物語はまだまだ続きますので引き続きお付き合いくださいませ。

　実は今巻のサブキャラパートの恋愛譚たんですが、当初はここまでガッツリやる予定ではありませんでした。戴冠式と婚礼の儀だけやって、サブキャラの恋愛模様は結婚したという事実だけ提示してサラッと流してもいいかなとも思っていました。

　ですが、現行で追っかけてくださっている読者の方から、他の恋愛の決着もしっかりと付けてほしいというお声をいただき、『華か燭しよくの章』という独立した章となったわけです。この物語には珍しいくらいガッツリ恋愛物語となっています。……たまにはいいですよね？　節目の十巻なのですから、多少羽目を外すのは大目に見てください。

　ただここから先はオチオチしてはいられません。

　フウガの出現によってこの世界の動きは加速していくことになります。

　この時代の動きに対してソーマは備えなければなりませんし、ソーマが備えて何かを為なせばそれがフウガを刺激して、フウガを却かえって急せき立てることになるでしょう。

　互いに影響し合って時代を加速させていくのです。

　……まあ次巻は内政系の話がメインなんですけど。これも備えです。




　さてさて、このなかがきの後は番外編となります。

　五十頁ページほど余裕があったので、これまで描いてこなかった、いずれ描きたいなと思っていた部分をガッツリと書き下ろさせていただきました。

　時系列的には戴冠式よりも前、今巻でいえば第四章、第五章の間あたりに挿入することも考えましたが、こちらも恋愛譚ではあるものの、だいぶ雰囲気が違うので本編とは分けさせていただきました。……こういう書き下ろしを作るときはプロット代わりに描きたいシーンを箇条書きにしたメモを作るのですが、描き上げてみると、どうもメモで考えていたものとは違う雰囲気のものができあがったんですよね。不思議なものです。

　それでは絵師の冬ゆき様、コミカライズの上田悟司先生、担当様、デザイナー様、校正様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様方に感謝を。どぜう丸でした。

　引き続き番外編にお付き合いください。
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　ソーマ殿の戴冠とリーシアたちとの婚礼が間近に迫っていたある日のこと。

「シアンさん、カズハさん。〝大おお母かか様さま〟が来ましたよー」

　私は赤ちゃんたちのいるベビーベッドを覗のぞき込みながら言いました。

「だう～？」「あぁい！」

　私と目が合うとシアンは人差し指を咥くわえながらキョトンとした顔をし、カズハは手足をワキワキと動かしてはしゃいでいました。反応は違いますがどちらも赤ん坊らしい仕草が可愛かわいらしく、私は頰に手を当てながらうっとりと魅入ってしまいました。

「ああもう、なんて可愛らしいんでしょうか」

「母上……」

　そんな私を見て、横で産着を畳んでいたリーシアが苦笑気味に言いました。

「二人が可愛いのはそのとおりですけど、大母様ってなんですか？　ウォルター公じゃないんですから」

「あら、いいじゃない。まだお祖ば母あ様さまと呼ばれる歳としじゃないもの」

　リーシアは二十歳前にシアンとカズハを産み、私もリーシアのことは十代の間に産んでいます。だからまだギリギリ四十手前なのですから（補足：この世界と地球とでは一年の長さが違うので、地球換算では若干オーバーしてしまう）。

　私は呆れ顔のリーシアにクスクスと笑いながら言いました。

「リーシアもあと二十年もすれば思い知ることになるのよ？」

「……あまり考えたくありません」

　リーシアは嫌そうな顔をしながら、畳んだ産着を戸棚の中へとしまいます。すると部屋の扉がノックされ、リーシアが声を掛けると侍従メイドのカルラさんが入ってきました。

「リーシア。ご主人が婚礼の儀のドレスについて話があるらしい」

「ソーマが？　わかったわ」

　するとリーシアは私のほうを見ました。

「すみませんが母上、しばらくこの子たちのことをお願いします」

「ええ。婿殿を待たせてはいけないわ。いってらっしゃいな」

　そう笑顔で促すと、リーシアははにかみながら部屋を出て行った。入れ替わりで残る形になったカルラさんは「なんでも命じてください」と敬礼した。そんなカルラさんに微笑ほほえみで応えた私は、もう一度ベビーベッドの中の赤ん坊たちを覗き込みました。

「本当に……夢のようですね」

　カルラさんに聞こえないように、私は小声でポソリと呟つぶやいたのでした。





◇　◇　◇






　私が自分が持つ魔法を正しく理解したのは十二歳のときでした。

　エルフリーデン国王であったお父様と、その第三正妃であったお母様との間に生まれた私は、お母様が早くに亡くなりお父様に可愛がられて育ったこともあり、すっかりじゃじゃ馬な姫になっていました。なまじ武術や馬術のセンスがあったことから、城の衛え士じたちに交じって乗馬を行い、生傷の絶えないやんちゃな幼少期を過ごしていたのです。

　あの日、厩きゆう舎しやに人に慣れない暴れ馬がいると聞いて「私が乗りこなしてみせるわ」と意気込み、制止するお付きの侍従メイドや衛士を振り切って暴れ馬に乗ろうとしました。

「―――っ!!」

　そのときです。不意に頭の中に鮮明すぎる〝記憶〟が流れ込んできました。

　暴れ馬に無理矢理跨またがる私。

　多少は暴れられたものの、なんとか落ち着かせることができた私。

　そして得意になって気を抜いた瞬間暴れ出す馬。

　振り落とされ頭から落下する私。

　襲う激痛、目に映る近すぎる地面、広がっていく私の血。

　そんな光景が頭の中に広がり、私はやがて察しました。

　これは【私】の記憶。それもこの暴れ馬に乗った〝未来の【私】〟の記憶だと。

「……やっぱりやめておくわ」

　私は暴れ馬に乗るのを止やめ、ホッとした顔をする侍従メイドたちの顔を尻目に自室へと戻り、ふかふかなベッドの上にうつ伏せに倒れ込みました。

　それまで私は自分の持つ魔法がなんなのかをわかっていませんでした。

　これは火・水・土・風の四属性と、傷を癒やす光属性以外の魔法である闇系統魔法の保有者にはよくあることです。闇系統はその個人にしか使えないような特殊な魔法という括くくりのため、本人も詳しくわからないことも多いのです。

　しかし、この日の体験で私は自分の能力をハッキリと理解しました。

【自身の命が危険に晒さらされるとき、その記憶を過去の自分に伝える】

　これが私の持つ固有の魔法でした。

　命の危機に瀕ひんしたとき、あのときああしていれば、ああしなければという後悔を、その未来に繫つながる分岐点に立つ私に送ることができるという能力。

　未来の【私】の記憶を受け取った感想としては、まるで自分がその選択を行い、そして辿たどり着いた未来から時間が巻き戻ってこの時間に戻ってきたという感覚です。

　しかしそれと同時に自分の未来ではないという感覚もありました。

　だってこの私はまだ、その選択をする前なのですから。自分と同じ存在が自分が採るであろう選択の結果を見せられた、という風にも思えるのです。

　また命の危機に瀕しないと記憶を送ることができないということは、私の生涯では一度きりしか使えない魔法だということでもあります。記憶を送ったあとは死が待っている可能性が高いのですから。送られてくるうちは天啓や第六感を得たような感じですが、送るときには過去の自分への遺書のようなものになるということです。

　そのことに気づいてゾッとしました。

　送られるうちはまだいいです。送る側になったらと考えると恐怖しかありません。

　またこの力のことを他人に説明するのは難しく、下手に伝えようとすればおかしくなったのではと思われることでしょう。自分以外の人の記憶は送れるのだろうかなど知りたかったのですが、命の危機と背中合わせの魔法なので試すこともできません。

　だから私はこの魔法について誰にも相談できず鬱々としていました。

　自分の命が危機に晒される記憶がまた送られてくるのではと思うと、いままでのような無茶や無謀な振る舞いはできなくなりました。周囲は急にお淑しとやか（のよう）になった私に対して「第三正妃の娘とはいえ、王族としての自覚が出てきたのでは」と歓迎ムードのようでしたが、私からすれば「人の気も知らないで」と思うだけです。

「はあ……」

　こうなるとなにかする気力も湧かず、ボンヤリとすることも多くなりました。

　部屋から窓の外を眺めたり、庭園に咲く花を眺めたりして過ごす日々。

　そんなある日のことでした。

「ふむふむ、なるほどなるほど」

　庭園でボンヤリしていたら、そんな声が聞こえて来ました。

　生け垣からひょっこりと顔を出してみると、この庭園を管理している専属庭師のお爺じいさんと、若い貴族風の男性がなにやら話し込んでいるようでした。

「つまり、この花はこの時季に剪せん定ていしなければならんのでございます」

「なるほど。勉強になります」

　どうやら枝切り鋏ばさみを持ったお爺さんが枝を切りながら、貴族風の男に園芸を指導しているようです。身なりからすれば男性のほうが良く、おそらくお爺さんよりも立場が上だと思われるのに、男性は熱心にお爺さんから指導を受けているようでした。

　私は二人の近くへとこっそりと移動し、その男性を観察してみました。

　おそらく十八歳から二十歳くらいと思われるその男性は、ややくたびれた顔立ちで若いのにどこか老けているといった印象を抱かせる人でした。顔立ちも凡庸で覇気もなく、優しそうではあるけど将来出世はできなさそうな、そんな感じがします。

　するとお爺さんは自分の腰をポンポンと叩たたきながら男性に言いました。

「教えるのはこんなところですかいのう。お役に立てましたか？」

「はい！　ご教授感謝いたします」

　どうやら話が終わったみたいです。お爺さんは次の仕事に取りかかるべくその場を去っていき、残った男性はその場に座り込み、懐から紙と携帯用の墨袋付きのペンを取り出して、なにやら書き込み始めました。

　私はそっと男性のもとに近づくと声を掛けました。

「なにをしているのですか？」

「しばしお待ちを。今聞いたことをまとめて……っ!?」

　相手が誰かも確認せず男性はペンを走らせていましたが、急に誰かに声を掛けられたという事実に気付くとビクッと身体からだを震わせました。そんな仕草も間が抜けています。

「すみません。急に声を掛けてしまって」

「あ、いえ……って、エリシャ姫様!?」

　男性はすくっと立ち上がると、思いっきり頭を下げました。

「これは姫様とは知らず大変なご無礼をいたしました！」

「いいのです。こっそり近づいたのは私ですから。それよりも、貴方あなたはこんなところでなにをなさっているのですか？」

　そう尋ねると、男性は頭に手をやりながら顔を上げました。

「あの、実は自分、園芸が趣味でして……この美しい庭園を見て、是非この庭園を維持している方のお話が聞きたいと思い、ご教授いただいていたところなのです」

「園芸……ですか？　殿方なのに」

「あーいや、私の領地は山間部にあるなにもない田舎といったところなのですが、土地は余っていて庭も広いので自分で庭園を造っているのです。私はどうも要領が悪く、武の道も政も中途半端ですが、園芸だけはちょっと自信があるんです……なんて」

　そう言って男性は力無くアハハと笑った。なんとも頼りない感じがします。出世はできなそう、という私の第一印象は間違っていなかったみたいです。

「アハハ……変ですよね？　自分でもわかっています」

　私の内心を察したのか、男性はそう言って苦笑しました。……その弱ったような顔を見ると、なんだか申し訳ない気持ちになってきます。王城で出世欲にギラついている者たちを見続けてきたせいでしょうか。人を値踏みする癖が付いてしまっていたようです。

「……それでいいんじゃないですか？」

　私は思わずそんな言葉を口にしていました。

「武勇自慢、賢さ自慢の騎士や貴族は沢山います。貴方くらいのんびりとした貴族が一人くらい居たって、この国は良くも悪くもならないでしょう」

「姫様……」

　目を丸くする男性に私はニッコリと笑いかけました。

「貴方はただ貴方であればいいと思います。権謀術数が渦巻くこの世界に、貴方みたいな人もいるのだと知れて、私は和むことができましたから」

「……もったいないお言葉です」

　男性は胸に手を当てて頭を下げました。







　それから三年の時が経たち、私が十五歳になったときのことです。

　エルフリーデン国王であったお父様が亡くなりました。

　大陸の西で強大化してきたグラン・ケイオス帝国に対抗できる国家を造るべく、お父様は国土を拡張するための戦争を行ってきました。北の中小国家群のうちのいくつかを王国に併合し、西のアミドニア公国の領土を大きく削り取り、南のトルギス共和国や東の海の九く頭ず龍りゆう諸島連合と小競り合いを繰り返してきました。

　急速な拡大は軋あつ轢れきを生み、この国は滅ぼした者、滅ぼされた者、奪った者、奪われた者、殺した者、殺された者を同時に内包していたのです。そんな不和の種は、お父様が後継者を定めぬまま急死したことによって急速に成長していくことになりました。

　誰が次の王となり、この国を継承するのか。

　大きくなった国家故ゆえに手を挙げる者も多かったのです。

　王家内での対立に、騎士・貴族階級の思惑も絡み火種は大きくなっていきました。

　そして不和の種も芽吹きます。

　あの家があちらに付くなら、我が家は対立するこちらに付こう。あの者だけは許せないから、あの者の支持する派閥には付かない。……そんな風に王国上層部はいくつもの派閥に割れ、対立するようになっていました。

　そして火種はすぐに私のところにやってきました。

「婚約者を決めるように……ね」

　私は机の上に積まれたお見合い相手の姿絵の前で溜ため息いきを吐つきました。

　私は第三正妃の娘であり、上には片手では足りない数の異母兄弟姉妹がいました。皇位継承の序列で言えば十番目くらいで、また母もすでに亡くなり後ろ盾となるような実家もなかったので、この王位継承の争いに加われるはずもありません。

　だから当初はこの争いからも蚊帳の外に置かれていました。

　しかし争いが激しくなり、継承者の何名かが不審死（おそらく対立相手による暗殺）する事態になって、私は無関係ではいられなくなりました。

　後ろ盾もなく取るに足らない小娘でも、一応お父様の血を引いているのですから、少しでも有利になるよう自陣営に取り込みたい、或あるいは敵陣営にとられるくらいならばいっそ……と、周囲がそう思うようになっていったからです。

　そしてこの頃から私の魔法が良く発動するようになりました。

　お茶を飲もうとすれば『そのお茶を飲んで苦しむ』イメージが、

　バルコニーを歩いていれば『上から降ってくるシャンデリア』のイメージが、

　道を馬車で移動していれば『武装した悪漢に囲まれる』というイメージが、頭に浮かぶようになっていきました。きっと未来の【私】からの警告なのでしょう。

　私はそんな未来が現実にならないように、お茶は飲まずに済ませ、移動するときは道を変えるなどして、なんとか回避し続けました。

　だけど、それも限界です。相手からすれば危機を回避し続ける私はかなり異質な存在に映っていることでしょう。早く自分も後ろ盾となるべき存在を得なければ。

　そんなときに私のお見合い話が持ち上がって来ました。

　この選択によって私の所属と後ろ盾となる存在が決まることになります。王家の者として恋愛結婚など望むべくもないことは覚悟していました。こうなればなんとしてでも、この王位継承の争乱を乗り越え、共に生き残れる方を探さなくては。

　そう思ってお見合い相手の姿絵を取ろうとした、そのときでした。

「きゃあああ!!」

　強烈な死のイメージが私を襲いました。

　それも一つではなく無数の、死の運命が私の頭の中を駆け巡っていきます。

　私はあまりのことに卒倒してしまいました。







　目が覚めたとき、私はベッドの上でした。

　どうやらお付きの侍従メイドが私の悲鳴を聞いて駆けつけ、介抱してくれたようです。

　私は侍従メイドに「ありがとう、もう大丈夫です」とお礼を言って部屋からだし、まだボンヤリとする頭でさっき見たイメージについて考えました。

　頭に流れ込んできたのは【選択に失敗した何人もの私】の未来でした。

　ある【私】は武勇に優れた軍人家系の男性と婚約しました。

　その人もかなりの武勇の持ち主であり、また配下も精強であると聞いていました。その人ならば自分のことを護まもってくれるのでは、と期待したのでしょう。

　しかしその人は武力を笠かさに着て、傲慢な振る舞いが目立ち敵を増やしていきました。敵味方が入り乱れて争っていた王城では、その行動は命取りとなります。最後は呆あつ気けないほど簡単に謀られて【私】との結婚を待たずに殺害されました。【私】もまたその人の家人たちと共に、敵兵たちに剣を突きつけられたところで記憶は閉じます。

　ある【私】は知略に優れた男性と婚約しました。

　その人は対立する派閥の者たちを策略で排除していきました。しかし多くの人々の恨みを買い、信頼を失い、結局は仲間に裏切られる形で命を落としました。私もその事件に巻き込まれることになったところで記憶は閉じます。

　ある【私】は当時の最大派閥に属する男性と婚約しました。

　属した派閥は人数が多く他の派閥を圧倒していましたが、敵対する派閥がすべて無くなったころに派閥内の主導権争いによって分裂し、泥沼の抗争を繰り返すことになります。流れた血はこの未来が一番多かったかもしれません。記憶の結末も一緒です。

　ある【私】はこの争乱から逃げだそうとしました。

　誰と婚約しても似たような結末になるなら、いっそ誰も選ばずに身を隠そうと思ったのです。しかし実家のような後ろ盾のない【私】が身を隠せるのは市井だけです。王城のような警備も敷かれていない市井では潜伏してもすぐに発見され、また当時の疑心暗鬼ぶりから身を隠したということはなにか企たくらんでいるのではと危険視されました。

　見つかり、不穏分子として処理されそうになるところで記憶は閉じます。

　その後の【私】の選択にも明るい未来はやってきませんでした。

　辛うじて王位継承の争乱を生き残った未来でも、それまでに流された血によってエルフリーデン王国は挙国一致の体制をとることはできず、その後に起こった他国の侵攻、魔物の襲来、貴族の謀反、民の反乱などによって王国は衰退し、結局王城は焼かれたところでどんな【私】の記憶も閉じることになるのです。

　そのような光景が十個ほど私の頭を駆け抜けていきました。

　何度も何度も時間が巻き戻ったようでありながら、私ではないこともわかる記憶。

　そして見せつけられた私ではない【私】の選択の結末。

　その光景を思い出し、私は洗面所へと駆け込んで胃の内容物を吐き出しました。胃が空っぽになったとき、私は力無くその場に崩れ落ち、壁にもたれ掛かりました。

「これは……もうダメだわ」

　そんな言葉が口から零こぼれました。十回の失敗。これを多いと思うか少ないと思うかは個人差があるでしょうが、私にはもう耐えられませんでした。

　記憶を受け取ったとしても、この私は私しかいないのですから。

　私が何かを決断し、失敗して次の【私】に私の経験を伝えたとしても、それは私が過去に戻れるということではないのです。失敗した私はここで終わりです。もしかしたら次の【私】は、次の次の【私】は、幸せな未来にたどり着けるかもしれません。

　ですがそれは私のことではないのです。

　私は、私がいるこの世界でしか幸せにはなれないのですから。

　失敗すればこれまでの【私】と同じような死が待っている。

　そう考えると選択することさえ恐怖でした。

　受け取った記憶が死の直前で終わっているというのもまた恐ろしいことです。死んだらどうなるかもわからないまま、何度も死の目前まで行かされるのですから。

　喩たとえるならば目の前に無数のロープがあって、そのうちの一本が頭上に吊つるされている剣に繫つながっているのに、そのロープを一本一本切らされているような気分です。いずれは自分の頭に降ってきて命を奪う剣に怯おびえながら、一本一本ロープを切っていく感じ。仮にそのとき降ってこなかったとして、それで安心などできるはずもありません。

　心が追い詰められ、私は膝を抱えました。

（もうやだ！　なにも選びたくない！）

　なにをしてもダメならば、もうなにもしたくない。

　私の心はすっかり折れてしまいました。







　それからの私は以前にも増して、ボンヤリと過ごすことが多くなりました。

　出口の見えない迷宮を彷徨さまよい、そして辿たどり着いた行き止まり。運命に抗あらがうなんて気力もなく、私はただやがて訪れるであろう終わりを待っていました。考え悩むほど辛つらくなるから、極力なにも考えないように日向ひなたぼっこなどをして時間を過ごす。

　このときの私は思考も行動もだいぶお婆ばあさんのようだったと思います。

　そしてボンヤリする場所として庭園を選んだある日のこと、

「頼む！　このとおりだ！」

「そう言われても、こればっかりはなぁ……」

　なにやら男性二人の声が聞こえてきました。なんだろうと思って生け垣から覗のぞいてみると二十代前半の男性が、まだ若い（鬣たてがみが短いのでそう見えます）獅し子しの顔を持った獣人族の男性に頭を下げていました。獣人族の男性は困ったように言いました。

「頭を上げろアルベルト。いくらお前の頼みでも聞けんことはある」

「そこをなんとか頼む、ゲオルグ」

　ゲオルグ……あっ、思い出しました。

　あの獅子の獣人族はこの国の陸海空の三軍を統べる三公の一角、カーマイン家の嫡男ゲオルグ・カーマインです。お父様がまだ健在だったころに、現当主であるお父上と共に何度か登城していたので見覚えがありました。

　一方でアルベルトと呼ばれた男性は……誰なのでしょうか。

　どこかで見た憶おぼえがあるのですが、思い出せません。まだ若いと思うのに、疲れ気味の顔やアゴ髭ひげなどのせいもあるのか見た目年齢よりも老け込んで見えます。

「頼むゲオルグ！　せめてお父上に会わせてくれ」

「だから無理だと言っているだろう」

　二人はなにやら言い合っているようでしたが、口調は砕けていて長年の友ゆう誼ぎのようなものが感じられました。アルベルトは文官よりな見た目をしているので、武官の代表格であるカーマイン家の人と友人のようなやりとりをしているのが意外に思えました。

　するとゲオルグは短い鬣をワシワシと搔かきむしりました。

「お前には借りがあるし、俺だって力になってやりたいさ。だがいまのカーマイン公は親おや父じだ。そして親父たちはウォルター公の主導で、王位継承の争乱には関わらないことを決めてしまっている。この争乱に三軍までが介入すれば争乱は王都だけでなく、国全体にまで波及する。そうならないようにそれぞれの配下を引き締めているんだ」

　アルベルトのお願いとはこの争乱に関することのようです。そしてそれをゲオルグが心苦しいと思いながらも断っている、という状況のようです。

　たしかにこの争乱に三軍までが加わるとなれば、更なる混乱を呼ぶことでしょう。長年この国を支えてきた女傑エクセル・ウォルターならば、そうならないように三軍を引き締めに掛かるのも当然だと思えました。そしてウォルター公が断固として反対すれば、娘婿であるバルガス公も従い、二家に反対されればカーマイン公も従うはずです。

　理はゲオルグにあると思いました。しかしアルベルトは引き下がりません。

「なにも『あの方に助力を』とお願いしてるわけではない！　私はただ、あの方に危害が加えられないよう保護してほしいと言ってるんだ！」

「だから、それが介入だと捉えられない行為だと言っているんだ！」

　そう言うとゲオルグはアルベルトの肩をトンと押しました。たったそれだけのことでアルベルトはふらつき、数歩後ずさってから膝を突きました。

　それを見てゲオルグは悲痛そうな顔で言いました。

「俺はむしろ、お前にはこれ以上この争乱に関わってほしくないと思っている。お前は気の良いヤツだ。それは友である俺がよく知っている」

「ゲオルグ……」

「だがお前は弱い。俺がちょっと押しただけでふらつくくらいだ。お前にはこの争乱を乗り越えられるだけの力はないし、他者を蹴落とすには心根が優しすぎる。だからこそ、あの山間の領地に引き籠もってさえいれば巻き込まれずに済むだろう」

　そしてゲオルグは俯うつむいてしまったアルベルトの肩に手を置きながら言いました。

「だから手を引け、アルベルト」

「ゲオルグ……それでも……」

　アルベルトは肩に置かれたゲオルグの腕を摑つかみました。

「それでも私は、救いたいのだ！　あの方を……エリシャ様を！」

　私っ!?　なんで!?

　私は一瞬、なにを言われたのかがわかりませんでした。私を救いたい？　私はこの人が誰かも知らなかったのに、なぜそこまで必死になってくれるのでしょうか。

「なぜそこまでエリシャ様に肩入れをするのだ？」

　私の知りたいこととまったく同じことをゲオルグが聞いてくれました。すると、

「『それでいい』と言ってくれたのだ」

　アルベルトが絞り出すような声でそう言いました。

「私は力も、知恵も、富も、権力も人より劣る凡夫だ。唯一自慢できるものと言ったら園芸の腕前という、なんの面白みもない男なのだ。だけどあの方は私に『それでいい』と言ってくれたのだ。『貴方あなたはただ貴方であればいい』『権謀術数が渦巻くこの世界に、貴方みたいな人もいるのだと知れて、私は和むことができた』と。その言葉に、私は救われたような思いがしたのだ」

（あの人……）

　私はようやく思い出しました。あの日のことを。この人のことを。

　数年前にこの庭園で出会い言葉を交わしたのはアルベルトだったのです。あんな二言三言交わした言葉のために、この人は私のために必死になってくれていたのです。そうと知った私は衝撃を受けました。私は言葉を交わしたことさえ忘れていたのに、この人は私の何気ない言葉を憶えていて、私を救おうとしてくれていたのです。

　そうして思い返してみると、受け取った【私】の記憶の中にもこの人がいたことに気が付きました。【私】がどんな立場となり、誰と婚約した未来でもこの人は、

『いまは国内で争っているときではないはずです！』

『話し合うために、矛を収めていただくことはできないでしょうか！』

『このままでは王家が滅びます！　どうか、思い直してくださいませんか！』

　いろいろな派閥にそう訴えているのを何度も見かけました。もちろんなんの力も持たないこの人の言葉に耳を貸す人はなく、また脅威ともなりえない人物であったため放っておかれていました。【私】も気にも留めていなかったようです。

　だけどそれがすべて私を護るための行動だったとしたら。

　なんと愚かで、意味の無い、馬鹿らしいほど真っ直すぐな人なのでしょうか。

「……っ！」

　気が付いたら涙が頰を伝っていました。

　見せつけられた記憶に凍いてついた心が解け出したかのような気分です。私が袖口で涙を拭っていると、ゲオルグがアルベルトに辛そうな顔で言いました。

「やはりいまの俺ではお前の力になることはできん」

「……そうか。仕方ないな」

　アルベルトが肩を落とすと、ゲオルグはそんな彼を立たせました。

「憶えておいてほしい。俺がカーマイン家を継いだそのときには、お前のために最大限の協力をするとここに誓おう。この命に代えてもだ」

「ゲオルグ……」

「だから無茶だけはするな。俺を恩知らずにさせないでくれ」

　そう言うとゲオルグはポンポンとアルベルトの肩を叩たたいて去って行きました。取り残されたアルベルトは黙ってその背中を見送りながら立ち尽くしています。私は自分の涙が乾いたことを確かめてから、生け垣を出てアルベルトのそばへと歩み寄りました。

「アルベルト殿」

「っ!?　えっ姫様!?　いつからそこに!?」

「だいぶ前からです」

　驚くアルベルトに私はクスリと笑いかけました。

「その……私のために、ありがとうございます」

「い、いえ！　私などではなんの力にもなれず……結局、友であるゲオルグの助力すら得ることができませんでした」

「仕方の無いことです。それよりも、アルベルト殿がカーマイン家のゲオルグ殿と親しく話していたことが意外でした。なんといいますかタイプが違うので」

　私がそう言うとアルベルトは後頭部に手をやって困ったように笑いました。

「親同士に縁があって、子供のころからの付き合いなのですよ」

「ちょっと気になります。あっ、座りましょうか」

　立ち話もなんなので、私たちは中庭にあるベンチに腰を下ろしました。

「そう言えばゲオルグ殿は『借りがある』みたいなことを言ってましたけど、あれはなんなのでしょうか？」

「あー……ゲオルグはいまでこそ多少は落ち着いていますが、昔はかなりのヤンチャな悪ガキだったのです。お父上の大事にしている壺つぼを割ったり、庭で剣を振り回していて立派な木を傷だらけにしてしまったり、これはゲオルグだけの非ではありませんが、街で悪さをしていたとある貴族のご子息をボコボコにしたりと」

　……どうやらゲオルグ殿の幼少期は典型的なガキ大将だったようです。

「そうしてお父上に大目玉を食らうわけなのですが、ゲオルグはよく我が家に逃げてきました。私はゲオルグほど活発ではありませんが、悪さをする度胸もなく大人しい子供だったので大人の受けは良かったんです。そして何度かゲオルグとお父上の間を取りなしたのです。ゲオルグだけが悪いというわけでもないこともありましたから」

「なるほど……それが『借り』なのですね」

「ええ。あーあと、口下手なゲオルグの代わりに、彼の婚約者との仲を取り持ったこともありましたね。敵には怯ひるまないのに、女性はどう扱って良いのかわからず怖い顔になってしまうみたいで、それで誤解されないようにと……」

「へ、へぇ……」

　ゲオルグの意外な人柄に私はポカンとしてしまいました。これは……自分で聞いておいてなんですが、ゲオルグからしたら聞かれたくなかったことかもしれませんね。

　でも……話を聞いてわかりました。

　この人は裏表のない見た目どおりのいい人であると。それは何人もの【私】を通して人の憎悪や醜悪さを見続けてきた私にとっては救いのように思えました。

　きっとこの人は誰も排除しようとしないでしょう。

　自分にとって害悪であり、排除することが自分自身のためであると思う相手であっても排除できないはずです。それは彼の弱さであり、優しさであり、国に仕える者としては失格であり、いまの私にとっては安らぎのように思えました。

　この人ではきっとこの争乱を乗り切ることはできない。

　だけど、どうせ乗り切ることができない運命ならば、最期のときまでこの人のそばでのんびり生きるのも悪くないかもしれない。少なくともこれまでの【私】よりは汚いものを見ずに済むでしょう。この人に汚いことなどできるはずもないのですから。

　でも……そのためには彼に伝えなくてはなりません。

　私と居ることで争乱に巻き込まれ、命を落とすかもしれないということを。

　伝えずに縋すがるのはこの人に対して不誠実だと思ったので。

　もしこれを伝えてもなお、私の手を取ってくれるならば……私は……

「……アルベルト殿。貴方のご実家にも庭園があるのでしたね」

「あっ、はい。王城の庭園よりは規模も質も劣りますが」

　アルベルトはキョトンとした顔をしながら言いました。

「私をその庭園に連れて行ってはくださいませんか？」

　私は真っ直ぐにアルベルトの目を見つめながら言いました。

　アルベルトは目を大きく見開きました。

「それはっ……いえ、ご覧いただきたいのはやまやまなのですが、我が領地も屋敷も王家の方をお招きできるようなところではなく……」

「わかっています。王家の姫として行くのではありません」

　しどろもどろになるアルベルトに私はハッキリと言い切りました。

「私は家名を捨てて、貴方のもとへ降嫁したいと思います」

「こ、降嫁!?　お嫁に来るということですか!?」

「はい。アルベルト殿にはすでに奥様はいらっしゃるのでしょうか？」

「あっ、いえ、私はまだ独り身ですが……」

「ならばちょうどいいですね」

「ってそうではなく！　どうして急にこんな話に!?」

　混乱するアルベルトに私は自嘲気味に微笑ほほえみながら言いました。

「周囲から婚約者を決めるようにと圧力を受けているのです。ですが誰と婚約したとしても王城に居るかぎり私は争乱に巻き込まれるでしょう。王家の血はそれだけで利用価値がありますから。利用し、利用される……そんなのはもう沢山なのです。私は、貴方のような人とのんびりとした日々を、少しでも長く過ごしたい！」

　そして私はアルベルト殿に手を差し伸べました。

「これは私の我わが儘ままです。貴方の立場からすれば私は、傍そばにいることで争いに巻き込まれるかもしれない厄介な女です。それでも、もしも許されるなら……私は……貴方にこの手を取ってほしい。できるだけ長く、心安まる時間を共に過ごしてほしいのです」

「………」

　私の言葉にアルベルトは息を吞のんでいました。狡ずるいことはわかっています。この人の優しさに付け込んでいるのだということは。だけど、もしも破滅の運命が変えられないのだとしたら、最期にはアルベルトみたいな人に傍にいてほしい。

　これまでの【私】のように抗あらがうことを諦めた私の、たった一つの願いでした。

　しばしの沈黙の後でアルベルトはそっと口を開きました。

「ずっと……姫様のことを護まもりたいと思っていました。ですが、私にはなんの才覚も無く、なんの力にもなれませんでした。それが……悔しかった」

「………」

「そんな私ですが、一緒にいることくらいならばできそうです」

　するとアルベルトは差し出した私の手を取ってくれました。

「我が領地に来れば安全とはとても言えません。王都のように華やかな暮らしもできないでしょう。それでも姫様が穏やかな日々を過ごせるよう精進いたしましょう。こんな私でもいいというのであれば、是非に」

「ありがとう〝アルベルト〟」

　こうして私はアルベルトを婚約者として選んだのでした。







「のどかな場所ですね。ここは」

　馬車に揺られながら私は外の景色を眺めて言いました。

　アルベルトの領地は山間にある酪農と農業が中心の田舎でした。こうして馬車で田舎道をガタゴト進んでいると、荷台を牽ひいている牛などとすれ違います。

　王都の景色とはまるで違う牧歌的な光景が広がっていました。

「なんだかちょっとワクワクしてきました」

　私が興奮気味にそう言うと、アルベルトは苦笑していました。

「そうですね。姫様が見て面白いと思うものがあるかどうか」

「……アルベルト」

「はい……ってイタっ！」

　私はアルベルトのアゴ髭ひげをピッと何本か引っこ抜きました。

「私の旦那様になるのですから、敬語と姫様呼びはやめてくださいな」

「わ、わかったよ。エリシャ」

　アルベルトはアゴをさすりながら渋々と頷うなずきました。私よりも五つほど歳とし上うえなのにもかかわらず、強く出られないところに生来の気の弱さを感じます。もっとも、段々とそこがこの人の可愛かわいいところなのだと思えてきたのですが。

「あっ、綺き麗れいな小川。魚はいるのでしょうか？」

「ああ。秋になれば丸々と肥えた魚が上ってくるよ。子供のころはよくゲオルグと釣りをしたものだ。まあゲオルグはすぐに飽きて手て摑づかみに切り替えてたけど」

「釣り！　いいですね。やったことがないので連れて行ってください」

「もちろんだとも」

　王都の殺伐とした空気などどこ吹く風な田舎の景色を見ながら、私はアルベルトと『あれはなに』『これはなに』と取り留めのないお喋しやべりに花を咲かせました。それだけでとても楽しくて、私のもともとの活発な性格が戻ってきたような気さえします。

　そうこうしているうちに気が付けばアルベルトの屋敷に着きました。

　貴族の屋敷にしてはこぢんまりとしていましたが、周りに大きな建物のないこの土地ではそれなりに存在感があるように感じます。

　獣よけ程度の防犯能力しかなさそうな壁に設置された小さな門を抜けると、すぐにキチンと整備された庭園が目に入りました。王城のものほど大きくはありませんが、こぢんまりとした空間に上う手まく合致していて作り手のセンスを感じます。

「素敵な庭……これをアルベルトが？」

「うむ。私が趣味で造った庭だよ」

「素晴らしいです。やるじゃないですか」

「そう手放しで褒められると照れるなぁ」

　アルベルトは照れくさそうに笑いましたが、本当に素敵な庭だと思いました。私たちは庭と屋敷の間にある屋根付きのテラスに腰を下ろしました。日陰になっているそこから光の差す中庭を見れば、光と影の対照があって趣を感じます。

「のんびりするには打って付けの場所ですね」

「好きなだけのんびりできるさ。ちょうど良いのでお茶にしましょうか」

　アルベルトは家人に命じてお茶の準備をさせました。

　このテラス席でお茶を飲めば、時間がゆったり流れているように感じます。

「ふぁ……なんだか眠くなってきますね」

「こんな暖かな日よりだしなぁ。それに移動疲れもあるのだろう。微睡まどろむのには最高だろう。寝てしまっても良いよ。日が陰ってきたら起こしてあげるから」

「フフフ、贅ぜい沢たくな時間の使い方ね」

　私はお言葉に甘えてうとうとすることにしました。綺麗な庭と、ポカポカな空気と、アルベルトの穏やかな笑顔に、私の心も身体からだも溶けてしまいそうです。

　こんなに安らいだ気分になったのはいつ以来でしょうか。

（願うならこんな良き日ができるだけ長く続くといいなぁ……）

　私はそんな事を思いながら眠りに落ちました。

　それはきっと、叶かなわぬ願いであろうことをどこかで思いながら。







　ところが、私の予想に反してそんな微睡みのような日々は続きました。

　王都では相変わらず血生臭い争いが続いているようなのですが、それがこの領地まで及ぶことはありませんでした。これはあとで知ったことですが、どうやらアルベルトと婚約したことが良い方向に働いたようなのです。

　アルベルトは野心のない凡人として知られていました。

　そんなアルベルトのもとに家名を捨てて降嫁することになった私もまた、野心のない者として見られたのでしょう。もしかしたら『これほど男を見る目がないのなら、恐るるに足らぬ小娘』とでも思われていたのかもしれません。

　またアルベルトとゲオルグの友ゆう誼ぎも知られていました。

　カーマイン家と繫つながりのある人物に下手にちょっかいを掛けて、カーマイン公に介入されると厄介です。もしかしたらこの友誼の話はゲオルグが喧けん伝でんしたのかもしれません。友人であるアルベルトを助けるための、彼の最大限の援護だったのでしょう。

　だから凡人に嫁いで危険性が低く、またちょっかいを掛けると面倒くさい存在である私は、とりあえずは捨て置こうという方針になったみたいです。

　おかげで私はこの地で日々をノンビリと過ごすことができました。

「っと……やった！　釣れたわアルベルト」

「エリシャはなにをやらせても上手だなぁ。こっちは全然だよ」

　普段はアルベルトの仕事を手伝っているのですが、休みの日にはこうして二人で釣りをしたり、丘でピクニックをするなどして楽しい時間を過ごしていました。

「今度のお休みはなにをしましょうか」

「そろそろ裏の山でキノコが採れるころだろうし、行ってみるかい？」

「キノコ狩りね！　沢山採れたらみんなにもお裾分けしましょう」

「ふむ。猟師のヨハンにはこの前鹿肉をもらったお礼をしないといけないしなぁ」

　領民との関係も良好です。小さい領地なので領民とは身分に関係なく付き合いがありました。こうやってお出かけしてたら気さくに声を掛けてもらえるほどです。

「どうせなら屋敷の庭で焼いて食べるのはどうかしら？」

「ハハハ、それはいい。村中の人に声を掛けよう」

　そうして日々を過ごす内に、いつのころからかもう命を狙われることについて考えなくなっていました。明日も今日のような日々が続くと信じられるようになりました。

　厳しい冬を越え、春を迎えた生き物が番つがいを求めるように、私とアルベルトの仲も段々と深まっていきました。どうせ運命を変えられないのなら、この人の傍で過ごすのもいいかなとそんな諦観からはじまった生活ですが、いつのころからか、この人を選ばなかった他の【私】よりも私は幸せであると感じていました。

「アルベルト。私、ここに来てよかった」

　そう言うとアルベルトはそっと肩を抱いてくれました。







　そしてこの地にやってきて一年ほどが経過しました。

　風の噂うわさでは王都では血生臭い事件が頻繁に起こっているようです。風の噂というのは、この辺へん鄙ぴな領地に情報が伝わってくるにはかなり時間が掛かるので、だいぶ前の事件の情報がほぼ伝聞という形でしか入ってこないからです。

　私も、このころにはもう王都のことなど気にしていませんでした。

　帰りたいとも思いませんし、それに……もう帰る必要もないですから。

　良く晴れた春の日のことです。

「おめでとうございます！　領主様！」

「エリシャ様、お綺麗です！」

「お二人ともお幸せに！　聖母竜のご加護があらんことを！」

　領地にある小さな教会で、領民たちと招待したゲオルグなどわずかな友人たちに祝福されながら、私とアルベルトは結婚し晴れて夫婦となりました。

　どこにでもある教会で、アルベルトのお母様のお下がりであるドレスに身を包み、着の身着のままの招待客に祝福される、市井の人々となんら変わらない結婚式。

　それがどうしてこうも心が躍るのでしょうか。

　王族として華々しい結婚式を挙げた【私】の記憶もあるのですが、そんな【私たち】の誰よりも、いまの私は幸せな気持ちであると断言できます。

　私は隣で照れ笑いするアルベルトに言いました。

「アルベルト」

「なんだい？　エリシャ」

「こうして貴方あなたを愛することができる私は他の【私だれ】よりも幸せ者です」

　そう言うとアルベルトは一瞬キョトンとしていました。

　変な言い回しだったかもしれません。

　ですがこれは、万感の思いを込めた噓うそ偽りのない気持ちでした。

　するとアルベルトは首を横に振ると「それは私の台詞せりふだろう」と笑いました。

「うだつの上がらない私のところに、こんなに可愛らしく素晴らしいお姫様がお嫁に来てくれたのだ。ここに居る誰に聞いても私が一番幸せ者だと言うことだろう」

「あら、そんなことはないです。私のほうがずっと幸せですわ」

「いやいや、私のほうが幸せだよ」

　そう言い合った私たちは、どちらからともなく吹き出しました。

「幸せですね、旦那様」

「ああ。幸せだなぁ、我が妻よ」

　私たちは顔を見合わせて笑い合いました。







　そしてまたしばらくの時が経たちました。

　王都で事件が起きた、みたいな話は段々と入ってこなくなりました。ようやく王位継承の争乱が落ち着いてきたのでしょうか。……どうでもいいことですね。誰が王位を継ごうが、どの派閥が勝とうが、私たちにはもう関係ないことです。それよりも……。

　いまの私には〝そんなこと〟よりもっと重要なことがあります。

「旦那様」

「どうしたんだい？　エリシャ」

　屋敷のリビングで寛くつろいでいたアルベルトに、私は意を決して告げました。

「子供ができたみたいです」

「………………へ？」

　アルベルトの手から読んでいた本が落ちました。口をポカンと開けてなんだか面白い顔になっています。クスクスと笑っていると、アルベルトが我に返ったようです。

「子供……私たちの子供か!?」

「あら、旦那様は私の不貞を疑っているのですか？」

「そんなわけない！　そうか……そうか！」

　アルベルトは勢いよく立ち上がり私を抱きしめると、それでも足りないとばかりに持ち上げてクルクルと回りました。まったく、はしゃぎすぎです。

「ありがとう！　ありがとうエリシャ！」

「フフフ、気が早いですよ。お礼は無事に生まれてからにしてくださいな」

　アルベルトを落ち着かせると、私たちはソファーに腰を下ろしました。

「男の子ならエリシャに似て、元気で勇敢な子に育ってほしいなぁ」

「ふふ。女の子なら旦那様に似て、優しく穏やかな子に育ってほしいです」

　私たちはまだ見ぬ我が子の将来について花を咲かせました。

　このときの私たちは幸せの絶頂だったと思います。




　――そんなときでした。

　私たちのもとに三公の一人であるエクセルが訪ねてきたのは。




「エリシャ様。貴女あなたにエルフリーデン王国の王位を継いでいただきたく」

　蛟こう龍りゆう族ぞくの青髪の美女エクセル・ウォルターはそう言って、私の前に傅かしずきました。私は一瞬、なにを言われたのかわからず頭が真っ白になっていました。

　アルベルトが心配そうに見つめる中、私はかろうじて声を絞り出しました。

「王位……ですか」

　いまさら、なぜ……そのような言葉が出てくるのでしょう。

「と、とりあえず中にお入りください」

　呆ぼう然ぜんとしたままの私に代わって、アルベルトがエクセルを居間へと案内しました。一ひと先まず三人ともがソファーに座り（主に私が）落ち着いたところで、エクセルはこれまでの経緯といまのこの国の状況について語って聞かせました。

　その話によると、王位継承を巡る争乱は、王族がほぼ全滅するという形で決着が付いたようです。混乱は王都周辺に留とどまっていたとはいえ、王城の中では派閥への勧誘や引き抜き工作、裏切り、策略や騙だまし討ちなどが蔓延はびこり多くの血が流れたようです。

　それが更なる怨恨を生み、更なる血で血を洗う報復合戦が繰り返されることになり、誰もが疑心暗鬼に陥って相打ちや同士討ちも頻発したそうです。王族のほぼ全滅というのはそういった状況の果てに行き着いた必然なのでしょう。

　そして全滅に〝ほぼ〟と但し書きが付くのは私が生き残っていたからです。

　エクセルがここに来たというのもそれが理由なのでしょう。

「ですが、私はすでに降嫁し、エルフリーデンの家名は捨てています」

　そう訴えましたが、エクセルは静かに首を振りました。

「すでに現在王家の直系と呼べるのはエリシャ様だけなのです。エルフリーデン家以外の者が王位に名乗りを上げれば、混乱は更に拡大することでしょう。アミドニアやトルギスなど周辺国も不穏な動きを見せています。この混乱を治めるためにはどうしても、エリシャ様に王位を継いでいただく必要があるのです」

「それは……ですが……」

　私が言葉を失っていると、アルベルトが私の肩をそっと抱いて言った。

「ゲオルグから、三公は王位継承問題には関わらないと聞いていましたが？」

「……はい。争乱の拡大を防ぐために自分たちの軍を抑えておくだけで必死でしたから。ですがいまはもう王家の方はエリシャ様のみです。割れようもないいまなれば、三公も三軍も身命を賭してエリシャ様をお守りし、お仕えいたします」

　そう言うとエクセルは床に膝を突き、床に着くまで頭を下げた。

「お二人が王位継承の争乱に加わらず、この地で静かに幸せに暮らしていたことは承知しております。我らの願いがその幸せを壊すものであるということも。ですが、国が乱れれば遠からず災禍はこの地にも及びましょう」

　エクセルの言っていることは理解できます。理解できますけど……。

「私が王城に帰ったら、アルベルトや〝この子〟はどうなるのですか？」

　私がまだあまり目立たない下腹部に手をやりながら言うと、エクセルは大きく目を見開きました。どうやら〝この子〟のことは知らなかったようです。

　するとエクセルはもう一度深々と頭を下げました。

「そのような大事なときに、心労をおかけして申し訳ございません！　もちろん親子共々王城に移っていただきたく。皆様のことは我らが必ずお守りいたします。とくに先日カーマイン公を継いだゲオルグは、ご家族のためには命さえ擲なげうつ覚悟です」

「ゲオルグは家を継いだのか……」

　アルベルトがそう呟つぶやきました。私はしばしの間瞑めい目もくしました。

（……記憶はやってきませんか）

　未来の【私】からこの選択をした結末が送られてくるかもと思ったのですが、一向にその気配はありませんでした。この選択の結末が致命的なものにはならないということか、或あるいはこの段階までたどり着けた【私】が私以外にいないのか……それは定かではありません。確かなことは、私がこの決断をしなければならないということです。

（私が、とるべき選択は……）

　考えて考えて……私はアルベルトを見ました。

「……旦那様。私がどんな選択をしても一緒に居てくれますか？」

　そう尋ねると、アルベルトは大きく頷うなずいてくれました。

「もちろんだとも！　私たちは夫婦なのだから」

　その答えを聞いて私は覚悟を決めました。

　これまで見てきた【私】の結末を糧に、私が下した決断は……。

「わかりました。王城へと戻りましょう」

「ああっ……感謝いたします〝女王陛下〟」

「ですが、」

　頭を下げようとするエクセルを私は手で制しました。

「王位を継いだら、私は王としての権限を夫であるアルベルトに委譲します」

「なっ！　それはつまり……」

「はい。私の承認の下、アルベルトに王として国を統治してもらいます」

「わ、私が国を!?　そんなの無理だ！」

　アルベルトが驚きで目を見開きブンブンと首を横に振りました。……巻き込んでごめんなさい、アルベルト。だけどこれはどうしても必要なことなのです。

「失礼ながら、私にもそれは無理かと思われます。そもそも、エルフリーデン王家の血筋でなければ国民たちは納得しないでしょう」

　エクセルもそう言った。しかし私の覚悟は揺るがなかった。

「王家の血は私が継ぎ、そして〝この子〟が継いでいます。私の夫でありこの子の父であるアルベルトならば、次代までの暫定的な国王を務められるはずです」

「いえですが……重ねて恐縮ですが、アルベルト殿に王の資質があるようには……」

　言いにくそうに言うエクセルに、私は静かに首を横に振りました。

「ウォルター公、エルフリーデン王家は血を流しすぎました。それも親族同士で醜く争った結果としてです。このことは家臣たちはもちろん、国民たちにも広く知れ渡っていることでしょう。エルフリーデン王家の信用は失墜している。違いますか？」

「……仰せのとおりだと思います」

　返事に迷うような仕草を見せましたが、エクセルは認めて頷きました。

「いま私が王位に就いたとしても国をまとめることはできないでしょう。なによりも王位を継ぐ根拠となる王家の血筋のために。私が王位に就いたとしても民は不安に思うでしょうし、この争乱で他の王族に付いていた者たちにとっては業腹でしょう。私では有事の際に挙国一致の体制はとれません。ただでさえ王家が力を失ったこの国で、さらに家臣たちまで割れるようなことになれば、この国は本当におしまいです」

　私の言葉をエクセルは黙って聞いていました。説得力はあるはずです。

　なぜなら私はそういった未来を【私】を通して見ていたのですから。

　たとえ争乱を生き残った派閥があったとしても、その争乱によって生み出された怨恨が後を引き、天災や魔物の発生や他国の侵攻などの有事に挙国一致の体制がとれず、最終的には王城が焼かれるまでに追い詰められるのです。

　それは私が女王となっても変わらないでしょう。

「仰おつしやることはわかりますが……それでなぜアルベルト殿を王とするのですか？」

　エクセルの当然の疑問に私は真っ直すぐに答えました。

「アルベルトならば誰からも疎まれぬ王になれるからです」

「疎まれぬ王、ですか？」

「はい。賢き者が王となれば忠臣は喜びますが、悪臣は肩身が狭くなるため嫌がり引きずり降ろそうとするでしょう。王に力があればそんな悪臣を根絶できますが、いまの王家にはそんな力はないでしょう。下手をすれば反発されて内乱になります。逆に悪臣が喜び忠臣が離れるような者が王になれば亡国必至ですが」

「………」

「いまこの国に必要なのは忠臣にも悪臣にも疎まれぬ王なのです。忠臣が思わず力を貸したくなり、悪臣がこの者ならば容易たやすく操れると侮るような王だけがこの国の命脈を繫つなぎ止めることができるのです」

「……それが、アルベルト殿であると？」

「はい。私があの争乱に巻き込まれずに済んだのは、彼のこの性格があったればこそでしょう。無能で無害。だからこそ目を付けられずに済んだのではないでしょうか」

　私がそう言うと、エクセルが溜ため息いき交じりに言いました。

「それではまるで傀かい儡らいではないですか」

「はい。現状では傀儡の王でなければ国を維持できないと思います。それほどまでにいまのこの国は傷ついています。その傷を癒やす時間が必要なのです」

　私はエクセルの目を真っ直ぐに見つめながら言いました。

「たとえ悪臣を根絶できなくとも、忠臣の意見をよく聞き統治すればそう簡単には状況は悪くならないはずです。三公は忠義を以もつて支えてくださるのでしょう？」

「それは、もちろんです」

「ならばやはり、いまのこの国に相応ふさわしい王はアルベルトでしょう。いまは現状を維持して傷が癒えるときを稼ぎ、好転は〝次代〟に託しましょう」

　私がお腹なかに手をやりながら言うと、エクセルは観念したように肩を落とした。

「本格的な国の立て直しは次代までお預けですか」

「フフフ、長命種族のウォルター公ならば大した時間ではないでしょう」

「わかりました。我ら三公はエリシャ様とアルベルト殿を支えましょう。……私としてはここまで考えられるエリシャ様に王位を継いでいただきたいのですが」

「……そのような未来はありませんよ」

　エクセルにピシャリと言ってから、私はアルベルトのほうを向きました。

「旦那様。貴方あなたに迷惑を掛けることになって申し訳ありませんが、どうか〝この子〟のためにこの国の王となっていただけないでしょうか」

　途中から放心状態になっていたアルベルトでしたが、私がその手を取って我が子のいるお腹に触れさせると、我に返ったようだ。

「ふ、ふむ……荷が勝ちすぎていると思うが、エリシャや〝この子〟のためだというのなら致し方あるまい。……胃が痛くなってきたが」

　アルベルトは自信なさそうではありましたが、それでも頷いてくれました。

　こういった人に頼られたら嫌とは言えないところも、この人の弱みであり、人に邪険にされない強みなのだと感じました。こうして私たちは王城へと帰ることになり、アルベルトは私から承認されてエルフリーデン国王となりました。

　このことに対して多少の反発はあったものの、三軍を統べる三公が全面的な支持に回り、またアルベルトが独善的な性格ではなく何事においてもどんな人物の意見でも耳を傾ける性格であったことから、大きな火種にはなりませんでした。

　時が経たち、国は良くもなりませんが、さほど悪くもなりませんでした。現状維持という役割をアルベルトがしっかりと果たしてくれているのだと言えるでしょう。

　私はというと王城に戻ってからしばらくして女の子を出産しました。

　元気いっぱいに泣くこの女の子に、アルベルトは『リーシア』と名付けました。

　私の名前と語感を合わせてくれたようです。リーシアは大きな病気もせずにすくすくと育ってくれて、気が付けばかつての私のようにお転てん婆ばなお姫様になっていました。

『女の子なら旦那様に似て、優しく穏やかな子に育ってほしいです』

　……どうやらあの日の私の願いは叶かなわなかったようです。ときどき顔を見せに来てくれるゲオルグに懐き、剣に興味を持っているようです。遊びに出ては生傷が絶えず母親としては心配なのですが、でもまあ、元気に育ってくれるなら十分でしょう。

　ただ、そうして穏やかな日々を過ごしている間にも、魔王領の出現やそこから大量に出現した魔物たちの侵攻、それによって崩壊した北の国々からの難民の流入など想定外の事態は次々と起こり、王国は緩やかに衰退していきました。

　あの日〝彼〟が召喚されるそのときまで。







　…………。

　燃えさかる王城の中で、私はこれまでのことを思い出していました。

　命の危機に過去の記憶が呼び覚まされたのでしょうか。

　異なる世界から召喚された勇者ソーマ・カズヤ殿。

　アルベルトは彼の扱いを間違えた。

　彼の革新的な政策に牽ひかれて国を立て直すべく宰相としたものの、反発する貴族たちからの突き上げから守り切れず、職を解き追いやってしまいました。

　結果として彼は、彼を支持した忠臣ゲオルグ・カーマインや私たちの娘リーシアと共に、焼け落ちる都市『ランデル』の中で命を散らすことになってしまいました。

　そして私たちもまた貴族たちの反乱によって最期のときを迎えようとしています。

　貴族たちからは嫌われていたソーマ殿でしたが国民からは支持されており、そのソーマ殿を追放したことにより国民の心は離れ、私たちは孤立無援となりました。もっと彼を信用し、権限を与えていたならばいまとは違う結果になっていたかもしれません。

　ですが、いまさらそんなことを思っても詮無きことでしょう。

　だからせめてもと、私はアルベルトに私の持つ魔法について告白し、過去のソーマ殿と出会ったばかりのころの【私たち】にこの記憶を送ることにしました。過去の【私たち】がこの未来へと辿たどり着かないように。他ひ人との記憶も一緒に送ったのは初めてでしたが（記憶を送ること自体、私自身は初めてなのですが）、なんとなく上う手まくいったような気がしました。これで送った先の【私】は違う未来に辿り着けるでしょう。もしかしたらリーシアやソーマ殿たちが死なずに済む世界になるかもしれません。

　そう考えると少しだけ胸が軽くなったような気がしました。

「……すまないエリシャ。私が愚かであったばかりに」

　アルベルトはそう謝りましたが、私は首を横に振りました。

「いいえ。私は十分に幸せでした。貴方に会えて、リーシアが生まれて。これまでのどの【私】よりも、私は幸せだったと胸を張って言えます」

　いまここで命の危機に瀕ひんし、過去に記憶を送ったということは、ここまで辿り着いたのは私が初めてだという証あかしでした。

　つまり、伴侶にアルベルトを選んだのは私が初めてだということです。

　初めて彼を愛したのも、初めて彼に愛されたのも私です。

　初めてリーシアを産めたのも、家族と生きる幸せを知ったのも私です。

　たとえ記憶を送ったさきの【私】がいまより素晴らしい未来に辿り着いたのだとしても、それは決して変わることはありません。私の人生は十分に満たされていました。

「あの日、貴方と出会えて良かった」

「エリシャ……」

　私たちは炎の中で抱き締め合いました。
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　……さま……エリシャ様っ。

「っ!?」

　声を掛けられて我に返ると、カルラさんがキョトンとした顔をしていました。

「どうなさったのですか？　ボーッとしていたようですが」

「いえ、ちょっと〝べつの現在むかし〟のことを考えていただけです」

　シアンとカズハの顔を見ていて、あの日送られてきた記憶のことを思い出しました。

　あの日の記憶をもとに、アルベルトは選択を誤ることなく王位を婿殿に譲ることができました。婿殿に実権が渡ったことでこの国は再建され、むしろかつてよりも繁栄し、私たちもこうして孫たちの顔を見ることができたのです。

　そう考えれば記憶を送ってくれた【私】には感謝してもしたりません。

　私はこれまでの【私】の中で一番の幸せ者でしょう。

「そういえば、私だけ手伝いで一足先にこの子たちに会いに行くと言ったら、あの人がちょっと拗すねていましたね。私だけ狡ずるいと」

「それはそうですよ。アルベルト様は領地に一人取り残されるのですから……」

「フフフ、困ったお祖じ父い様さまですねぇ～シアン、カズハ」

　子供たちに呼びかけると、二人はキョトンとした顔をしていました。

「ああもう、本当に可愛かわいらしいわ。このまま屋敷に連れ帰りたいくらい」

「お世継ぎ失踪とか大騒動になるので絶対にやめてください！」

「じゃあ足あし繁しげく通うしかないわね。週に二回くらい」

「そう頻繁に家を空けられたらまたアルベルト様が拗ねるのでは？」

「一緒に来れば良いのよ。泊まりがけとかもいいわね」

「週に二回泊まりがけで来たら一週間の半分は王城にいますよね!?　お二人は争いの種にならないよう王城を出たって聞いてますけど!?」

　律儀に反応を返してくれるカルラさんが可愛くて、私はクスクスと笑いました。




　―――ああ……本当に幸せですね。
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「父上！　母上！」

「お二人とも、ご無事ですか!?」

　炎の中で最期を覚悟していたとき、その声は響き渡りました。

　顔を上げるとそこには駆け寄ってくる若い男女の姿がありました。

（なぜ？　この二人の姿が見えているのでしょうか）

　私は呆ぼう然ぜんとする頭で考えました。二人はもうこの世にはいないはず。

　私たちは幻を見ているのでしょうか。

　それとも死期が迫ってきたので二人が迎えに来てくれたのでしょうか。

「リーシア！　それに、ソーマ殿！」

　アルベルトが愕がく然ぜんとした表情で二人の名前を呼びました。その言葉を聞いて、私の頭も覚醒しました。私だけでなくアルベルトも二人の姿が見えている。

　それはつまり目の前の光景は紛れもない現実ということです。

　混乱する私たちの下にリーシアが駆け寄りました。

「良かった。お二人とも無事で」

「リーシア、生きていてくれたのか！　死んだとばかり……」

「……カーマイン公が逃がしてくれたのです」

　リーシアが自分の袖を摑つかみながら辛つらそうに言いました。どうやらランデルが焼け落ちる前、ゲオルグが時間を稼いでくれている間に二人は脱出できたみたいです。

『憶おぼえておいてほしい。俺がカーマイン家を継いだそのときには、お前のために最大限の協力をするとここに誓おう。この命に代えてもだ』

　ゲオルグ殿、貴方はあの日の約束を果たしてくれたのですね。アルベルト殿のために命懸けで、リーシアとソーマ殿の命を救ってくれたのです。

　私は少しの間瞑めい目もくしたあとで、気になっていたことを尋ねました。

「ですが、二人はどうやってここへ？　この城は包囲され、燃えているのに」

「あー……そこらへんの事情を説明すると長くなるのであとにしましょう。いまはこの城から脱出することを優先しないと」

　ソーマ殿がそう言ったとき、タタタタともう一つの足音が近づいてきました。

「拙まずいわ、ソーマ。火の回りが激しい」

　駆け寄ってきたのは長い黒髪にウォルター公よりも大きな鹿角を生やし、お尻から黒い蜥蜴とかげのような尻尾を生やした、小柄で可愛らしい少女でした。

「速く逃げ出さないと」

「わかったナデン。さあお二人とも、こちらへ」

　ソーマ殿は私たちを伴ってベランダへと出ました。

　外の空気に触れることができましたが、立ちこめる煙で周囲の状況はよく見えません。それにここは城の高所であり、外に出たとしても脱出方法はありません。

　しかしソーマ殿は「大丈夫です」と笑いかけました。

「それじゃあ頼む。ナデン」

「合点承知よ。……本当は伴侶以外乗せたくないけど」

　そう言うとナデンと呼ばれた少女はベランダの欄干にぴょんと飛び乗りました。危ない、と思って近寄ろうとしたところ、リーシアが私の手首を摑んで止めました。

「端的に説明しますと、ランデルを脱出した私たちは、冒険者に扮ふんして帝国を目指していたんです。召喚された勇者を欲しがっていた帝国ならば、交渉次第では保護して貰もらえるんじゃないかというソーマの発案で」

「そしてその道中で、俺たちは星竜連峰からの使者に出会ったんです」

　星竜連峰？　あの聖母竜マザードラゴンが治めているという竜ドラゴンたちの自治領ですか？

「使者は聖母竜ティアマト殿が俺に会いたがっていると告げました。そして星竜連峰へと招かれた俺たちは、そこで彼女と出会ったんです」

　するとナデンさんはみるみるうちに大きくなり、長くて巨大な黒い生き物へと変わっていきました。顔は竜ドラゴンに似ていますがまったく知らない生き物です。

　するとリーシアはそんな生き物の体表に触れながら言いました。

「彼女はナデン・デラール。ソーマが契約した龍ドラゴンなんです」

「まあ契約の儀までには時間があるので、いまは仮契約なんですけど」

　ソーマ殿が頰を搔かきながらそう補足しました。ドラゴン……なの？

『もう！　そういう話はあとでいいでしょう！』

　頭の中にナデンさんの声が響いてきました。この生き物……黒いドラゴンが喋しやべっているということは、やはりこのドラゴンはナデンさん、ということなのでしょう。

『私の姿を見て下の兵士たちが騒いでるみたいよ』

「急いだほうがいいな。さあみんな、ナデンの背中に乗って！　固定具がないから、お互いにギュッとしがみついて離さないように！」

　ソーマ殿に促されて私たちはナデンさんの背中に乗りました。言われるがままにリーシアはソーマ殿に、アルベルトはリーシアに、私はアルベルトにしがみつきました。

「よし、それじゃあ頼む、ナデン」

『合点承知！』

　すると次の瞬間にはナデンさんはするすると空へと昇っていきました。炎に燃える王城が眼下でどんどん小さくなっていきます。王都の景色が遠ざかっていきました。

「ソーマ殿。これからどこに行こうというのじゃ？」

「ラグーンシティへと向かい、ウォルター公と合流します」

　アルベルトの問いかけにソーマ殿は答えました。

「ウォルター公の下でリーシアが生きていることを公表し、いまはバラバラになっている陸軍を再結集します。陸軍の将兵たちは亡きカーマイン公を敬愛し、そのカーマイン公が娘のように可愛がっていたリーシアのことを慕っています。だからこそ、二人が死んだと聞いて瓦解したのでしょうが、リーシアが生きているとわかれば再結集することでしょう。ウォルター公とバルガス公は王家を支持していますから、三軍が揃そろいます」

「私だけじゃないわ。ソーマも不正貴族たちからは嫌われてたけど、民衆から支持されていたもの。生きていたとわかれば国民たちも勇気がでるはずよ」

　諦めていない二人の言葉。胸に込み上げてくるものを感じました。

　二人の、まだ子供だと思っていた若者が持つ熱量に、まぶしさに涙が出ました。

　未来はまだ続いていくのだと信じられるから。

　私はアルベルトの腰に回した腕にギュッと力を込めました。

　ねぇ、記憶を送った先の【私】。

　どうやら記憶を送ったあとも、私の人生は続くみたいです。




　―――やはり私が、一番の幸せ者です。
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